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家庭から排出されるごみの重量の約２～３割、容積で約６割を占める容器包装廃棄物について、リサイ
クルの促進等により、廃棄物の減量化を図るとともに、資源の有効利用を図るため、「容器包装に係る分
別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以下「容器包装リサイクル法」という。）」が平成９年４月に
本格施行されました。

その後、平成20年４月に完全施行された改正容器包装リサイクル法では、「循環型社会形成推進基本
法」における３Ｒ推進の基本原則に則った循環型社会構築の推進、再商品化に要する社会全体のコストの
効率化、国・自治体・事業者・国民等すべての関係者の連携等を図るため、事業者に対する排出抑制を促
進するための措置の導入、再商品化の合理化に寄与した市町村への資金拠出制度の創設、再商品化の義
務を果たさない事業者に対する罰則の強化、容器包装廃棄物排出抑制推進員制度の創設等の改正が行
われました。
そして、同法では、施行後５年を経過した場合において、法の施行の状況を勘案し、必要があると認め

るときは、法の規定について検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとされています。

このような状況を踏まえて、「３Ｒ推進団体連絡会」（３Ｒ推進に取組む容器包装８素材団体）及び「３Ｒ
活動推進フォーラム（現３Ｒ・資源循環推進フォーラム）」では、市民、ＮＰＯ団体、国、事業者、都道府県・市
町村の行政関係機関など多様なステークホルダーが一堂に会して議論をする場として「容器包装交流セ
ミナー 容器包装の３Rに関する市民・自治体・事業者との意見交換会」を平成25年から共催により開催し
ています。

この容器包装交流セミナーでは、各主体間の信頼と連携・協働の輪が大きく拡大していくことを期待
して、平成25年度以降、毎年全国各地で開催しており、今年度は、７月に香川県、11月に岐阜県、２月に群
馬県の３回開催し、開催回数は30回を数えることとなりました。

令和６年８月には、循環経済への移行を関係者が一丸となって取り組むべき重要な政策課題と捉え、循
環型社会形成に向けた政府全体の施策を取りまとめた国家戦略として「第五次循環型社会形成推進基
本計画」が閣議決定されるなど、循環型社会への期待や要請はさらに高まっています。
こうした状況を踏まえ、今後とも、容器包装等の３Ｒを積極的に推進し、リデュースによる資源抑制、リ
サイクルによる資源確保、処理システムの環境負荷の低減など、より一層の取組を推進してまいります。

最後になりますが、容器包装交流セミナーの開催にあたりましては、市民、ＮＰＯ団体、事業者、関係府
省や都道府県・市町村など、御支援、御協力をいただきました関係者の皆様に、この場をお借りいたしま
して御礼申し上げる次第です。
３Ｒの担い手であるステークホルダーの皆様には、この報告書が今後の事業の一助となれば幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年３月３１日

３Ｒ推進団体連絡会幹事長　久保　直紀
（プラスチック容器包装リサイクル推進協議会　理事 会長補佐）

３Ｒ・資源循環推進フォーラム会長　細田　衛士
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　３Ｒ推進団体連絡会と３Ｒ・資源循環推進フォーラムは、海洋ごみ対策を含むプラスチック等容器包装３Ｒ（リ

デュース・リユース・リサイクル）をテーマに、NPO 団体、事業者、行政などステークホルダーが一堂に会し、

主体間の信頼醸成と連携・協働の輪が大きく広がることを期待して、容器包装交流セミナーを開催しました。

　第28回 容器包装交流セミナー in 高松　
2024年 7月2日（火）　　時間　13:00～ 16:45

会場　サンポートホール高松 54会議室 （51会議室を一部併用）
プログラム（敬称略）
13:00　開会挨拶
井上 雄佑（環境省環境再生・資源循環局総務課容器包装・プラスチック資源循環室 室長）
秋山 浩章（香川県環境森林部 部長）
久保 直紀（３Ｒ推進団体連絡会 幹事長）
■事例報告
13:10　報告 1　山本 和豊　　高松市環境局 ゼロカーボンシティ推進課 課長
13:25　報告 2　勝浦 敬子　　NPO グリーンコンシューマー高松 代表
13:40　報告 3　久保 直紀　　３Ｒ推進団体連絡会 幹事長
■ 13:55　容器包装の３Ｒ・資源循環に関する展示・情報交換
■グループ討論
14:25　ワーキング（4つのグループで意見交換）
16:30　グループ報告・全体総括（各グループで報告）
16:45　閉会・主催者挨拶 平 久（３Ｒ・資源循環推進フォーラム 事務局長）

　第29回 容器包装交流セミナー in 岐阜　
2024年 11月 21日（木）　　時間　13:00 ～ 16:45
会場　岐阜市民会館 会議室80（多目的ルームAを一部併用）

プログラム（敬称略）
13:00　挨拶
岡林 正行（環境省環境再生・資源循環局総務課容器包装・プラスチック資源循環室 主査）
工藤 喜史（岐阜県環境生活部 次長）
久保 直紀（３Ｒ推進団体連絡会 幹事長）
■事例報告
13:10　報告 1　野々村 聖子　　岐阜市環境部 資源循環課 課長
13:25　報告 2　岩間 誠　　　　NPO 法人 いびがわミズみずエコステーション 理事・事務局長
13:40　報告 3　久保 直紀　　　３Ｒ推進団体連絡会 幹事長
■ 13:55　容器包装の３Ｒ・資源循環に関する展示・情報交換
■グループ討論
14:25　ワーキング（3つのグループで意見交換）
16:30　グループ報告・全体総括（各グループで報告）
16:45　閉会・主催者挨拶 平 久（３Ｒ・資源循環推進フォーラム 事務局長）

　第30回 容器包装交流セミナー in 前橋　
2025 年 2月 19日（水）　　時間　12:45～ 16:15

会場　ぐんま男女共同参画センター 大研修室（小研修室を一部併用）
プログラム （敬称略）
12:45　開会挨拶
濱田 倫（環境省環境再生・資源循環局総務課容器包装・プラスチック資源循環室 主査）
松本 潔志（群馬県環境森林部廃棄物・リサイクル課 課長）
久保 直紀（３Ｒ推進団体連絡会 幹事長）
■事例報告
12:55　報告 1　大山 幸成　　　前橋市環境部ごみ政策課 課長
13:10　報告 2　奈賀 由香子　　群馬県環境アドバイザー連絡協議会 ごみ部会 部会長
13:25　報告 3　久保 直紀　　　３Ｒ推進団体連絡会 幹事長
■ 13:40　容器包装の３Ｒ・資源循環に関する展示・情報交換
■グループ討論
14:00　ワーキング（3つのグループで意見交換）
16:00　グループ報告・全体総括（各グループで報告）
16:15　閉会・主催者挨拶 平 久（３Ｒ・資源循環推進フォーラム 事務局長）
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◆開会挨拶

〇環境省環境再生 ･資源循環局総務課容器包装・プラスチック資

源循環室 室長　井上雄佑氏

・今日は容器包装のリデュース・リ

ユース・リサイクルの３Ｒを進めて

行くことを目的に、事業者の皆さん

の主催により、市民、自治体、そし

て省庁として環境省が出席し、この

ような形で開催した。

・今回の目的は皆さんに最新の状況を

知っていただくのはもちろんのこ

と、大事なこととして、容器包装の

リデュース・リユース・リサイクルは、皆さんの協力なしでは

取組が進まない分野だと思っており、ぜひ日頃思っていること、

疑問であることなどをここで思い切りぶつけていただいて、こ

れらをこれからの改善につなげていくことが何より重要と思っ

ている。

・特に容器包装の中でもプラスチックは、国際的にもこれを減ら

して、それをまた資源として回していくことが重要である。気

候変動・地球温暖化の問題や自然環境・生物多様性の問題など、

さまざまなところで待ったなしという状況を国内、国際とも抱

えている。そうしたことを今後変えていく大きなきっかけして

行けるよう、ぜひ遠慮なく御意見をいただければと思っている。

本日はどうかよろしくお願いしたい。

〇香川県環境森林部 部長　秋山浩章氏

・本日、第 28 回の容器包装交流セミ

ナーが大勢の皆さまに御出席をいた

だいて盛大に開催されることを、ま

ず心よりお祝いを申し上げる。また

県外から本日のセミナーに出席の

方々、ようこそ香川県高松市にお越

しいただいた。主催者の３Ｒ推進団

体連絡会の構成団体の方々、そして

３Ｒ・資源循環推進フォーラムには、平素より循環型社会の形

成に御尽力を賜っており、深く敬意を表する。

・循環型社会を推進していくには、大量生産・大量消費といった

ワンウェイ型のライフスタイルから循環を基調とした生活の豊

かさと環境の保全を両立していくライフスタイルへの転換が必

要と考えている。このため県ではこれまでも環境への負荷を低

減させる持続可能な循環型社会の形成という基本目標に向け

て、３Ｒを進めるなどさまざまな施策に取り組んでいる。

・また、こうした３Ｒは循環型社会を進めていくだけではなく、

地球温暖化対策やカーボンニュートラル対策、そして生物多様

性保全といった、香川県そしてわが国ひいては地球の環境を保

全していくという大きな取組が私たちに課せられた課題である

と思っている。

・そうした中、さまざまな主体の方々が本日のセミナーに参加を

されて意見を交換されると聞いていて、本当に意義深いセミ

ナーであると承知をしている。どうか事例報告や意見交換を通

じて、それぞれの立場を越えた連携・協働により、本日のセミ

ナーが有意義なセミナーとなることをお祈りするとともに、本

日御出席の方々の御健勝と御活躍をお祈りして挨拶とする。

〇３Ｒ推進団体連絡会幹事長　久保直紀氏

・３Ｒ推進団体連絡会は、容器包装の

３Ｒを推進している８素材の団体、

ガラスびん、PET ボトル、紙製容器

包装、プラスチック容器包装、スチー

ル缶、アルミ缶、飲料用紙容器、段

ボールの８つの素材の団体で構成し

ている。私どもの団体は、今日の意

見交換以外にも、市民リーダー育成

事業や３Ｒ自主行動計画に基づく毎

年のフォローアップ報告、あるいはエコプロの出展、大きな会

場で一堂に会して学習する３Ｒフォーラムなどを行っている。

また自主行動計画は後ほど報告するが、もう 20 年以上の実績

を上げていて、非常に地道だが、着実な活動をしていると自負

している。

・この今日のワークショップは、市民と自治体、事業者が一堂に

会して少人数で意見交換するもので、遠慮のない御意見、御指

摘を賜りたい。歯に衣を着せずに言っていただいて構わないの

で、何でもやり取りをしていただきたい。小さい単位に分かれ

るが、長時間なので気を楽にしていただいて、来てよかったと

いうワークショップにしてもらいたいと思うので、ぜひ皆さま

の御協力を賜りたい。今日一日よろしくお願いする。

◆事例報告１

「高松市のごみ処理の現状と資源循環の取組について」

高松市環境局ゼロカーボンシティ推進課課長　山本和豊氏

・私はこの４月に環境局に配属された

ところで、拙い説明になるかもしれ

ないこと御容赦いただきたい。また、

今回皆さま方には日頃から３Ｒの活

動に尽力いただき、感謝とともに敬

意を表する。

・ゼロカーボンシティ推進課は令和４

年に発足して、資源循環と地球温暖

化対策を２本柱として取り組んでい

る。また昨日７月にこのサンポートホール高松で「Ｇ７都市大

臣会合」が開催された。その中で都市の脱炭素化を主要なテー

マとして各国でいろいろな議論が行われ、都市の緑地の確保な

どに各国が連携して取り組むことが合意された。またそのとき

に「香川・高松原則」が取りまとめられ、高松市の名前が大き

く世界に向けて表明された。

・高松市の取組を紹介する。近年、地球温暖化を通り越して沸騰
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化の時代がきたと言われるほど、温暖化の問題は深刻化してい

る。そういった中で世の中も大きく変化している。高松市も令

和２年にゼロカーボンシティ宣言を行い、市民・事業者の皆さ

まとともにオール高松で脱炭素社会の実現に向けた取組を推進

している。

・こうした中で令和４年に「高松市地域再エネ導入戦略」を策定

し、高松の気象の特徴である日照時間などを生かした、いわゆ

る太陽エネルギーなど再生可能エネルギーを多く取り入れてい

くことなどが取りまとめられた。それと併せて、この温暖化対

策の指針となる実行計画も見直しをして、国が検討している削

減目標に合わすほか、温暖化対策に向けていろんな施策を盛り

込んだ。この施策体系の骨子は大きく基本施策４、主要施策

12 の分野に分かれ、今後市民が民間事業者と連携して取り組

むもので、当然、循環型社会の形成を大きな柱として盛り込ん

でいる。

・令和２年のわが国の CO2 の排出量のうち家計消費が６割以上と

なっている。高松市でも家庭からの排出量が４分の１ぐらいと

大きなウエートを占めている。高松市としても、ゼロカーボン

シティの実現に向け、資源化再利用、省エネ・創エネといった

脱炭素型のライフスタイルへの転換に向けて取り組んでいくこ

とが非常に大事と考えている。

・そうした中で、啓発活動として、まず脱炭素型ライフスタイル

の普及促進事業に力を入れている。それを実践する人材の育成

が必要なので、脱炭素型ライフスタイル推進リーダー養成講座

を設けて、これまでに約 80 名・団体の方々にリーダーの登録

をしてもらい、リサイクルなど再資源化に向けた取組をしてい

ただいている。あと民間事業者や NPO からいろんなアイディア

を募って、脱炭素型ライフスタイルを普及促進する取組を事業

化するモデル事業も実施している。また「市政出前ふれあいトー

ク」では、結構、各地域なり企業から、こういった取組を市で行っ

ているかとか、話を聞かせてほしいという要望が最近多くなり、

小学校やコミュニティセンターなどに出向き脱炭素型ライフス

タイルについて話をしている。御連絡をいただければ、出向い

てお話をさせていただく。

・再生可能エネルギーの活用では、最近特に力を入れているのが

スマートハウスの普及いわゆる創エネ・蓄エネで、国・県の補

助の活用と併用で、蓄エネの導入とか ZEH 化あるいは窓断熱リ

フォームも含めて今年度から始めた。４月の半ばぐらいから補

助の受付を始めたが、６月の下旬には全ての枠が埋まってしま

い、年々かなりニーズが高くなっている。また再生可能エネル

ギーの普及では、学校なども含めて市有施設にはできるだけ太

陽光発電設備を付けていこうという取組と、市有地も事業者に

太陽光発電を利用いただきたいということで、有償で貸し出し

を行っている。最近では、香東川浄化センターでオンサイトの

PPA 事業を今年の２月から始めた。

・地域の特徴として高松市では古くからレンタサイクル事業を

行っていて、特に特徴的なのが、放置自転車、廃棄処分になっ

た自転車を活用したレンタサイクルである。これによって自転

車のリユースが図られ、併せて廃棄物の抑制とか自転車利用の

促進ひいては脱炭素化、地域交通の利便性の向上に寄与してい

る。また電気自動車の普及拡大で、市内の塩江 (しおのえ )な

ど３ヵ所の道の駅に急速充電器を設置している。公用車にも順

次、電気自動車の導入を進めている。

・高松市の家庭ごみの分別収集については、まずごみを７つに区

分している。平成 12 年からは、容リ法の制定により現在の収

集体制となり、缶・びん・PET ボトルは３種混合で収集している。

かなりごみステーションがあるので効率化のため３種混合を導

入した。また、平成 16 年からは燃やせるごみや破砕ごみは有

料の指定収集袋、いわゆるごみの有料化による回収をしている。

・そうした中で缶・びん・PET・プラスチック包装容器について

の再資源化状況では、３種混合している関係で缶・びん・PET

の内訳が出ないが、資源化率はおおむね６割程度、プラスチッ

ク包装容器の資源化率は８割程度。まだ缶・びん・PET の４割

程度が再資源化できていない。そういった状況もあり、今後資

源物の品質向上が重要な鍵となってくるので、適正な分別排出

の促進について、特に重点的に周知啓発に努めていかなければ

いけないと認識している。

・PET ボトルの削減・リサイクルの取組では、一つ目は給水スポッ

トを市役所前に設置している。クラウドファンディングを活用

して、NPO が購入した給水スポットを寄贈いただき、市役所の

玄関前に１基設置した。設置から１年で約７万 5,000 回の利用

があり、500 ミリの PET ボトルに換算すると大体４万 5,000 本

分、CO2 に換算すると大体 5.4 トンの削減効果になる。また、

セブンイレブンと協力してボトル to ボトルの取組を行ってい

る。これは四国の自治体では初めてで、市内 40 店舗に回収機

を設置して、令和４年 10 月にスタートしてからこれまでに

140 万本ほどの PET ボトルがリサイクルされた。

・食品ロスの取組では、香川大学の学生やスーパーマーケットな

どと協力してフードドライブを行っている。100g につき１ポ

イントの地域通貨を導入したことが功を奏したのか、毎回かな

り多くの御協力をいただいている。また、うどん県である高松

ならではのユニークな取組として、廃棄うどんを活用して、東

部下水処理場でバイオマス発電の実証実験をしている。これま

で下水処理による汚泥から出るバイオガスを燃料にするバイオ

マス発電を行っていたが、廃棄うどんを入れることによってさ

らにバイオガスが多く出て燃焼しやすくなるという実証実験

で、地元のうどん事業者３社と協定を結び進めている。

・最後に、令和４年４月のいわゆる促進法の施行を受けて、令

和５年 10 月から今年の２月にかけて直営収集地区のうちの約

400 世帯を対象にプラスチック一括回収モデル調査を行った。

20 ぐらいのごみステーションになるが、排出量などを確認し、

大きな混乱もなかった。既に導入している仙台市や横須賀市の

データと比べても大きな乖離がなく、今後こういう結果や市民

の意見も踏まえてプラスチックの一括回収の検討を進めていき

たいと考えている。

◆事例報告２

「私たちにできること「３Ｒ」チャレンジ！」

NPO グリーンコンシューマー高松代表　勝浦敬子氏

・３Ｒは小学校４年生の環境カリキュ

ラムになっていて、私は環境省から

３Ｒ推進マイスターという名前で委

託事業を受けていたので、主に小学

生を対象に活動している。今日は４

年生の授業内容の一部をお話する。

・NPO グリーンコンシューマー高松は

2000 年 11 月に設立して 24 年目に

なる。３Ｒはごみの分別収集や容器

包装に関してはとても大切なことで、それにリフューズとリペ

アを加えて５Ｒとしている。環境省と経済産業省は３Ｒだが、

リフューズとリペアもみんなに覚えてもらいたいと思って取り

組んでいる。

・私たちは「もったいない」を合言葉に、割り箸を回収してリサ

イクルすることを考えた。私は大阪から香川県に来て、うどん

高
松
会
場
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店の厨房に割り箸がいっぱいあるのを初めて見て驚いた。大量

のその割り箸はごみとして燃やされていた。これはもったいな

いという発想で割り箸のリサイクルを始め、ちぃちゃん、ぴっ

ぴちゃん、ぴいこちゃんのグリコン高松３兄妹のキャラクター

とともに頑張っている。

・割り箸は中国製がほとんど。以前は、地域地域で里山の木を切っ

て箸にする工場もたくさんあったが、中国へ行き割り箸の工場

を作って指導したのが始まりで、日本では今ではほとんどの工

場がなくなった。そんな中で、平成 20 年に 99 件目の工場が香

川県で新たに復活した。10 年ぐらい前に工場をやめた方にど

うしてやめたのかと聞いたところ、中国に視察に行ったときに、

大きな工場で女性がずらっと並んで割り箸を作っているのを見

て、とてもじゃないが価格的にも勝てないと思ってやめたとい

うことだった。その方の工場に機械が残っていたので、もった

いない、もう一度割り箸を作ろうと言って、割り箸工場を復活

することができた。機械は、今は新しい機械が稼働している。

・割り箸と洗い箸の LCA 比較分析をした。これは４年生には難し

いので学校では話していないが、今日は皆さんにお話しする。

中国製の割り箸は、断然環境によくない。CO2 の排出量は年間

約 15,000kg にもなり、その割り箸を私たちが購入して使って

いる。割り箸が悪と言われているゆえんだ。回収なしだが、香

川のヒノキの間伐材などが使われている国産割り箸や、私はあ

まり好きではないが洗い箸は、環境に良い。いろいろ洗い箸に

は意見を言いたいことはあるが、LCA で製品の一生を見てみる

といずれも中国産よりはるかに CO2 排出量が少ない。

・私たちが一番頑張らなければいけないのは日本の森林を育てる

ことで、間伐しないといけない。間伐すると周りの木が大きく

なって CO2 を吸収する力を持つ。ひょろひょろの木、年とった

木は CO2 を吸収しない。外国から、日本は森林で CO2 を吸収す

るというが、とても吸収できるような状態の森林はたくさんな

いと言われる。日本の山は緑がすごく多く、世界でも２～３番

の面積を誇るが、日本の森林は荒れていて、森林面積に比べて

CO2 の吸収量は悪いと言われるゆえんだ。

・大切なのは、間伐したものから柱や板を採った後の端材。これ

を有効活用した割り箸は、吉野が発祥と言われている。吉野の

森林は豊かで木が大きく、割り箸の材料の端材も太くて立派。

香川では柱を採った後の間伐材の端材がどうにか使えるように

なった。端材を燃やすのはもったいない、割り箸を作ってみよ

うということで、「もったいない」から生まれたのが割り箸。

だから割り箸は悪ではなくて、香川のヒノキなど、国産の割り

箸がとても環境によいということを子供たちにも伝えている。

・私たちは外国の割り箸も捨てて燃やしてしまうのではなく、

90％近い外国の割り箸をリサイクルしようということで、「割

り箸に第２の人生」を合言葉にポスターを作り、イオンスーパー

や学校の体育祭などで割り箸を回収リサイクルしている。福祉

施設や企業に協力いただいて回収をずっと続けている。以前は

徳島の王子製紙まで送っていたが、ウッドマイレージを考えて

県内で循環させるため、大倉工業に協力していただいて、化粧

板、パーティクルボード製品になる。45 × 54 センチ、高さ 77

センチのしっかりした割り箸回収ボックスを 100 個ほど用意し

て、イベントや学校とかコミュニティセンターなどいろんなと

ころに置いていただいて割り箸を回収している。「さかいの大

橋祭り」では割り箸だけでなく、いろんなものを分別したり市

民と一緒に協力して回収している。

・割り箸のリサイクルは平成 17 年の９月から始め、22 年８月ま

での間にどれぐらい CO2 を削減したかを計算したところ、102t

となった。これは、直系 14cm、高さ８ｍの標準木でおよそ 1,020

本になる。１本の木を２度使っているということで、割り箸リ

サイクルしている。使い捨て社会から持続可能な循環型社会目

指して、私たちはリサイクルの輪を広げている。まんのう町で、

モンスターバッシュの音楽イベントのときには５ヵ所に eco ス

テーションを設けて、２日間で２～３万人の人たちに割り箸だ

けではなく、いろんなものを分別回収を指導した。私たちは、

作る責任、使う責任ということで SDGs の 12 番、それから 15

番の森を守るとか、そして地球温暖化にも間伐をすることに

よって防止の一助になるということで割り箸を回収している。

・香川県・高松市は、2050 年に温暖温室効果ガスの排出量をゼ

ロにすることを目指している。高月先生(ペンネーム：ハイムー

ン )の環境漫画をよく使わせていただいているが、その中の「鈍

感の悲劇」という漫画では、カエルはいきなり熱い所に入れる

とびっくりして逃げるが、徐々に温めるとなかなか気づかない

で熱せられてしまう。それが私たちの今の地球の状況ではない

かと思う。熱くなる前に、私たちがどうしようもなくなるとき

までに、この温暖化を止めなければいけない、私たちができる

ことを実行する。しないといけないという危機感をもって、子

供たちと学んでいる。

◆事例報告３

「容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画 2025

～ 2022 年度実績フォローアップ報告～」

３Ｒ推進団体連絡会幹事長　久保直紀氏

・詳細はお手元の資料に載っているの

で、簡潔にお話させていただく。フォ

ローアップというのは３Ｒの目標に

対する結果で、毎年 11 月前後に前

年度の実績を集計している。2023

年度の実績は今年まとめる予定だ。

今日は 22 年度の実績を説明する。

・当連絡会が自主行動計画を作るに

至ったのは、容器包装リサイクル法

の改正を機会に、５ヵ年計画の自主行動計画を組んで、目標を

決めて取り組み、これが核になっている。それ以外にもさまざ

まな取組をしており、現在は 2025 年を目標にした自主行動計

画 2025 第４次計画に取り組んでいる。本日は 2022 年度の成果

を御報告させていただく。

・まず事業者自ら実践する３Ｒ行動計画では、事業者自ら取り組

むことと、連携をして皆さまと一緒に取り組むことに大きく分

かれている。自主行動計画は、リデュースの推進、リユースの

推進、リサイクルの推進、普及啓発活動の４つの課題に取り組

んでいる。それぞれにいくつかの項目があるが、リユースはき

ちっとリユースして使い回していく仕組みができている。ガラ

スびんをリユースの対象としている。それ以外のところは８団

体それぞれの報告になる。

・リデュースは発生抑制、軽量化の取組で、リデュースの目標は

８素材中５素材が数値目標をクリアしている。またリサイクル

については８素材中４素材が数値目標をクリアした。また、リ

ユースシステムの維持では、ガラスびんがリユースシステムの

維持に向けた取組を続けている。

・リデュースの取組の事例として、容器包装の最適化がある。か

つてリデュースというと軽量化が中心だったが、軽量化だけで

はなくて、容器包装と中身の関係を含めて最適化の取組を推進

している。ガラスびん、PET ボトル、紙製容器包装での自主設

計ガイドラインの策定などに取り組んでいる。プラスチック容

器包装では環境配慮設計指針ガイドラインを作って、これを推
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進している。また容器包装最適化の事例集等々がある。

・私どもプラ推進協で取り組んでいる「プラっとサーチ」は約

1,100 件の事例など、さまざまな取組データを商品や容器包装

ごとに検索できる仕組みを開発して、ホームページで紹介して

いる。これは誰でも見られるが、お菓子とか洗剤とかの具体的

な商品名が出てきて、その実績について紹介している。御関心

があれば御覧いただきたい。

・リデュース全体の目標達成状況だが、ガラスびん、PET ボトル、

スチール缶、アルミ缶の四つについては、１本あるいは１缶当

たりの平均重量の軽量化率が目標で、それぞれの目標に対して

実績数値は目標を達成している。また飲料用紙容器と段ボール

は１平方メートル当たりの平均重量の軽量化率が指標である。

紙製容器包装とプラ容器はリデュース率で、これは範囲が広い

のでなかなか数値の集計が難しいが、紙製容器が目標を達成し

ている。プラ容器はまだ未達成。私どもの取組はまだ途中だが、

それなりの成果になっていると思っている。

・またリユースの取組については、びんリユースシステムを構築

していくために、いろんな関係主体との取組を進めている。1.8L

びんの回収率向上に向けて、関係団体と連携した取組を進めて

いる。日本ガラスびん協会、東京家政大学などと連携をして、

学内 CO2 排出削減を可視化する実証事業を行っている。

・それからリサイクルでは、環境配慮設計の推進、回収ルートへ

の支援など事業者によるリサイクル推進の取組を展開してい

て、二つ事例を紹介する。紙パック、牛乳パックでは回収箱の

設置、アルミ缶は自主回収のための取組の表彰を行っている。

ほかにもいろいろな取組をしている。リサイクル目標は、指標

がリサイクル率と回収率の二つに分かれており、５素材がリサ

イクル率となっている。数値を見ると、健闘している結果が出

ていると思う。回収率については紙の関係は回収率で統一して

いるが、健闘している結果となっている。

・こういう集計は外国ではやっていない。リデュース率、リサイ

クル率を業界できちんと集計しているという事例はなく、ヨー

ロッパが進んでいるとよく言われるが、個人的には日本は頑

張っていると思っている。

・ほかに普及・啓発活動の推進として、容器包装の３Ｒの推進に

向けた普及啓発をさまざまやっている。今日の交流セミナーも

その一環。

・主体間の連携に資するための行動計画では、市民・自治体・国

などと連携をするという取組をしており、情報共有・意見交換

とか、広報・啓発活動、あるいは調査・研究といった事業をし

ている。今日の意見交換会もその一環になる。去年の成果は各

主体との意見交換・交流事業。新型コロナが終わっていろんな

集まりができるようになったこともあって、さまざまな意見交

換を行っている。広報啓発事業では「リサイクルの基本」とい

うパンフレットを改訂し、第３バージョンを作った。

・経年で見た主体間連携のための取組状況では、第１次から第３

次までの５ヵ年と第４次の途中までの約 17 年間の経緯となっ

ていて、しっかりと頑張っているという実感がする。私は外国

より頑張っていると思っているが、そのように御覧いただけれ

ばありがたい。

・2022 ～ 2023 年度の意見交換会の開催状況では、23 年度は、札

幌市、松江市、宇都宮市の３市で開催。24 年度は、高松市を

皮切りにあと２回開催する予定。それから市民リーダー育成プ

ログラムは首都圏中心だが、NPO 法人持続可能な社会をつくる

元気ネットと一緒に市民の育成講座を開催している。もう数年

間取り組んでいて、通算で相当な数の市民を育成している。そ

の講座を終えた方々が自分の住んでいる地域で、市民に向けて

３Ｒのリーダーを育成する事業を行っている。首都圏で大きな

成果を上げていて、本当は関西でもすればいいが、なかなか首

都圏から出られていない。もしこちらの方で御関心があればぜ

ひお声がけいただきたい。また、フォーラムの開催は、毎年１

回その年々の大きな話題を、それぞれの専門家や役所に来てい

ただいて講習会、セミナーを開催している。そのほか、エコプ

ロやさまざまな展示会、環境省が行う全国大会、あるいは全国

都市清掃会議の春秋の総会等々のイベントに出展をしている。

それから先ほどお知らせした情報冊子を作成している。また

ホームページも開設しているので、ぜひ御覧いただきたい。

・この後の第２部で忌憚のない意見交換をしていただきたいの

で、ぜひ展示コーナーのそれぞれの容器の取組状況を見ていた

だいて、意見交換に反映していただきたい。大変雑ぱくだが、

３Ｒ推進団体連絡会の活動報告とさせていただく。

◆意見交換会

◇Ａグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇印は進行役）

　宮本早葵 香川県環境森林部循環型社会推進課主任

　岡田光生 高松市環境局ゼロカーボンシティ推進課 課長補

佐

　長澤克彦 綾川町住民生活課副主幹

　朽網道徳 環境省容器包装・プラスチック資源循環室 室長

補佐

　小川奈奈 中国四国地方環境事務所四国事務所資源循環課主

査

　勝浦敬子 NPO グリーンコンシューマー高松代表

　上原千鶴 お片付けの学び場代表

　岡野知道 ライオン株式会社執行役員

　土岐善彦 シーピー化成株式会社 CSR 推進課マネージャー

〇端山　亮 段ボールリサイクル協議会 理事・事務局長

　稲林芳人 アルミ缶リサイクル協会専務理事

　野中秀広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会専務

理事

　平　久 (公財)廃棄物・３Ｒ研究財団（３Ｒ・資源循環

推進フォーラム事務局）

＜分別について＞

【市民】

・少し前は PET ボトルがごみだったので、それを分けないといけ

ないということを知らない家庭が多い。基本的にごみを捨てる

のは面倒くさいと思っている家庭が多く、子供は分別を知って

いても家庭では家の方針に従う。だから学習の場ではできるが、

家庭に帰ると家庭のルールに従う。

・SDGs が注目されているが、自分ごととして捉えていない人が多

い。啓発活動をしているが、１軒１軒回って、汚れたプラスチッ

ク容器は洗っているかどうかをチェックすることもない。分別
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基準は全国的に統一するような流れがないと進まないと思う。

・分別ができていない人をどうするかを考えると、プラスチック

は汚れたものもきれいなものも一緒に回収するように簡単にす

ればよい。

・PET ボトルとびんと缶を一緒に回収するのは良くないと思って

いる。最近もテレビで見たが、分別しなくてそのまま回収した

ときに、PET ボトル中にびんが入ったりして資源としての利用

価値がなくなってしまっていた。これはどうにかできないのか

と思う。確かにコストがかかり、分別するには袋がたくさん要

るが、別々に回収して欲しい。ぜひ予算を確保して市民に役に

立つ仕組みを作るべき。

・おもちゃなどにはボタン電池などが入っている。そういうこと

を皆さん分かってないし、なかなか取れないのが問題。

【行政】

・リサイクルに繋げるために、PET ボトルだとラベルとキャップ

を外すとか、飲み残しは捨ててゆすぐとか、食品トレーなんか

での汚れているものは水で洗って出すとかしなければならな

い。実際、私も環境行政に来るまで分からなかったが、リサイ

クル工場や中間処理工場ではちょっと汚れがあると燃やされる

方に行ってしまう。このことがダイレクトにリサイクルに関

わってくることを職務経験で今回知ることができたので、改め

て家庭での一手間をお願いしたい。

・昔はごみとして捨てた時代がある。その価値観が変わっていな

い方がたくさんいるとごみの分別が徹底されない。逆に小さい

子たちは分別を覚えると、そうするものと思ってできるように

なる。やはり一度捨てることを覚えてしまうと、資源と考える

ことが難しいのかと思う。ごみは資源というように切り替える

ことが大事。

・同じ地域の中ででも、ごみステーションに持って行く人はその

自治体の分別に合わせているが、一方、有価でごみ処理をして

いるところはごちゃ混ぜで回収されるので、どうしても違って

くる。だから、そこで育つ子供たちの感覚も変わる。さらに、こ

れがまた県をまたいでいくと、処理方法がまた違ってくるので、

そこら辺でどうしても認識のずれが出る。今後、資源を有効活

用するに、それは小さな差ではあるが影響してくる気がする。

・事業者は日々テクノロジーの開発をしているが、できるだけシ

ンプルに使えるようにしてほしい。ものを売っている立場で言

うと、企業としては儲けを出さなければいけないので、それを

しながらテクノロジーを展開していくのは大変かと思うが、テ

クノロジーはできるだけシンプルに分けられるようにして欲し

い。一方で自治体によって分け方がまるっきり違うので、日本

全体で統一された分け方があると、子供たちも分かりやすいし

親としても分かりやすい。

・ボタン電池など危険物が間違って入ってしまうことがないよう

に、できるだけ分かりやすい表示、注意書きをお願いしたい。

・この前もリチウムイオン電池で火事が起きたが、どうしても取

り出せないものが入っていると消費者も捨て方が分からない。

製造事業者はリチウム電池などを取り出しやすくする仕組み作

りが大事。そこは今、環境省と経済産業省で調整を行っている

ので、少しずつ状況が変わってくると思う。そこに価値が見出

されると、回収業者も出てくると思う。

【事業者】

・実際の社会状況を考えると、これからますます高齢化が進み、

分けたくても分けられない状況になる。ステーションまで持っ

ていくのが大変だとか、分ければ分けるほど集まる量も少なく

なる。収集によりコストがかかる。それを社会でまとめて捨て

られるようにテクノロジーで解決するのか、ないしはメーカー

側が商品を同じようにしてお客さんの回収拠点を確保するの

か、どっちの方向に努力するのかが課題。

・食品容器も PET 以外は駄目、パウチはポリエチレン以外を駄目

とすれば、洗うか洗わないかの作業を除けば、２種類に分けら

れる。もう一つは社会側が頑張って一括回収で自動ソーティン

グができるようなテクノロジーの進化を期待する。もう一つあ

るとすれば生活者の皆さんの努力に期待して、みんなで一生懸

命分別する。これからの日本にはどれがよいか。

・今はリサイクルに目が向きかけているので、システムを変える

チャンス。以前は廃棄物を減らそうとか、サーマルリカバリー

など熱回収も合理的にしようという時代だったので、いろんな

ものが混ざって存在したと思う。今回、全部ごみを資源に変え

ることが統一規格になれば数年がかりで揃う可能性もある。

・千葉市に住んでいるが、千葉市の仕組みで焼却ごみは結構高い

有料袋でしか回収してくれない。ほかの資源ごみは分けて出し

ておけばただで持って行ってくれる。自治体の回収にかかる費

用を誰が負担するかというところで、自治体とか国の予算付け

だけではなくて、生活者側も高いものを少しでも減らして分け

て出そうという背中を押すやり方はありだと思う。

・各世代は習ったルールはきちんと守っている。それが古くなっ

た時にアップデートがうまくいかないから、大人たちが今の時

代の分け方についていけない。子供たちがきちんとそれをやっ

ていく。20 年経つと今度は子供たちの分が古くなりさらに新

しいルールになっているかもしれない。これは時間がかかるが、

初等教育でしっかりと学んでいただくのが正しい。足並みを揃

えるのは、多少お金とかインセンティブで背中を押すしかない。

あとはタイミングを逃さないことで、次の投資を焼却炉にしな

いで選別マシンにするとか、そこを間違わないことだと思う。

・メーカーの立場からすると、拡大生産者責任を分かりやすくし

なければいけないと思う。生活者にとってはどこのメーカーか

が分からない製品がたくさんあるので、生産者責任だけを求め

ると、回収は絶対にうまくいかない。どこで買ったかという販

売者側の責任も求めてほしい。そうすれば、アマゾンで買おう

が、店舗で買おうが、買ったところが引き取る方が絶対安全。

生産者責任プラス販売者責任について、ぜひ国で整理をしてほ

しい。

・リチウム電池では、中国製などはコントロールできない。日本

メーカーが中国で作っている電池は安全検査をしているが、そ

うでないものがいっぱいある。例えば、電動歯ブラシはリチウ

ムイオン電池が使われているが、自主回収せざるを得ないよう

になると、中国メーカーのものが結構入っている。それらは怖

くて集められない。

＜分別の啓発について＞

【市民】

・分別の仕方を細かく知らなくてもリサイクルした先が何になる

かを、ぜひ自治体の方は市民に教えられる窓口をつくってほし

い。何か動画でもいいが、例えば、うちで集めた紙はどこの施

設でこうなっている、プラスチックは容器包装リサイクル協会

でこうなっているというような、入口で分かるものがあれば、

調べたときに何に変わるかが分かるので結果が変わる。

・商品についているマークはいろいろある。例えばプラスチック

のマークや容器包装のマークは分かりやすい。ほかにいろんな

マークがある。バイオプラマークとか環境配慮のマークもある。

いろんなマークがあるので、買うときにどれを見たらいいのか。

【行政】

・分別のところで一つ皆さんにも知恵を借りたいのだが、高松市
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では分別ガイドブックを作っている。私は２年前に現在の部署

に来るまでは、この内容もほとんど把握していなくて、実際仕

事をし始めて分かったが、すごく奥深いというか複雑。一応、

担当者としてホームページだとか広報誌など、いろんな機会を

得て説明しているが、おそらく全市民に伝わってない。私自身

がそうだったので、どんな周知の仕方をすれば効果的に広まる

か、何かいいアイディアがあったらぜひ教えていただきたい。

・アクセスの仕方でやりやすさの事例だが、まず動画を作ってい

る自治体が今多い。選別の仕方についてビジュアルで見るので

分かりやすい。ささっと洗うと言っても、文字では洗う程度が

分からないが、動画ならすぐ分かる。また、LINE とかで AI を

使って、例えば捨てたいごみを言えば、AI が破砕ごみとか燃

えるごみとか教えてくれるが、これも結構役に立つ。いちいち

電話しなくても手軽に分かる。

・将来どういう方向にいくかは今考えているところ。５月に再資

源化事業等高度化法が公布され、今後施行されるが、今どっち

の方向に進んでいくかで市民も混乱している。

【事業者】

・主体性という言葉がすごく大事。市民はネットにアクセスして

調べるようなモチベーションが湧かないと思う。それをインセ

ンティブで引っ張るか、逆インセンティブで押し込むか、何か

そこに仕組みが必要。ごみ袋を有料にするとか、このようなこ

とをしたらポイントが貯まるというインセンティブなどが主体

性を生むと思う。循環においては生活者が第１のプレーヤーな

ので、メーカーはそれが回りやすくなる工夫を考える必要があ

る。今までは消費者が使うところまでしか考えていなかったの

で、そこに向けて細分化が進んでいるが、今度は再利用すると

ころまで考えれば、材質も揃っていく方向にどんどん変わると

思う。

・資源は薄まっているものの方が高く、集まっているものの方が

安い。今プラスチックを見ても、チリヂリバラバラになってい

るものをもう１回集めるという作業にコストがかかっている。

これを誰かが負担しない限り駄目。開き直って本当に支援して、

今までのごみ・廃棄物行政をやめて広域行政で考えようという

のであれば、その方向を出してくれないと動けない。

・生活者の皆さんにリサイクル費用を払わせるのは反対。そんな

負担をかけてまでリサイクルするのは本末転倒。水も洗剤も使

うのは無駄でしかない。だったら洗わずに集めて、選別工程で

きちんと分けるか、あるいはメーカーが洗わなくてもいいよう

な容器にするか、どちらかにすべき。

・紙製容器包装の識別マークは紙と書いてあるが、リサイクルに

は関係ない。リサイクルできない紙製容器にもそのマークがつ

いている。紙は段ボール、新聞、雑紙に分けられ、この３つで

国際的に管理されている。

＜プラスチックのリサイクルについて＞

【市民】

・マヨネ－ズの容器はどうしているかとよく聞かれる。みんな

困っている。

・バイオプラスチックは再資源化できるか。

【行政】

・石油由来のプラスチックを単純に焼却すると CO2 がたくさんが

出るので、地球温暖化の観点からできるだけ避けたい。マテリ

アルリサイクルして再生品を使うのが、温暖化や生物多様性に

とって一番良い方法だが、コストの問題とか施設改良の問題が

あってなかなかできない。

・国としてプラスチック資源循環戦略を進めていて、その配下

に法律ができているという流れだが、マイルストーンとして

2030 年にバイオプラスチックは何万トンという数字を出して

いた。それは国全体としての目標で、できれば各地域とか都道

府県レベルで、目標を設定していただけるとブレークダウンが

分かりやすいと思う。６つのマイルストーンは、優しく子供た

ちに教えることもできるし、あるいは大人たちが定量的に課題

を解決できるという意識にもつながる気がする。ぜひプラス

チック戦略を見ていただきたい。

・プラスチックは汚れたものとそうでないものが混在してしまう

可能性がある。できれば洗えるものは簡単に洗っていただいて、

きれいなプラスチックと洗ってもきれいにならない汚れたプラ

スチックの二つに分けるのが一番いいと思う。きれいなものだ

けをリサイクルへ回し、汚れたものは適正な処理をする。プラ

の一括回収は、おもちゃみたいな製品プラスチックと容器包装

のプラスチックを一緒に出してよいという新しいルールで、プ

ラスチックは資源という考え方。

・バイオプラスチックはものによるが、再資源化はできる。ケミ

カルリサイクルにしてまた元に戻すことができる。

・リサイクルの技術革新が起こると、プラ容器を洗わず出すとか

ミックスプラスチックをそのままリサイクルできるようにな

り、今やっている作業が全部活きてくる。今の技術を維持継続

しながら、そういう技術の確立ができればと思う。

【事業者】

・生分解性プラスチックとバイオプラスチックは違っていて、生

分解性は放置しておくとバクテリアが勝手に分解してくれる

が、リサイクルには全く向かない。バイオプラスチックは一般

的には植物から得るエタノールを使ってプラスチックにしたも

のなので、CO2 の排出はチャラ。だけどプラスチックとしては

バージンなのでどんどん増えていく。これはリサイクルできる。

・バイオプラスチックの定義があるが、その中に生分解性のプラ

スチックとバイオマスプラスチックがある。バイオマスプラス

チックは、木とかトウモロコシから作る。生分解性は土にかえ

るので、農業用フィルムなんかはそっちが向いている。

＜資源循環の課題について＞

【市民】

・環境に関心があり、生活の中でごみの分別をきちんとするとか、

例えばコンビニに行ってもラベルがない PET ボトルを選ぶなど

している。自分自身も活動の中で不要なものや問題ないものを

交換する「もったいないもの交換会」を月１回開いたり、でき

るだけ今あるものは長く使うという活動をしたりしている。

・回収して集めるのは、エネルギーとか人件費、またケミカルリ

サイクルにかかるエネルギーなどをトータルで考えると、どう

するのが本当にいいのかが分からない。県も国も CO2 削減の部

署があって削減を強調するが、どの行動が一番未来にとってい

いのかを誰も説明していない気がする。

・今仕事でリサイクル推進をしているが、わざわざ洗って回収し

て、またそこにエネルギーをかけて、元に戻すのが、将来どん

な効果があるのかが分からない。2100 年にはもう日本の人口

は 5,000 万人ぐらいに減るという試算もあり、これから外国人

もどんどん入ってくる中で、分別とかを細かくしてもどこかで

破綻するという気もする。自治体の人口も減ってきているのだ

から、それこそ広域化に舵を切って、2100 年を見据えた計画

を立てないとやっていけないのではないか。

・容器はいろいろあるが、このような活動をしていると容器を捨

てにくい。だから、洗剤のボトルなども PET ボトルと同じよう

に、企業は同じ容器にしてほしい。鹿児島では焼酎は同じ容器
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にしている。

【行政】

・持っているインフラとか設備の問題で、リサイクル量を上げら

れないとか、マテリアルリサイクルに持って行きたいがなかな

かできないといったことがある。これを解決してさらにアップ

サイクルとかリサイクル率を上げようとした場合、一番ボトル

ネックになる課題は設備やお金の問題なのか。

・高松市の場合、製品プラスチック含めてプラスチックの一括回

収のことを考えているが、リサイクル業者の力量によって出し

方が違う。ある業者はあまり洗わなくてもうちできれいに洗浄

できるので大丈夫と言ってくれて、そういう高い基準の業者ば

かりなら、われわれもこれはもう洗わなくても大丈夫という表

示に変えられる。ただ、そういう技術を持った業者ばかりでは

ないので、競争の原理からどこの業者が取るかまだ分からない

中で、今は洗って出すしかない。技術革新が進めばそこを大き

く解決ができるかもしれない。

・ソーティングセンターとか高度な技術が増えれば、今の分別か

らこぼれてしまうもの、分別できないものが少なくなる。自治

体の１次選別などでは、プラスチックごみとして集められたも

の中に、インスリンを打つときの注射針などがよく混入してい

る。そういうものも処理の高度化が進むと、さらに選別できる

ようになる。

・徳島県の勝浦町ではものすごい分別をしているが、分ければ分

けるほどリサイクル率が上がる。高松市は３種混合をしている

が、リサイクル率だけを考えれば混合しない回収がいい。ただ、

予算的なコストとか、車がたくさん走るので、ゼロカーボン推

進からしたら排気ガスの問題なども気になるので、何とか各プ

レーヤーでやっていただきながら、技術的なシステム的なとこ

ろでの解決も必要と思っている。高齢者のごみ出し支援も行政

が取り組んでいるが、そういったことを考えても技術的、シス

テム的な解決が必要。

・高度経済成長期は日本人には目標があった。あの国を目指そう

みたいな何かイメージがあって、みんながそこに向かっていた。

環境に関しても何か目標があって、循環戦略もあるが、そこに

向かっていければ、何か幸せが待っているということがあれば

変わってくる。そこがまだつながってないのが一つの課題。環

境に配慮するものを買うと日本経済が活性化するとか、そうい

う目に見える形があると変わってくると思う。

【事業者】

・厳密に言うと、マヨネーズの容器は単層ではなくて３～４層に

なっているので、マテリアルとして 100％リサイクルできない。

一括回収するのなら、材質を統一すればいい。洗剤のスパウト

も中を洗うのが面倒くさい。だったら、切って中の汚れた内装

部分を捨て、外装だけ回収するとかすればいい。２割は回収で

きないが、８割を回収しようという発想に変えればできること

はある。

・リサイクルのコストについては社会で応分の負担を考えるべ

き。環境配慮した再生プラスチックを使ったボトルは 250 ～

300 円になる。これをお客さんに負担を求めるのか、メーカー

が負担するのか、それとも何か税制優遇でも考えるのか、何か

負担の方法を考えないと広がらない。これまで企業努力で随分

やっているが、ここから先、社会全体がそうならなければいけ

ないということなら、何か加速装置をみんなで分担することが

必要。

・AI で対応できる時代が来ると思うが、世の中は一つの視点で

は決められない。炭酸ガス問題も誰も正直分からなくて、機器

の検証をしているだけ。もっと足元では電気が足りなくなり、

生成 AI の普及で関東では 26 ～ 27 年に計画停電を東電が考え

ている。だから、若い人たちは直面している問題についてディ

スカッションをするのもいいし、ポジティブにこんな未来に

なったらいいというのをどんどん話していくことが大事。それ

に応える方法を私たちも努力するし、意見交換をすべき。

・CO2 の削減については、材料も含めて、消費者が最後に廃棄し

て終わるまで、カーボンフットプリントをライフサイクルアセ

スメントで算出して、それをどう削減するかを企業は知ってい

る。これは一定の物差しとしては重要だが、それを過信しない

方がいいと思う。唯一考えておかなければいけないのは資源の

ことで、日本の人口が 5,000 万人になり、ある時原油が入らな

い、食料が入らないというようにシャットダウンされたら、日

本に何が残るか。今あるものでどこまで生活できるかというこ

とから、都市鉱山的なものとか、資源循環を進め、プラスして

環境に負荷が少なくて産業革命以降の CO2 が減る方法を考えな

ければならない。企業側の努力として緑を増やし、煙突の先に

は回収装置を作ることをまず考えている。

・洗剤などのパウチは今市場の８割を占めて、ボトル to ボトル

が大幅に減っている。パウチは可燃ごみになるが、パウチを集

めてリサイクルをする企画もやっている。ライオンと花王は一

緒にリサイクリエーションをしている。パウチの回収とかをし

ているが、まだ啓蒙が足りない。リサイクルは時間がかかるの

で一気にはいかないと思うが、少しずつその方向でいくと思う。

＜海ごみ回収について＞

【市民】

・海ごみ回収を定期的に行っているが、重なって埋まっているも

のも掘り起こしてくる。PET ボトルとか弁当のトレーとか、多

いのが昔の洗剤容器などの漂着で、それを分けているが、これ

は何ごみに入れるべきかと迷うことも多い。

【行政】

・直接回収に当たったことがないが、海ごみは燃やせるごみか破

砕ごみかで結局どっちに行ったとしても、その中で金属なんか

を除いて燃やせるものは燃やして埋め立てる。海ごみになって

いる以上相当汚れているとか痛みがあるので、資源ごみになる

かどうかを考えると、恐らくそういう処分をしている。

・川ごみの場合、わざわざそれを集めるだけでも結構労力が要る

が、それを洗ってまで分別して出そうという気力は多分誰もな

いと思う。それを仮に分別したとしても、例えば缶の中に何が

入っているか分からない。それをリサイクルするときに溶けてし

まうとリサイクルできない。最終的には焼却か埋立てしかない。

【事業者】

・海上の漂着ごみは増やさないことで、時間がかかるが、まずプ

ラスチック量を減らすとか捨てない文化を作っていくことが大

事。数年前の常識はそのときは全然間違ってないと思うが、今

の時代に合わせるアップデートをどうしていくか、捨てない方

向にどうしていくかを考える必要がある。

・海洋ごみを集めて家の周りを飾り付けるとか有用物を作る人な

どが増えているらしい。東京オリンピックの表彰台も海洋プラ

スチックでつくった。持続性はないが、そこに注目を集めるや

り方は上手だと思う。そういうことがあると、何か使い道があ

ると思ってくれる人が集めたりする。淡路島で NPO の若い子た

ちと話したことあるが前向き。量はどうしてもさばけないので、

そこは減らしながら、少しでも再利用する工夫をしたいと言っ

ていた。
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◇Ｂグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇印は進行役）

　長尾勇輝 香川県環境森林部循環型社会推進課主任主事

　森近康秀 丸亀市産業生活部クリーン課副課長

　橋本大輔 土庄町住民環境課副主幹

　井上雄佑 環境省環境再生・資源循環局総務課容器包装・プ

ラスチック資源循環室室長

　今村潤哉 コープかがわ つながりつくり部チーフ

　井上博夫 コスモ設計室 /コスモ環境教育ラボ代表

　生嶋　暹 香川県地球温暖化防止活動推進員

　今井麻美 株式会社富山環境整備イノベーション推進室室長

　前川恵司 日本容器包装リサイクル協会プラ容器事業部長

　近藤美穂 大倉工業株式会社執行役員サスティナビリティ推

進部長

　大野敏彦 PS ジャパン株式会社サスティナビリティ推進部

課長

　藤井　崇 TOPPAN 株式会社サーキュラー推進部長

〇久保直紀 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会理事 

会長補佐

　栁澤高志 (公財)廃棄物・３Ｒ研究財団（３Ｒ・資源循環

推進フォーラム事務局）

＜環境配慮製品について＞

【事業者】

・プラスチックフィルムを製品にして販売しているが、大手の客

にはリサイクル率何％なら買うという環境価値を考えて買って

くれる客もいるが、リサイクル率が良くても高ければ買わない、

同じ値段なら買うという客が多い。

・日本人は節約志向が染み付いているから、値段が少しでも安い

ものを買う。環境配慮が必要なことは分かっているが、実際買

うとなると、値段の安い方を買う。例えば、香川県で作られた

ものは、香川県の人に買ってもらうようにすれば受け入れられ

やすいのでは。

・再生材を使う場合、事前の処理が必要になるので一手間かかり、

ランニングコストが上がる。

・リサイクル製品で売れているのは、自治体向けのごみ袋など。

販売しやすい製品としては農業用フィルムがある。

・フィルムでも食品と接触する用途に使う場合は要求レベルが高

い。それをリサイクル材で作ろうと思うと、何回も洗うとか、

人体への影響のテストをしなければならないなどでコストがか

かる。しかし、最近は環境が一つのアピールポイントにはなる

ので、昔よりは受け入れやすくなっているのと、石油価格が上

がっていていろんなものが値上げされているので、今は割と受

け入れやすいと思う。

＜レジ袋について＞

【行政】

・レジ袋は１人年間 300 枚という都市伝説的な話もあるが、今買

い物の際に７～８割の人がレジ袋を断っているので、その 300

枚から７～８割減になると思う。スーパーでもコンビニでも、

紙製も含めてかなり有料化されていて、お金を払っても袋をも

らおうという人は少ない。

【事業者】

・レジ袋はトン数では半分ぐらいに減っている。20 万トンあっ

たのが８万トンという感じ。枚数では半分まではいかないかも

しれないが、相当減っている。

・プラスチックの袋が紙袋に代わっているところもあるが、最近、

紙袋も無償から有料になっている。

＜ PET ボトルのふたについて＞

【行政】

・結局 PET ボトルのふたをワクチンに変えられているので、町と

しても今年から小中学生に集めてもらうことを考えているが、

効果があるのかどうか。

【事業者】

・PET ボトルのふたは、相当リサイクルされている。とてもいい

材料だと評価する人が多い。自動車部材などにも使われている。

ふたはポリエチレンとポリプロピレンの二つ材質がある。この

二つと、白とそのほかの色の４種類に分けて、再生材を作って

ビジネスにしている人もいる。注目している人は結構いる。

・私が知っている市町村は、ワクチンを海外に支援するため、

キャップを小学校で集めていたが、業者がやらなくなった。そ

れで、弊社が加工してペレットにしてごみ袋を作って小学校に

配るっていう取組をしている。ワクチンの取組はまだ行われて

いるのだろうか。

・ワクチンは継続できればいいが、多分、諸般の事情でなかなか

続かないのだと思う。

＜プラスチックの一括回収について＞

【行政】

・県内では、容器包装リサイクルでプラスチック回収していると

ころが８割余りある。ただ、丸亀市に隣接して焼却処理場が同

じところが、サーマルリサイクルとの兼ね合いもあり、プラは

可燃ごみとして回収している。容器包装は一部やっているが、

完全な分別はできていない。高松市は製品プラのテスト回収を

昨年行っている。回収後の選別についても今、南部クリーンセ

ンターと民間事業者で試行的にやってもらっている。

・一括回収は容器包装と製品を一緒に集めるが、製品の分別基準

は市町村で決める。今年はかなり増えて、32 条スキームが 87

市町村、33 条が 14 市町村で、合わせて 100 市町村を超えた。

去年が 38 市町村だから、３倍になった。

・今後、容器包装もそれ以外の製品も、分別回収を実施する自治

体がどんどん増えてくる。その背景は、自治体のごみ処理施設

の整備に国から補助金が出ているが、今後その交付金は分別を

しないと出なくなるので、自治体にとっては死活問題となり、

遅かれ早かれ分別をしなければいけない。回収量はどんどん増

えるので、市民に分かりやすい形で分別をしていかないと訳が

分からなくなる。

・企業は今後、脱炭素・カーボンニュートラルをやらないとみん

な尻に火がついてくる。プラスチックを燃やすとCO2 が出るが、

企業が作っているプラスチック製品は、廃棄されたときも含め

て、2050 年までに CO2 をゼロにするようにリサイクルしなけれ

高
松
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ばいけない。それが大きなトレンドになる。リサイクルによっ

て値段が上がるかもしれないが、これはビジネスチャンスにも

なる。地域の中でリサイクルの新しいビジネスの担い手がいな

いと、多分回っていかない。プラスチックは軽くてほとんど空

気を運ぶようなものなので、長い距離を運ぶのは合理的ではな

く、香川県内でリサイクルの担い手を作る必要がある。

【事業者】

・一括回収が一気に進むのではないかと、戦々恐々としている。

なぜかというと、集めた分だけ事業者はお金を払わなければい

けない。ちなみに、今年は 500 億円で、79,000 社が払ってい

る。一番払っているのはセブンイレブン。どんどん集めたいの

だが、そこを考えると一呼吸置いてしまう。数年前の環境省の

推測によると、現在プラスチック容器包装の収集量が約 71 万

トンで、2030 年には製品プラと容リプラを合計するとあと 100

万トン増える。増えるとお金もたくさん払わなければいけない

が、受け皿が必要になるので再生処理能力を増やさなければい

けない。ただし、製品プラの費用は自治体負担になる。

・容リプラと製品プラを一緒に集めるとリサイクル率が低くなる

可能性がある。

・全国 1,700 市町村のうち、容器包装だけを分別回収している

のは 1,100 市町村ぐらいで約 65％。残りの 600 市町村、30％

ぐらいの市町村が申し込んでいない。人口比率にすると 25％。

どうすれば申し込んでもらえるか。業界としては、申し込まれ

たらそれを確実に処理できる能力の確保が必要になるので、そ

れを見据えて準備はしている。

・一括回収は一緒に回収とは書いていない。一括回収というの

は、うちの町はそれを集めて対処するということだから、容リ

は 32 条スキームで容リ協会へ行き、製品プラは 33 条で市町村

が独自に回収し、費用は自治体が負担する。

＜ガラスびんの回収について＞

【行政】

・丸亀市では、リターナルびんと、ワンウェイびんは３種に色分

けして、容リ協ルートで一部出している。ただ PET ボトルに比

べて、価格的には厳しい。高松市は３種混合収集なので、民間

事業者に持ち込んでいるところを見学したが、結構選別が大変

になるので、今の収集を続けたい。昔はびんだけを集めるカレッ

トパッカー車があったが、作られなくなった。ダンプ式だとび

んが割れて飛散する。今後、びんは減っていくと思う。

【事業者】

・ガラスびんの回収ルートが少ない。月２回の市回収のみ。市の

回収以外は知らない。

・ガラスびんの回収では、ビールびんとか一升びんぐらいしかな

い。ほとんどはワンウェイびん。

・ガラスびんの量は減っていて、回収するときに缶、PET ボトル

と一緒に集めるケースが多い。そうすると、ガラスびんが割れ

て PET ボトルが傷つき、よくクレームがある。別々に集めるの

がいいが、手間とコストがかかる。

＜分別について＞

【市民】

・分別する立場からすれば、リサイクルマークとかが付いていれ

ば分かりやすいが、すごく種類が多く、どのように分別したら

いいのか。次に何かに使えるような形で分別しないと分別に意

味がなくなるから、一般の市民が分別しやすいような指標が必

要になると思う。

【行政】

・分別収集してリサイクルに繋げるために今容リ協ルートで回収

しているが、必要になる中間処理施設はスケールメリットがな

いとなかなか作れない。県内では幾つかはあるが、軽くて空気

を運んでいるのと同じだから、運送距離にかかる CO2 を考える

となるべく近くに欲しい。ストックヤードで自前の中間処理が

できればベストだが、スペースや機械的なコストなどを天秤に

かけると、民間事業者に任せるのがいいと考えている。しかし、

パッカー車で１車数百キロしか載らない状態で、長距離は難し

いというのが懸念材料の一つ。近くに民間のリサイクル・中間

処理業者がいるといい。

・分別を徹底すると、分類が増えて市民の負担が増える。そうな

ると、分別が難しくなって高齢者がプラスチックの回収が分か

らないなどで、混載が増えるのが懸念される。また、分別をあ

る程度細かくすると、大きく体制が変わったときに、分別を見

直す必要があり、これまで何度も経験してきた。容リプラのリ

サイクルもそうだが、やっていたことを変えなければならない

時期が必ず来るので、どうするのかと不安になる。

【事業者】

・量を集めたいなら、分別を細かくせずに、プラスチックだけ集

めればいい。ただ、選別施設の都合があるので、50 センチ角

以内にするとか、１メートル角は燃えるごみとか、できるだけ

努力して集めるようにすべきだ。今は 50 センチ以下が容リプ

ラスチック、50 センチ以上が燃えないごみや燃えるごみとい

う分け方にしている自治体が結構ある。その点を自治体が努力

をして、国も支援をする必要がある。

・プラスチックの分別では、店舗に回収の容器を置いていて、一

定数の人はきちんと分けるが、分別できない人もいる。自動

販売機による PET ボトルの回収では下から入れるようにして、

コーヒーカップなどを入れないような工夫がされている。分か

りやすくするだけでは限界が来ていて、強制的に分ける仕組み

などが必要。

・分別のためには、製品の段階から分別しやすい製品設計にする

ことが必要。ラミネートフィルムをやめるとか、印刷は極力減

らすことということからスタートできると思う。

・分別自体が目的になっている。分別は過程の一つだからプロセ

スの一端であって、最終着地をどこにするかということと、廃

棄物処理は労働集約型なのでもっと機械化して効率化する必要

がある。そういう点はヨーロッパと大きく違う。100 歳になっ

て分別できる人はどれだけいるかを考えると、市町村ごとに分

別の仕方が違うのは、あまりうまくないという気がしている。

分別した後に次は何するか考えて、次に繋ぐような仕組みを考

えた方がいいのではないか。実は私どもでは今ヨーロッパで行

われているソーティングセンターというのに取り組んでいる。

機械で大量の製品も容器もかなり高精度に分けられる技術だ

が、機械で分けるのは費用がかかるので量がないと経済的でな

い。四国１ヵ所程度作るぐらいの規模であれば、ガラッとごみ

収集体制が変わり、もっと効率が良くなる。

＜リサイクルについて＞

【事業者】

・食品などで使えるプラリサイクルは PET ボトルから作ったもの

しかないと思っているが、世界的には義務化しようという話が

あって、もしかしたら日本もそうなるかもしれない。特に EU

では食品容器のリサイクルはまだ 30％だが、すでに 10％とい

う基準ができつつある。PET フィルム以外で 30％は今のところ

できないが、義務化されたらどうしようと思っている。
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・新しい制度見直しの話が進んでいる中で、プラスチックの再生

材の使用を事業者に義務化するという議論がある。決まったわ

けではないが、自動車、家電と容器包装を一緒くたにするのか

とかいろんな議論がある。

・容リ協のホームページでは、あなたの町のリサイクルというこ

とで、どこの市町村の使用済みのプラスチックは何に生まれ変

わっているということが分かるようになっているが、認知度が

低い。例えば、ある市町村の材料をリサイクル事業者が落札し

た場合、事業者が何を作っているかを検索すれば出てくる。し

かし、再生品がパレットとか雨水貯留槽などの場合、身近なも

のではないので分かりにくいという声はよく聞く。

・全く同じものに戻すということが今できているのは、プラス

チックでは PET ボトルだけ。PET ボトル以外のプラスチックは

同じものに戻すのは極めて難しい。

・ごみ袋を回収して、もう一度ごみ袋に戻しているところがあり、

それは分かりやすい。そういう活動はいいと思っている。それ

以外のものは難しい。

＜ケミカルリサイクルについて＞

【事業者】

・食品トレーやカップ麺の容器、透明の弁当のふたなどはポリス

チレン。そういうものを集めて、うちではケミカルリサイクル

をして、原料に戻していて、その原料からはきれいな製品がで

きる。真っ黒なポリスチレンの塊でも全部できる。今スーパー

の店頭でトレーとか集めているが、トレー to トレーをしてい

るところもあるが、色柄のものは入れていない。しかし、当社

では液体のモノマーに戻すので、色柄も関係なく、石油から作っ

たものと見分けがつかない。

・今の分別技術でも一緒に集めてきて、ある種の方向に国産の技

術でも取り出したい分だけ取り出せる方法があるが、企業化さ

れていない。自治体と組んで取り組む必要はあるが技術が大き

く変わる要素が出てきている。それが循環型ケミカルリサイク

ルで、人手で分別すると手間がかかってうまくいかないが、機

械を導入することによって変えられる。その機械技術も進んで

いて、2030 年ぐらいには、状況が大きく変わることも十分考

えられる。

＜サーマルリカバリーについて＞

【事業者】

・リサイクルには、材料リサイクル、ケミカルリサイクルがある

が、サーマルリカバリーも処理施設からすると必要なカロリー

が要るので、そことの兼ね合いが変わる時期が来るのではない

か。製品プラが分別されてリサイクルに流れたことで、現在焼

却に必要なカロリーが足らなくなっている。サーマルリカバ

リーとのバランスをとっていく必要が出てくると思う。

・富山市で実施しているのが材料リサイクル。弊社に入ってくる

プラスチックのうち材料リサイクルに向かないものを、富山市

の下水道汚泥と混ぜてカロリーを調整してクリーンセンターに

販売している。固めない RDF みたいな感じで、近場なので固め

るとか輸送効率を考えなくてよい。材料リサイクルを優先して、

それに向かないような材料を助燃材として活用する一つ事例。

・サーマルリカバリーは、循環しないで行ったきりだからリサイ

クルではない。リサイクルは回って元に戻ってくるのをリサイ

クルと呼んでいる。エネルギー利用だから一段低いカスケード

に入っている。ただし、処理という意味では有効な方法だから

脱炭素、カーボンニュートラルにつながるように考えなければ

いけない。

・プラスチックのある部分は燃やさざるを得ない。例えば医療用

だとか、国際線の飛行機の中で使われたにプラスチックの使い

捨て容器のふたは、検疫に引っかかるので燃やさざるを得ない。

また、どこかの研究所で使ったシャーレはカビが生えたりする

ので、次に触る人の健康被害を考えると燃やさざるを得ない。

そういうものは焼却するしかない。

・処理施設ができた時期とか時代背景はあると思うが、30 年近

く前にダイオキシン対応で温度を上げて一気に燃やすとか燃焼

効率を上げることに特化した施設があった。今作られている施

設はそういうことが完全に加味されていると思うが、使用して

いる施設を移し替えるのはなかなか難しい。

・生ごみを乾燥してから焼却している市町村も出てきている。乾

燥することで焼却に回したときのエネルギー使用量がだいぶ減

る。そういうトータルの仕組み作りをしていかなければならない。

＜識別マークについて＞

【市民】

・マークをもっと大きくて高齢者にも見やすくして、さらに素材

名などを書くことはできないか。

【事業者】

・プラの三角や四角のマークはリサイクルマークではなくて識別

マーク。三角マークは PET ボトルだけ。四角マークはそのほか

のプラスチック。これは分別する場合の目安のマーク。

・PET ボトルは、清涼飲料などの入ったものとしょうゆやアル

コール発酵調味料など特定調味料の入ったものを指定 PET ボト

ルに分けることになっていて、三角マークに１が入っている。

それ以外の食用油や洗剤などのボトルは四角マークのそのほか

プラスチック製容器包装に分類されるので、一緒に集められな

い。目的は市民の分別を分かりやすくするため。

・ごみ袋はプラスチック容器包装だが、中身はごみなので販売し

ないためマークはつけないし、容器包装にはならないが、製品

プラになる。

・ラベルを大きく印刷するにはスペースが多く必要。ただ、それ

は省資源ということと両立できない。ラベルのマークを大きく

するのは総論賛成だが、マークを大きくすると食品衛生法で必

要な義務表示がたくさんあるので、具体的にやろうとすると弊

害が出てくる。

◇Ｃグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇印は進行役）

　山本和豊 高松市環境局ゼロカーボンシティ推進課 課長

　西山雄輝 高松市環境局ゼロカーボンシティ推進課資源循環

係 係長

　久保慶太郎 丸亀市役所産業生活部 クリーン課主査

　梶原成元 （公財）廃棄物・３Ｒ研究財団理事長

　岩倉宏典 コープかがわつながりつくり部　

　秋山史郎 植田長春イキイキサロン会長

　木村友香 NPO 法人アーキペラゴ事務局

　冨樫英治 株式会社エフピコサステナビリティ推進室ジェネ

ラルマネージャー

　八十徹也 大倉工業株式会社執行役員ベーシックマテリアル

BU 長

　戸部智史 トベ商事株式会社代表取締役社長

　柴田あゆみ 大日本印刷株式会社 Life デザイン事業部リー

ダー

　川村節也 紙製容器包装リサイクル推進協議会専務理事・事

務局長

高
松
会
場
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　内山謙一 全国段ボール工業組合連合会事務局長

〇小松郁夫 PET ボトルリサイクル推進協議会専務理事

　坂尾優希 (公財)廃棄物・３Ｒ研究財団（３Ｒ・資源循環

推進フォーラム事務局）

＜分別回収について＞

【市民】

・自治体によって、分別方法が変わるのは困る。統一してほしい。

転勤が多いと、ごみの分別方法が変わるので妻が困っている。

・息子が大学進学でアパートを探すために不動産業者に行くと、

東京の町田市に住むか、神奈川県の相模原市にするかいう話に

なり、ごみ分別は町田市がすごく厳しく、相模原市はそんなに

細かくないので、男の子なら相模原市に住むといいと言われた。

そういう不動産業者もいるので、分別方法を国が統一するとか

指導してほしい。

・私は一人暮らしなので、冷蔵庫が小さい。ドリンクホルダーも

調味料のボトルで結構埋まってしまい、牛乳を買っても置くと

ころがなくなるので、横置きで普通の棚のスペースに置ける

キャップ付きの牛乳パックを買うことがある。

【行政】

・丸亀市は毎年分別のカレンダーを作って市民に配っていて、分

別品目を掲載しているが、どうしても載せきれないものがある

ので、細かな品目の問い合わせがある。自治体によって、中間

処理や最終処理するところでの作業工程が違ったりして、分別

の仕方も違う。

・ごみの分別は、コスト的な問題も少なからず影響していると思

う。高松市は法改正の当初から結構細かくしている。

・分別回収では市民や民間事業者の協力なくしては、達成できな

いことは市としても十分理解している。市として協力できる部

分は、これから考えていく必要もあると思う。私は４月に着任

してから、環境分野で特にこの再資源化・脱炭素化では行政よ

りも民間事業者がすごく大きな旗を振ってぐんぐん進んでい

て、行政がまだ追い付けていないという感覚は持っている。い

ただいた意見は環境局内で共有して、今後も協力をしていきた

い。

【事業者】

・私ども生協は高松市に本部があり、香川県に店舗が 20 ヵ所あ

る。生協としての独自のリサイクル活動をしていて、各市町村

のリサイクル活動とは違っているので、お客さんから私どもに

なぜ違うのかという質問がある。行政は税金を使って回収して

いるが、店舗は回収コストを商品に転嫁するわけにもいかない

ので、費用をかけられず、こういう分別に協力してくださいと

お願いしている。例えば、牛乳パックに PET ボトルのキャップ

みたいなのがついているものを、普通の牛乳パックと一緒にし

てはいけないかと業者に聞くと、同じようにリサイクルはでき

るが、その牛乳パックを除くという１工程が入るので、別にリ

サイクル価格を提示させてもらうと言われた。それではみんな

が手弁当同然に行っているリサイクルが成り立たなくなる。そ

こら辺の細かいところまで考えてほしい。

・乳業業界では、リクローズできるキャップ付きの牛乳パックが

久々のヒット商品で、市民から見ると利便性が高いと思う。乳

業業界は牛乳パックに熱心だが、その牛乳パックはリサイクル

できないので受け付けないという議論もあって、リサイクル関

係者に回収・リサイクルに対応して欲しいとお願いをしたとい

う経緯があったようだ。ただし、通常の牛乳パックと同じ値段

でリサイクルできるかどうかは別な話で、コストがかかること

に対して乳業業界が直接補填をすることは恐らくないと思う。

・通常の牛乳パックの場合、開けて閉めてというのが一人暮らし

人で結構面倒くさいと思う人が何割かはいる。リクローズでき

る牛乳パックは使いやすくて、割高でも買っている人はたくさ

んいる。

・一つのパックを何日もかけて少しずつ飲む場合、リクローズす

る方が衛生的で日持ちする。

・キャップ付きの牛乳パックは、ここを切って分けるなどの啓発

が大事だと思う。スムージーなども手で分離できる方法がホー

ムページに載っている。メーカー側ももっと消費者に向けた啓

発をして認識されるようになると、みんなも分別してくれると

思う。

＜ PET ボトルについて＞

【市民】

・ボトル to ボトルのリサイクルは、食品とか水が直接再生プラ

に触れても問題ないか。

・PET ボトルは９割がリサイクルされていると聞いているが、残

りの１割が環境に出ている。どうしても回収できないものがあ

る。

【行政】

・PET ボトルを回収する場合、キャップを外して中身をゆすいで

ラベルを剥ぐが、のりがべったりでラベルが剥がれにくいもの

があり、せめてそういうものがないように国内で統一ができな

いか。

【事業者】

・業界内で PET ボトルの自主設計ガイドラインを作っていて、30

年前から国内メーカーはリサイクルに適したボトル作りを守っ

ている。その中で、リサイクルできない色付きをやめるとか、

キャップも昔はアルミのキャップがあって、これもリサイクル

を阻害するのでやめている。ラベルについても全面糊付けを禁

止している。特に紙ラベルで全面糊付け禁止。例えば焼酎の大

きい 2.7L の PET ボトルでべたっと貼られているが、きちんと

外れる設計をしている。シュリンクしたラベルはミシン目から

取りやすいようにしているが、取りにくいものが結構ある。最

近多くなってきたのはロールラベルで、１ヵ所だけのりがつい

ていて、１回りしてのりで留めていて、それものりが残らない

ようにしている。でも残念ながら、コストダウンもあると思う

が、どんどんラベルが薄くなってきて、ラベルがちぎれてのり

のところで残ったりすることもある。

・この前、回収した PET ボトルは、処理ラインで金属感知器が鳴

ることが頻出した。原因は、あるメーカーのクリスマスシーズ

ンのボトルにアルミが蒸着され、金属感知器が鳴るか鳴らない

かの瀬戸際のところを攻めたことによるものだった。多分いい

方向に製品設計ができなかったのだと思うが、たまにそういう

ものがある。

・自主設計ガイドラインを守っていない製品は輸入業者など多い

が、PET ボトルの協会ではその輸入業者に対して、業界では自
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主設計ガイドラインを作っているので、リサイクルのために改

善をお願いするという手紙を出している。大手の輸入業者だと

色つきの PET ボトルを透明に変えてくれるとか、のり付けを改

善してくれる事例も結構ある。そういう取組も地道にしている。

・最近週刊誌に、PET ボトルの中にマイクロプラスチックが入っ

ていて、海外の医者などの有識者が、そのマイクロプラスチッ

クの影響で脳梗塞などを発症するリスクがあると指摘している

記事が載った。われわれにも問い合わせが来たが、今国内で販

売されているものは、国の食品衛生に関する規制を全てクリア

しているので、そういう点では安全だが、新しい見解には現状

答えられない。

・PET はボトル to ボトルのリサイクルをしているが、プラスチッ

クはいろんな物質を吸着する性質があるので、PET ボトルを使

い終わった後に、洗って粉砕してボトルにリサイクルして食品

用途に使うと意図しない汚染がある。そこで、従来のリサイク

ル手法の工程の中で洗浄をもっと厳しくして、アルカリ洗浄を

した後に特殊な熱処理の工程を真空・高温下で行って汚染物質

を除去するという処理をしている。それによって安心して飲め

ている。

・100％リサイクルした樹脂で作った PET ボトルは環境にいいと

いうイメージが強い。飲料メーカーはリサイクル樹脂を 100％

使っていてもあえてラベルに書かなかったりするが、今は積極

的に書いて、PET ボトルをリサイクルしていることを PR して

いる。ここ数年で大きく変わってきている。

＜環境配慮製品について＞

【市民】

・リサイクル材が使われている商品やバイオマスマークの付いた

商品など環境配慮製品が最近多いが、それを見て、手に取った

ときにそういうのを確認するという行動を普段しているか。

・環境に配慮したものを買いたいが、高すぎると思えば買いにく

い。シャンプーの量り売りをしているところがあって、お客さ

んが自分の容器を持って行って、シャンプーを買って帰る。市

販で売っている詰め替えシャンプーより安い。

・好きなお菓子は定期的に買っているが、そういう商品が環境配

慮の容器包装に変わって、その分値段が上がったとしても別の

お菓子に変えようということはないような気がする。それで売

れ行き変わるものなのか。

・シャンプーは容器も含めてものすごく種類が多いが、妻がパウ

チで買っているのは、環境にいいからではなくて、ごみとして

扱いやすいからのようだ。ボトルではごみとしてボリュームが

多すぎて、ごみ袋のスペースを取りすぎるという感覚で、家で

ごみを分別保管しなければならない人には、それはものすごく

大きな負担になる。

・リサイクルした場合の効果はどういう尺度で見るのか。CO2 が

減るなどの効果は、一般の消費者に浸透はしてない。リサイク

ルをやらないと悪いという感覚の人が多い。

・私も実は PET ボトルは買っていなくて、買うとお金がかかると

いうこともあるが、高松市や香川県には無料で給水してもらえ

る場所がたくさんあるので、それをできるだけ利用している。

だから環境に優しいし、お金もかけないという選択肢はある。

プラスチックを減らすためにも、リユースできるものに変えて

いくべきだと思う。

【事業者】

・私の場合は、衣料品に関しては結構見ていて、こんなものがで

きているのかと感じることが多い。ファッションとリサイクル

は、実際に似ているような性質があると思う。トレンドでやっ

ている部分がある。利便性とトラディショナルな形でやってき

た部分を、利便性も入れつつリサイクルできる形を考えてはど

うか。

・シャンプーとかボディソープを見ると、ポンプボトルタイプに

比べ詰め替えタイプのパウチは 80 ～ 90％買われている。しか

し、例えばドン・キホーテなどでは、ボトルの方が安いケース

がある。これはメーカーの在庫処分などが背景にあるが、その

ときに安い方を買ってしまう。一般市民はまだまだコストで選

ぶのではないか。

・環境にやさしいからチョコレートを買うかといえば、そうでは

ない。環境は優先順位的に低い場合が多い。そういうところが

売れ行きにつながらない。

・環境配慮素材はそれだけでコストも上がる。もっとたくさん導

入して、どんどん環境配慮設計進めたいが、購買行動につなが

らないという課題がある。

・プラスチックメーカーとして今リサイクルにすごくお金と時間

をかけている。今取り組んでいるのは容リのプラスチックをご

み袋に回収して、きっちり市民にリサイクルをしているという

ことを認知させようとしているが、そこに異物がちょっと入る

とリサイクルできないことがあり、リサイクルを推奨できる

ムードになっていない。リサイクルに企業は努力するが、市民

はパッケージが変わっただけで、例えばお菓子の味が変わった

気がするとか、パッケージの価値とは何かと思っている。市民

は、環境のパッケージではなくて、意外と派手なパッケージを

購買する。そんな感覚はどうかと思う。リサイクル製品だから

商品価値が出ることはないと思う。それを使えばこういう見返

りがあるという仕組みにしないと難しい。

＜リユースについて＞

【市民】

・給水器は、高松市ではもともとうどん屋さんで給水してくれる

ところがあって、それが広がったようだ。給水拠点は、県内で

300 ヵ所ほど。そのため、イベントが終わって主催者が片付け

なければいけないごみが本当に少ない。

・香川県の市民団体は、キッチンカーなどによって街中で食べも

のを売るイベントでは、たこ焼きなどを出すときにリユース食

器を使っている。リユース食器は京都の祇園祭で使われていて、

祭りが終わっても片付けなければいけないごみが本当に少ない

と聞いている。

【行政】

・高松市では、NPO 法人アーキペラゴが活動していて、給水器と

は別に各商店街の店舗も協力店として無料で給水している。こ

の前は、東京に給水スポットがあるほか、普通の喫茶店でもピッ

チャーなどで給水しているというのをテレビで見たが、全国的

に広がっている。高松では、うどん屋さんも協力してくれる。

給水スポットでは、水道から出る水ではなくて、冷たく冷やし

ている。

【事業者】

・リユースはいいシステムだが、社会インフラが整ってないと回

収システムも成り立たないという難しいところがある。リユー

スびんを集めて洗びんしなければならない。だから、リユース

びんがうまく機能しているところは、ドメスティックなところ。

一番クレームが出ないのは、例えば明治乳業の宅配で使ってい

るびん。傷だらけだと思うが、だれも文句を言わない。しかし、

小売りで販売に使おうとすると、問題がなくてもよけたくなる。

ヨーロッパとか海外のリユースびんを日本の店頭に並べたら、

文句が出るのではないかという状態が普通。日本市場は、リユー
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スもリサイクルも違っていて、なかなか消費者の行動が読みに

くい、もしくは意識としては捉えにくい。環境配慮設計を今後

していく中で、そこが本当に受け入れられるのかについては、

PET ボトルのように問題がなければそのまま受け入れられ、そ

れがスタンダードの世の中になっていくと思う。

＜プラスチックの一括回収について＞

【行政】

・製品プラスチックは、小型家電との兼ね合いとか、いろいろ回

収後の分別が大変なので、一括回収が処理工程にどうしても左

右される部分があり、多分一律にはなるのは時間がかかる。長

期的には県内のいくつかの地域に分けて集約されると想定さ

れ、そのタイミングを見計らっているところだと思う。

・プラの一括回収については、まだ市としての意思決定ができて

いない。これから収集体制などについても関係のセクションと

も協議を進めなければいけないし、例えば若干金属がついてい

る素材を今後一括で回収していく際に、どこまで分別するかと

いうことなども事業者の意見を聞かなければならない。今の予

定では、早ければ再来年から進めたいと考えている。収集で数

値的なところでは問題ないと見ているので、今年度と来年度ぐ

らいで市民への周知も含めて、回収方法とかを最終決定してい

こうかと考えている。

・丸亀市では容器包装プラの回収はしていなくて、この４月から

トレーの回収だけを始めた。今、拠点回収にするか、ステーショ

ン回収にするかという議論をしている。どこまでできるかを見

ながら、容リプラスチックから製品プラスチックまで広げてい

ければいいが、今はまだ検討中。

・丸亀市は人口が 10 万人程度で小さく、ストックする場所がな

いため、32 条ルートでいくとベールしなければならず、その

ための機械も必要になるので、33 条で行かなければいけない

ということがある。しかし、それを運搬するには遠すぎるとい

う問題もあり、リサイクルしてくれる業者が香川県には少ない

と感じている。

・一括回収をどこまで対象にするかについて、非常に難しくて悩

んでいる。一部金属が入っている場合、それをどこまで対象に

すべきか、細かくしたら市民にとっては煩雑になり、周知も難

しくなる。

【事業者】

・東京では、容リプラスチックを先行した自治体と、プラスチッ

ク新法ができてから全プラスチックの回収で始めた自治体があ

る。わが社がやっているところでは、33 条の直接契約で任意

のところに持って行く認定ルートがあって、容器包装だけを

32 条ルートで出して、独自で製品プラだけを別なところに持っ

て行くというのと、32 条ルートで一括して出すケースがある。

一括にしたときの問題点として、環境省が容リプラで出された

ガイドラインで見ると、結構いろんなものが入っていること。

怖いのがリチウムイオン電池の混入。そのため仙台市の実証実

験では 100％プラという形で、市町村に提案している。その理

由は、東京 23 区の場合、不燃ごみの中にプラスチックに金属

がくっついたものが入るため。100％プラという形で提案して、

今 10％強増えたかという感じ。当初 20％を予定していたが、

大体 10％強ぐらいで最初回っている。

・まな板は固くて、100％プラでもクラッシャーの刃がかける。

バケツはいいが、まな板は駄目と言うのは難しい。

・破砕の場合は逃げがあるが、ラインが軟質を想定している場合

に硬質のものが入ると駄目。

＜古紙について＞

【事業者】

・古紙の分別は市町村によって違うと思うが、その先のことがよ

く分からない。どのレベルにしておけば、何にできるとか、製

紙会社によっても違いがあると思うが、こういう品質の紙に戻

すにはこの区分けにするとか、イメージをもっと分かりやすく

してほしい。

・基本的には雑紙の場合は、段ボールや板紙の一部に使われる。

最近話題になったのが王子製紙のルートで、ほとんど焼却され

ているアルミ付き紙容器を雑紙として回収して、段ボールにリ

サイクルを広げようというもの。容リルートであれば、全て複

合品は固形燃料 RDF としてリサイクルされている。

◇Ｄグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇は進行役）

　籔根浩司 香川県循環型社会推進課 課長補佐

　藤田晃三 高松市環境局次長 

　西　一隆 高松市環境局南部クリーンセンター所長補佐

　福武　徹 環境省容器包装・プラスチック資源循環室環境専

門員

　三木友太 NPO グリーンコンシューマー高松

　矢本　賢 日本野鳥の会 香川県支部長

　加戸　卓 大日本印刷株式会社 Life デザイン事業部長

　佐藤行伸 西日本段ボール工業組合 専務理事

　遠藤宗広 東洋製罐グループホールディングスサステナビリ

ティ推進部 部長

　藤波　博 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会アド

バイザー

　寺田秀樹 大倉工業株式会社ベーシックマテリアル BU 課長

〇高橋宏郁 スチール缶リサイクル協会専務理事

　外薗典明 スチール缶リサイクル協会事務局

　伊藤　忍 飲料用紙容器リサイクル協議会専務理事

＜脱焼却への課題について＞

【行政】

・高松市も平成の大合併前には、県内のほかの自治体と同じよう

に缶・びん・PET を分けていた時代もある。それが人口 100 万

の香川県民の約４割以上を有する中核市になり、44 の地域の

コミュニティに分かれているが、それぞれに処理施設があり、

処分ができるのであればそうしたい。ただ残念ながら施設を集

約化しなければならないという時代の流れの中で、今焼却場と

併設して破砕処理の分別ラインの工場を作っている。１日に

40 万人から出てくる缶・びん・PET を処理できる施設を、税金

を投じて作った。そのときにそういう利便性の良い施設を作る

一方で、市民の税負担などを考えて、分別の負担を減らすため

に混載方式をとった。その結果、PET が 100％リサイクルされ

ていないという状況がある。最近、それが NHK のニュースで取
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り上げられ、県民からいろんな反応がある。県内では混載方式

は高松市だけ。リサイクルに回せない PET などは、サーマルリ

サイクルで売電や熱エネルギーに変えて地域に還元している。

一方で大手の量販店や飲料メーカーが PET ボトルを回収してく

れている。

・市が回収する PET はきちんとベール化して買取られているが、

デメリットとして住民が PET を捨てる際にキャップやラベルを

剥がさずに出しているものもあり、今最終ラインでは手選別で

経費をかけて除去している。そのリサイクルやサーマルリカバ

リーで高松市は何億もの収入を得ている。そういう実態につい

て、高松市としても市民あるいは県民に、なぜ高松市はそうい

う処理をしているのかという説明責任をきちんと果たす必要が

ある。

・実は 10 年後、施設を集約して建て替える予定がある。それに

向けて構想から基本設計に進んでいくが、技術が進めばおそら

くまた違った分別の仕方も選択肢としては出てくる。他都市の

先進的な例があればそういったものを見ながら導入することも

できる。ちょうど今タイミングとしてそういった過渡期に入っ

てきた。

・高松市はモデル事業で燃やしているプラを燃やさずに、容器包

装と同じように廃プラスチックとして資源化してプラスチック

製品にすることを考えている。そうなると、回収ルートを変え

る必要があり、市民が出す曜日、出し方、回収の回数などを変

えると移送費だけで３倍になる。それなら、今と同じように燃

やして熱エネルギーに変えた方が絶対いい。一方で 2050 年の

カーボンニュートラルでは、脱焼却しなければ CO2 は下がらな

い。新たな政策は脱焼却せざるを得ない。紙ごみやプラスチッ

クを脱焼却しないと、環境省は廃棄物処理施設の交付金を出さ

ないので、脱炭素に向けて資源化せざるを得ない。

【事業者】

・東京では自分の施設を持っているのは港区だけで、ほかの自治

体は全部民間事業者に委託している。プラスチック新法の 32

条は容リ協会経由だが、コスト的に計算すると 33 条スキーム

に移行しようという自治体も出てきている。だから、民間事業

者が市中にあれば、民間に移行するという考え方も一つの選択

肢ではないかと思う。

・プラスチックの再生材を商品として取り入れる場合の課題点は

何か。

・高松市では、空になった容器を外で捨てる際に苦労することが

あるか。実は私も苦労したことがあって、自動販売機で缶コー

ヒーを買った際に自動販売機の横に捨てるところがあったが、

今は捨てられる所が減っていて困っている。行政ではどう考え

ているか。

＜リターナブル容器について＞

【行政】

・PET ボトルは悪ではないが、今日の会議でこれを使うのは恥ず

かしいので、高松市はやめた。高松市は、庁内の会議では一切

PET ボトルは禁止で、関係団体が町内で会合をするときにも、

その関係団体を支援している担当課がそれを指導する。だから、

市役所の玄関前に置いている無料の給水サーバーを皆さんに利

用してもらうことにした。高松市は市長が昨年６月 19 日に無

料の給水スポットを設置して１年経った。市役所前だけで７万

5,000 本の PET ボトルを削減した。町内や地域コミュニティで

も進めている。小学生も毎日マイボトルを持っている。携帯と

同じようにマイボトルを持とうと言っている。缶の飲料を買っ

た場合もマイボトルに入れて、缶は回収に回すことを、一つの

具体的な手法としては提案している。

・行政現場では今、容器の使い方で困っている。一つは、食品ロ

スの削減のための持ち帰り容器に関して、若い人も高齢者も楽

しくケータリングできるような容器はないだろうか。タッパー

もその一つだとは思うが。もう一つは、各自治体には必ず祭り

があって、祭りのときには、飲食系も含めてたくさんの持ち帰

り用の容器が出る。京都の祇園祭では、市民と一緒になってリ

ターナブル容器を提供している。そこに参画する業者は、全て

そのリターナブル容器を使うという NPO が増えた。それによっ

て、屋台の店主たちも容器を買う購入経費を落とせる。リター

ナブル食器をまた店に返してもらうなり、回収ステーションを

作って、NPO が集めて、その祭りでこれだけのごみを減らすこ

とができたという実証を数年前からやっている。それを高松祭

りでもぜひやろうという動きが最近出始めて、いつ実現できる

か分からないが、今、水面下で作戦を練っている。皆さんのお

知恵をお借りしたい。

【事業者】

・日本人は食中毒のリスクをすごく嫌うので、おにぎりでさえ今

は手で握らない。おにぎりはお米の殺菌にちょうどいい 37 度

ぐらいの温度の手で握るので食事としては利用しやすいが、で

は誰が安全性を保証するのかとなると、皆さん手を引く。実際

のお祭りをする人たち、参加する人たち、お店を出す人たち、

容器を提供する人たちが、そのリスクについてしっかりとコ

ミュニケーションを取れていればできるとは思う。実際に手を

洗って、拭いて、何時間以内に食べるということなら大丈夫。

・リターナブル容器の普及は、結構難しいかもしれない。リユー

スびんでは、トベ商事が関東の生協をすべて扱っている。それ

は食品衛生法もあるので、殺菌は全部コンピュータにより自動

化され、びんもロボットが全部箱に入れて出荷している。それ

だけ精度を高めないとリユースができない。洗びん事業部では

どんなびんでも対応できる。しかし、法の関係があるので、そ

れをどこまでやるかという場合、住民だけの同意でやると、何

かあった場合に訴える人が出てくるので、相当議論が必要。そ

れで、横浜市もイベントで洗びんをしていたが、そういうのが

どんどん下火になっている。

＜再資源化・再生事業者について＞

【行政】

・現在、高松市も民間委託を一部している。缶・びん・PET を処

理する工場を２つ持っているが、二つの工場の破砕ラインでは

処理しきれないので民間委託している。プラの出先の話では、

例えば廃プラスチックを、硬質・軟質なども含めてベール化し

たものを一括して受け入れてくれて、プラ資源化、材料化とし

てリサイクルしてくれる民間業者や、行政の責務として市民・

事業者から収集した一般廃棄物を委託する処理ルートがない。

出口の処理が安価で簡易にできて、なおかつ地球にやさしい技

術がないとできない。

・地方では、資源循環する事業者がいなくて、出口が地方にはな

い。仮に高度化法で知事の許可なく全国の大手企業が一斉に取

り組んでも、例えば地方の事業者の抵抗にあって 32 条から 33

条に進まないこともあると思う。

【事業者】

・東京では、今のところ一括回収をしていない。収集運搬された

一般廃棄物のうち、可燃ごみは各区の焼却工場に持ち込まれ、

リサイクルされるものはリサイクル業者に持って行く。一番問

題なのは、日本のリサイクラーは要するに分別収集が進みすぎ

て、簡易選別が多い。例えば、自治体が作る PET のベールは海
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外に持って行くと駄目で、フレークかペレットにしなければな

らない。その先、リサイクラーはコンパウンダーに売るが、そ

のルートがない。日本は廃棄物の処理で焼却してきたから、そ

ういうルートは今まで必要なかった。今回の再資源化事業高度

化法で動脈と静脈一体化して、海外にも負けないようにしてい

る。そういう時代に突入したので、今までとガラッと様相が変

わると思う。トヨタ自動車も、完全に名古屋地区のプラスチッ

クを全部グレード別にしていて、それでも足りないから台湾や

タイとかに子会社を作っている。ヨーロッパでは再生原材料の

混入率が高くなっていて、再生原材料を拡大している。バージ

ン原料も先進国で少なくなっているから単価が上がっている。

・今は地方に再生事業者がいないと言われているが、５年後を想

定した場合、今の状況は変わると思う。静岡県の御前崎にフラ

ンスのベール会社と豊通が作ったプラニックは、中京から関東

で再生資源を集めている。関西でもいろいろ出てきている。産

廃の許可などが法的には非常に緩和されたということは間違い

ないが、緩和されたから産廃業界ができるかというと、そこが

良く見えない。競合する今の既存の事業については、紙も段ボー

ルそうだが、既存の事業に参入するとは思わない。新たに開発

したもの、例えば研究機関などが研究しているが、新しくでき

たパテントを超えるもので参入していく。そういう新規分野に、

産廃業界が今回事業法の施設許可を持って行くかは、企業のや

る気によるのではないか。

＜紙の使用について＞

【行政】

・段ボールは、いろんな意味で個人の家庭も含めて流通などで結

構使われているし、リサイクルもされている。事務用に学校と

か会社で使ういわゆる普通の紙は、高松市の一般廃棄物の処理

基本計画作りでリサイクル率を出すが、今の DX が進んで、紙

の使用量自体が減って分母となる数字がどんどん小さくなるか

ら、リサイクル率の指標としては適当ではないのではないかと

いう見方がある。数値の公表はするが、その増減の傾向で分析

する指標から外すという計画の見直しを気にしている。一気に

紙の量が減るのか、その辺の最近の紙の使用量を巡る状況とか、

リサイクルに及ぼす影響を教えてほしい。

・役所という組織はものすごく会議が多い。会議のための資料も

多くて、紙をたくさん使う。民間の進んでいるところは、事業

運営を 100％再生可能エネルギーで調達することを目標に掲げ

る RE100 でペーパーレスの会社を宣言して、全てタブレットと

かによる電子会議をしている。高松市も全庁的な横断的な会議

で局長級の会議はペーパーレスが原則となり、必ずタブレット

で行っている。これは高松市の環境審議会の委員が積極的に意

見を言ってそうなった。委員は、環境でリサイクルのことを言

うのもいいが、紙をこのようにたくさん使うこと自体問題で、

環境審議会はペーパーレスで行うべきだ、民間では考えられな

いと言ってくれた。それで、電子配信資料を事前に送る形にし

て、基本的にタブレットやスマホを見ながら行うことになり、

環境局からスタートした。庁内の DX も進めて、紙を使わない

役所を目指すことを指導している。そういう状況の中で新聞・

雑誌なども今電子化されて、どんどん減っていると聞いている。

今後の紙のリサイクルを考えていく上でも、政策的にも状況を

つかんでおきたい。

【事業者】

・ノートの紙などの上質紙が、今どんどん減っている。増えてい

るのは、例えば通販なんかで使う板紙。上質紙はもう前年比 100

％を大きく割った状態が毎年続いている。段ボールの板紙は何

とか 100％を維持しているという状態。大手の製紙メーカーも

上質紙から段ボール・板紙に替えていて、だぶついているとい

う状態も出てきている。大手の王子ホールディングス、日本製紙、

レンゴーがトップスリーで大王製紙でも上質紙が減り、板紙に

替わってきている。これはどこまで続くかという問題があるが、

アマゾンは板紙を使わずにシュリンクフィルムを使うなどして

いる。あるいは、大きな箱をコンパクトにするという動きも出

ている。世界的に言うと、板紙では中国などはびっくりするぐ

らい、日本以上に前年対比がいい。また、インドは日本を追い

抜くほどの生産量になっているし、日本の大手企業も、今工場

を中国から東南アジアやインドにどんどんシフトしている。こ

の傾向はさらに進むと思う。そういう中で、当面は段ボールの

板紙が 102 ～ 103％でそれなりに維持していく気がしている。

・ある段ボール会社では、コロナの前の５～６年前から、タブレッ

トで会議をしていた。当然そのデータはきちんと管理されてい

るが、東京と大阪でも出張はしない。そういうのが非常に増え

てきている。大手の製紙会社も、紙が無くなることに非常に危

機感を持っている。

＜プラ容器のリサイクルについて＞

【市民】

・１週間前にチキン南蛮をスーパーで買ってきて食べたが、その

プラスチックの容器を父は一生懸命洗剤で洗って捨てる。僕は

SNS で見たが、洗ったりする分、洗剤と水を消費するので環境

負荷が高くなり、それは意味ないということだった。皆さんは

洗うかどうかを聞きたい。

【行政】

・洗剤は別として、水で軽く洗うのは今、社会の常識。ただ、香

川県だけの話だが、水不足、渇水で時間断水、時間給水となる

と、悪いが洗うのはやめて紙製品を使ってほしいということに

なる。外国で水のないところはそうだ。そういう意味では日本

は恵まれていて、潤沢に水があって水の資源はコストが低くて、

容器トレーをリサイクルに回すのにコストかかってもそれは文

化として利益がある。

・混載方式は洗ってもらうが、缶・びん・PET 一緒で手間をかけ

なくていいという発想。高松市では、プラの汚れのひどいもの

は無理に洗わないで、燃えるごみで出してもらっている。平成

12 年に今の分別ラインの工場が稼働したときにシフトした。

・高松市は県の中では都市部なので、いわゆる自治会加入率は平

成の初期は 70 ～ 80％あったが、今はもう 50％を割っていると

ころがほとんど。残っているのは島しょ部の 100 ～ 200 世帯の

ところだけ。そうなると本当に分別するパワーがないし、そこ

に何回も回収に行くコストがかけられない。高松市は香川県内

でも地域の力があるし、いわゆる行政側じゃなくて地域側がき

ちんと分けられる。集めに行く経費も行政が負担できるが、今

後はどうか。本当に真剣に環境行政とコストを考えたら、自分

たちの町の持続可能性を今から考えていかないと、リサイクル

率を上げるために３種に分けるというだけでは、本当に町の継

続性を考えているとはとても思えない。自治体側も最適化の現

状を見ながら、将来を描かないと駄目だと思う。

【事業者】

・LCA 的にきちんと判断をして、負荷の少ない方を選んでいるが、

ちょっと洗剤で洗って水を使ったぐらいではひっくり返らな

い。やはり洗ってリサイクルした方が圧倒的に環境に優しい。

CO2 もエネルギーも資源循環も。

・汚いプラを洗うことでウェットな感じになるが、そういうもの

ばかりが来ると、熱量も必要になり、プラスチック業界からす
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ると、もう何を目指しているか分からなくなる。今の日本のシ

ステムの現状はそうだ。

・日本の分別収集はマンパワーで簡易。だけど、AI 付きのコン

ピュータなら全部機械が分ける。リサイクル率を評価すると、

原材料の精度、質のレベルはコンピュータの方が高い。マンパ

ワーでは駄目。そういう時代に変わってきている。

・日本はプラ新法ができたところだが、プラスチック自体はマン

パワーで分けられない。そうすると機械選別になる。日本は特

殊な国で、PET は別に集めて、PET 以外のプラを一括回収して

いるが、海外ではオールプラスチックで回収して、それを全部

機械で分けている。どちらの精度が高いかというと、リサイク

ル率も含めて海外が高い。AI 付きのコンピュータなので、日

本もやっと海外の機械を導入して、プラスチックのリサイクル

率も高まっている。日本のプラントメーカーの技術はまだま

だ。再生材自体は全世帯レベルできちっと再生原材料にできて

いる。複合素材は、海外では PP とか PS に分け、それを集荷す

る工場では、その原材料を何の製品にするかによって工程ライ

ンの仕様が違う。日本の場合は、ある一定のレベルで作ろうと

するから、それなりの工程ラインを設計する。そうすると、コ

スト的には一律に高いコストになる。海外では PP でもグレー

ドはＡ～Ｅなどとなっている。プラの硬質と軟質のものも全部

分けられる。

・３種混合にすれば、収集コストは落ちるし、CO2 は下がる。日

本の分別収集を東南アジアへもっていっても誰もやらない。コ

ストが高くて CO2 が高いのでは世界標準から外れてしまう。

・日本は高齢化社会で外国人も増えていくと、分別収集できるの

か、ステーションまで持っていけるのか、そういう課題がいっ

ぱい出てきている。平成はうまくいったけど、令和の時代はど

うするかを考えなければ駄目だと思う。

・高松市の考え方は一歩進んでいる。マヨネーズなどのプラ容器

を、徹底的に洗って分別収集するみたいな極端な話をする人が

いる。私はリサイクルを推進する立場だが、「徹底的に洗うの

はやめよう、エネルギーがかかるし、手間だし、労力もかかり、

合理的じゃなく、無駄」という考え方には賛成で、マヨネーズ

の容器は燃えるごみに出す。

＜環境配慮製品について＞

【行政】

・商品を買うときに環境配慮製品を選んでもらうために、子供か

ら教育が必要ということで学校の授業に出ている。南部クリー

ンセンターに破砕ラインがあって、見学に小学校４年生がほと

んど来てくれる。そこできちっと PET ボトルは洗って出すと教

えてもらって、子供が家に帰って親に伝えてもらうとか、臭い

工場へ連れて行って選別しているところを見せることで、なぜ

それが大事かを子供に伝えていくのは大事。

・一番大事なことは、市町ごとにごみの出し方や手法は違っても、

いわゆるリサイクルとして原料に回すときに、どんなルートを

通っても、プラスチックはこのようにリサイクルされている、

PET はこうだ、紙はこうだと、事実をきちんと子供たち教える

こと。ただ、そこに行くまでに、うちの自治体はこういう過程

を通っている、東京はこうだという違いはある。

・市町は環境負荷を減らすための啓発の一つとして、消費者の立

場である市民に、環境負荷が少ないプロセスを通して作られた

製品を選ぶことを勧めている。役所でもグリーン購入の対象製

品を買わなければいけない。買わないと指導されるという仕組

みができているが、市民に向けてもそういう環境教育、環境啓

発が行われている。そういう製品は高いと嫌われる場合がある

が、だんだんとそういうのがスタンダードになってくる社会を

目指しているのは間違いない。

【事業者】

・商品購入のときに環境配慮を調べるか。

・事業化法ができると、今までのリサイクルは変わる。AI によ

る高度リサイクルをヨーロッパでは検討していると聞いている

が、日本では遠い話。しかし、プラスチックでもトヨタの下請

けでは全部入口から検査室に１個１個入ってきて原材料の検査

が行われ、イエスかノーかではじかれるので、トヨタは非常に

レベルが高い。

・私の会社でアンケートを３月に取って、５月にごみ白書を出し

たが、その中で「環境に良くないけど安いもの」と、「環境に

良くて高いもの」のどちらを選ぶかと聞いたら、７割弱が安い

方を選んだ。また、「環境に良いが機能性が低いもの」と「環

境に良くないが機能性が高いもの」では、８割が機能性を選ん

でいる。環境配慮製品を選んでほしいが、回答者の年齢は 20

代から 60 代で、20 代の方が安い方を選んでいる。60 代の方が

環境意識は高い。

グループ討論まとめ

【Ａグループ】（発表者：端山氏）

・結構分別に関する意見・疑問が出た。まず、市民の立場から、

どうやってその周りの人、子供たちにその分別を伝えていくの

か。あるいは自治体からすれば、分別基準をどうやったらみん

なに伝えられるか。分別はどうしたらうまくいくかというのが

最初のテーマとなった。

・その解決方法の一つとして、自治体ごとに分類の基準が違うの

は分かりにくいので、それを統一できれば、結構分別に寄与で

きるのではないかという話があった。しかしこれは自治体側に

すると、その自治体が抱えているインフラの問題などいろいろ

な問題があるのでそう簡単にできない。分別が徹底されるため

には、中長期的には分別基準の統一が理想だが、そのためには、

技術革新が大きなポイントになる。

・一つは分別施設の技術革新が進んで、今後いろいろなものを混

合回収してもきれいに分別できるといい。もう一つはメーカー

側の努力で、プラスチックはプラスチックで単一素材にすれ

ば、一緒に洗わずに集めても再商品化できることで、これは中

長期的な視点から期待していきたい。もう一つ長期的な点とし

て、子供の世代からどうやって意識を高めていくかということ

があった。

・短期的なところではインセンティブの話が出た。例えばポイン

ト制にする。何となくその自尊心をくすぐられるような仕組み

ができれば、インセンティブが働くのではないか。あるいは、

例えば燃えるごみをできるだけ少なくするためにごみ袋の価格

を高く設定して、排出するごみを減らしていく。そういう方向

に持っていけるように、短期的・中長期的に取り組んでいこう

という話があった。

高
松
会
場
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・その中で分別をどうやって理解してもらうかということについ

ての話が合った。リチウムイオン電池で処理場が火事になった

ことを知っている人は少ない。あるいは容器包装では分別・排

出後に何になるのか分からないこと、特に油がついたプラス

チックや匂いのついた箱はどうなるのか分からない。これらは

ある程度見える方が良いという意見が出た。周知の仕方として

は、感覚的にその次のステップが見えること、もう一つは動画

とか AI を使うのが効果的という話があった。

・また、高度成長期にはみんなに目標があった。だから、資源ご

みへの取組も、市民、自治体、事業者という主体が大きな理想

を共有して、自分の役割を理解しながら同じ方向に行ければい

いという話があった。

【Ｃグループ】（発表者：小松氏）

・Ｃグループで質問が多かったのは分別回収についてだった。分

別回収については、Ａグループでも出ていたように自治体ごと

に回収ルールが統一されていないのはなぜか、困るということ

で議論された。その中で、息子さんが引っ越すことになって、

不動産屋に行ったら、この市だと分別が細かいが、隣の市では

ゆるいと言われたという。そういうところでも話題になる分別

は、なんか面倒くさいという部分がある。

・店舗が行う店頭回収と自治体の回収でルールが違うのは、分か

りにくいという話も出た。

・PET ボトルについては、いろいろな質問が出た。ラベルを統一

できないのかとか、ボトル to ボトルの衛生性は気にならない

のかという意見も出た。数年前だったら、気にする人もいたか

と思うが、今はもうリサイクルの優等生ということで当たり前

になり、気にならなくなっている。

・環境配慮についても、いろいろな意見が出た。例えば、環境ラ

ベルを見て購入するかどうか。値段と環境配慮を天秤にかけて

どちらをとるかというと、現実は残念ながら環境の優位性がま

だ低いといった意見もあった。

・リユースという点で、高松市では給水器があって、水筒を持っ

て行けば給水できる。香川県では 300 ヵ所もある。元々うどん

屋さんが水をあげていたことから始まった地元の文化と言える。

・このほか、プラスチックの一括回収や自治体の状況について意

見交換をした。

【Ｄグループ】（発表者：高橋氏）

・Ｄグループは大体Ａグル－プ、Ｃグループと同じような内容

だったが、分別回収への意見とリサイクルへの提案などを議論

した。

・今のリサイクルは意味があるのかとか、汚れた容器を洗って出

すというやり方でいいのかという質問があった。将来的には合

理的、効率的な方法を考えて、機械でできるものは機械でやっ

ていくのが本来必要なのではないかと意見もあった。高齢者が

多くなっていることを考えると、今の分別方法で本当に集めら

れるのか、今の分別は是なのかなど、面白い意見がたくさん出

た。

・高松市は缶・びん・PET を混合で集めているが、そういうのを

含めて今のベターなやり方をチョイスしていると感じた。機械

選別の高度化を強化していくには税金による負担が大きく、そ

こを軽減して設備でやっていくのは非常に難しい問題があると

いう意見だった。

・地方のリサイクルルートはリサイクラーが課題という意見も出

た。それも今後さらに集約されていく必要があるという意見

だった。

・まとめると、現在のリサイクルやごみは資源ということに対す

る意見をはじめ、環境教育を通して環境に配慮した容器を購入

の推進するなど、多くの課題が出された。

【Ｂグループ】（発表者：久保氏）

・なぜ分別するかという目的をきちっと整理しているかという指

摘があった。ほかにもさまざまあったが、例えば 2022 年にプ

ラスチックごみの発生量 823 万 t で、生産量の 85％が捨てら

れているなど、かなりデータを基にした議論があった。

・リサイクル材で商品を作っているが、機能が同じでもリサイク

ル品はどうしても値段が上がり買ってもらえないので、リサイ

クルになかなか取り組めない、どうしたらいいかという話が出

た。値段を下げるのは難しく、環境だけでは売り上げにつなが

らないという話があった。そこをどう乗り越えるかとか、原油

価格が上がり、ものの価格が上がっているので、いずれリサイ

クル品の価格も上がるといった、非常に広範囲な話があった。

・そのほかに、レジ袋は減ったのか、数値のデータがあるのかと

いった議論もあった。

・後半は分別のその先にあるリサイクル技術の話があって、まだ

まだ分別の仕方も含めて技術的改善の余地があるという意見も

あった。皆さんとの意見交換で今申し上げたようなところは、

Ｂグループ独自の議論だと思う。

・最後に環境省の井上室長から、今日の議論を参考に、また明日

からの生活の中で対処し、日々行動に移していこうという話が

あった。これは全体に通じる話だと思うので、今日の意見交換

会の締めとさせていただき、また明日から環境問題等に取り組

んでいくことを確認して終わりとしたい。
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◆開会挨拶

〇環境省環境再生 ･資源循環局総務課容器包装・プラスチック資

源循環室主査　岡林正行氏

・容器包装・プラスチック資源循環室

に所属し、プラスチックをこれから

どうやって循環させていくか、減ら

していくかというところを仕事にし

ている。

・今回こちらに初めて参加させていた

だく。今回の内容は、市民、自治体、

事業者の意見交換で、なかなかその

三者が揃ってそれぞれ実際のところの話をするという機会はあ

まり多くないと思っているので、ぜひ今日一日有意義な場にで

きればと思う。一緒に私も参加して勉強させていただくので、

よろしくお願いしたい。

〇岐阜県環境生活部次長　工藤喜史氏

・岐阜県にお越しいただき、今日はあ

りがたく思っている。開会に当たり

一言御挨拶を申し上げる。主催の３

Ｒ推進団体連絡会、３Ｒ・資源循環

推進フォーラムの皆さま、それから

本日は市民の方、自治体の方、事業

者の方いろいろな立場の方に御参加

いただいているが、日頃から皆さま

の活動を通じて循環型社会の形成に御尽力いただき敬意を申し

上げる。また本県においてもさまざまな取組に御協力いただき

感謝を申し上げる。

・循環型社会の形成推進については、先日、第５次循環型社会形

成推進基本計画が閣議決定されている。最近は循環経済という

キーワードも出てきて、天然資源の投入をなるべく減らし、環

境負荷を減らしていくという取組を国家全体として進めると理

解している。

・本県は非常に南北に大きな県で、南の美濃地方では、濃尾平野

に海抜０mの地があり、北の飛騨地方では、標高 3,000m の山々

が連なっているという非常にバラエティーのある地域で、森林

率も全国で２番目の８割以上という自然豊かな県である。また

木曽三川を始めとして水にも恵まれた地域で、飛騨の山と美濃

の水ということで「飛山濃水」の地と呼ばれてきた。

・こういった豊かな自然を守っていくためにも、持続的な社会の

形成、それから資源の有効利用を進めていかなくてはいけない

と考えている。本県でも、皆さまに御協力いただき、古紙や土

木資材、いろいろな再生製品を認定することやグリーン購入を

推進すること、他にもプラスチックの取組をしている事業者を

「ぎふプラスマ！」として認定すること、「ぎふ食べきり運動」

として食品ロスを削減することを県として取り組んでいるが、

まだまだこれからできる取組もあると考えている。

・本日はいろいろな立場の皆さまが意見交換できる非常に貴重な

機会だと思っているので、こういった機会を活用して忌憚のな

い御意見をいただき、事業や政策に生かしていきたいと考えて

いる。最後に、本日のセミナーが実りあるものになり、御参加

の皆さまの御健勝を祈念して、本県からの御挨拶とさせていた

だく。

〇３Ｒ推進団体連絡会幹事長　久保直紀氏

・本日は第 29 回の容器包装交流セミ

ナーで、全国でこのようなイベント

をもう 10 年近く、都合 29 回開催し

ている。そこには市民の方、自治体

の方、動静脈の事業者の方が一堂に

会して、忌憚のない意見交換をする

という、どこでもありそうで実はあ

まりないプランで、自由に意見交換

をしていただければと思う。

・ちなみに、３Ｒ推進団体連絡会は容器包装８素材の３Ｒを推進

している団体の連合会である。壁にポスターが貼ってあるが、

右側から連絡会のポスター、隣から順次、ガラスびん、PET ボ

トル、紙製容器、プラスチック容器、スチール缶、アルミ缶、

牛乳パック、段ボールの８つの素材の案内をしている。ただこ

ういう会を通して、容器包装の３Ｒに御協力また御理解をいた

だければ大変ありがたいと思っている。後段のところの意見交

換も含めて、それぞれが来てよかったというイベントにしてま

いりたいので、御協力を賜りたい。よろしくお願いする。

◆事例報告 1

「岐阜市のごみ減量・資源化」

岐阜市環境部資源循環課 課長　野々村聖子氏

・皆さま、こんにちは。私どもの課は

市民や事業者の皆さまと一体となっ

て、ごみの減量・資源化をどのよう

に進めていくかということを検討し

て進めている部署で、どちらかとい

うと啓発的な活動の取組が多いと考

えている。今回は岐阜市のごみの減

量・資源化の取組を、容器包装的な

ものとは少し違うかもしれないが、

取組を全体的に説明する。

・本市は「岐阜市のごみの減量・資源化指針」を策定しており、

その中で、岐阜市のごみが一番多かったごみ焼却量のピーク時

である平成９年度の 15.6 万 t から３分の１ほど減量すること、

そして令和７年度に 10 万 t 以下にするという目標を持ってい

る。現在がどれぐらいになっているかというと、残念ながら目

標を達成できていない。令和５年度のごみ焼却量は11万1,970t

で、目標達成にはさらに 1.2 万ｔの削減が必要だ。一人当たり

のごみ焼却量では、岐阜市は中核市の平均にたどり着いていな

い状況。

・このごみ減量・資源化指針は、令和４年の７月に２回目の改定

を行っている。その中で現在、６つの作戦を進めている。作戦

１が多様な資源ごみ回収を促進する、作戦２は紙ごみを減らす、

作戦３は生ごみを減らす、作戦４はプラスチックごみを減らす、

作戦５は事業系ごみを減らす、そして作戦６がごみ処理有料化

制度の導入を検討する、である。

第29回容器包装交流セミナー　in 岐阜
～容器包装の３Rに関する市民・自治体・事業者との意見交換会～

岐
阜
会
場

容器包装交流セミナー報告書_2024.indd   19 2025/05/16   15:44:23



・現在の本市のごみ焼却量の組成を見ると、令和元年から令和５

年の平均値では、紙類が一番多くて 34.1％、次が生ごみ類で

24.3％、そしてプラスチック系プラスチック類 17.7％という

順番になっていて、特に紙ごみでは雑がみが半分を占めている。

この紙ごみ、生ごみを減らしていくことが、ごみの量を減らす

ということで、重点的に取り組んでいる。

・作戦２の紙ごみを減らす方法で一番大きく取り組んでいるのは

資源分別回収。岐阜市の特徴は、岐阜市内に 50 の自治会地域

があるが、その全自治会で資源分別回収が行われている。他都

市の事例を見ていると、そうではないところがほとんどと聞い

ているので、そこはちょっと自慢していいかと思っている。そ

れを進めるために、本市としては、市民の方に奨励金を回収量

に応じて支給しており、雑がみはキロ８円、その他の品目につ

いてはキロ６円としている。併せて、現在、回収事業者の皆さ

んが協議会を作って回収事業を行っているので、全額ではない

が、車両の借り上げ料を支給している。先ほど 50 自治会で資

源分別回収していると話したが、これができているのは事業者

の御協力があってのことと思っている。皆さんが資源分別回収

事業を支援し、守っていきたいと言われていて、おかげさまで、

コロナ危機の間、民間ステーションでは古着の回収が停止した

り、他市では資源分別回収自体が休止したところもありました

が、本市ではそういったこともなく、過ごすことができたこと

を、本当に嬉しく思っていて、感謝の念を持っている。

・続いて、それ以外には品目板等の物品の支給等を行っている。

ただ、現在の資源分別回収の状況はどうかというと、回収量は、

残念ながら年々減ってきている。一方で、民間の回収ステーショ

ンに皆さんが廃棄される量は、市のアンケート結果等で見ると

増加しており、トータルの量はあまり従来から変わっていない

ことから、廃棄方法が変わってきたという状況かと思っている。

現代は、生活スタイルがバラエティーに富んでいて、朝出勤す

る前にごみを出すことができないとか、自治会の加入率が減っ

ている中で、そういった取組に参加できない方がいることが大

きな要因かとは思っている。

・そういったことへの対策として、現在は「古紙回収用ボックス」

を設置している。月に１回の資源分別回収ではなく、常設の回

収容器を置きたいという地域に置いている。基本的には公有地

に置いているが、一定期間を置けるとか無償で提供してもらえ

るとか、回収の車両が寄りつける場所であるとか、そういった

条件があれば、民有地でも置いている。各地区、各自治会では

３カ所まで置くことが可能で、50 自治会のうち現在 32 地区、

合計で 40 カ所にこの古紙回収用ボックスを設置している。「古

紙回収ボックス」の回収量は大体年々増えている状況で、一定

の成果が見られていると考えている。

・続いて生ごみでは、「ダンボールコンポスト」を推進している。

「ダンボールコンポスト」はダンボールの中に発酵させる基と

なる資材を入れて、生ごみをそこの中で堆肥化するもので、あ

まり臭いを出さずに堆肥ができるというもので、これを進進す

るため、「ダンボールコンポスト講習会」を行っている。令和

５年度は 731 人の方が受講している。また、コロナ期にはこう

いった講習会もできなかったため、市の職員が手作りで作った

講習会の動画をホームページに掲載した。今 YouTube 動画にも

なっている。

・この動画を見ることで一般の対面の講習会と同様に講習会に参

加したとみなすという形にした。この講習会を受講した方のう

ち希望者には会員として、購入補助を行っている。現在は購入

費の半額ぐらいの補助となっており、令和５年度の実績として

は 385 世帯の方がこの補助を使っている。

・次に地域循環事業では、例えば「ダンボールコンポスト」に興

味があり、生ごみの堆肥化をしたいという方であっても、うち

は庭がない、花壇もない、ベランダも狭いからそんなに花を育

てられない、野菜も作っていない、という方もいるので、そん

な方たちのために、作った堆肥を学校の花壇で使うので提供し

てもらうという制度を行っている。量は多くはないが、少しず

つ提供してくれる方が増えている。今までに、５～６の小学校

に複数回を提供している。なお、学校はどうしても肥料が必要

で、購入せざるを得ないので、希望する学校はたくさんあり、

そういった形で皆さんにも教育の場に参加してもらえるといい

と思っている。

・次は「電気式生ごみ処理機」の購入補助。「ダンボールコンポ

スト」は、生ごみがゼロになるのでとてもいいが、なかなかそ

んなことをやっている暇がない、手間かけられないので難しい

という方には、手軽に取り組める「電気式生ごみ処理機」を勧

めている。上限２万円で２分の１の補助を行っている。この補

助制度は以前もやっていたが令和４年度に復活させて、去年と

一昨年の２年とも予算の全額を執行している。昨年度は 170 世

帯、合計 300 万円の補助を行っている。

・次はフードドライブ。これは以前から推奨しているが、今年初

めての試みとして、「市内一斉フードドライブ」という事業を

行った。10 月は食品ロス削減月間ということで、岐阜市でも

ずっと職員を対象としたフードドライブを行っていたが、それ

を職員および来庁される市民を対象としたフードドライブとし

た。併せて、市内各地でフードドライブをやっている団体に、

１カ月間、「市内一斉フードドライブ」で協働を呼びかけて、

賛同いただいた５団体と一緒にチラシを作り、ホームページ等

で紹介しながら、このように市内各地でフードドライブをやっ

ているので、最寄りのところへぜひ出してくださいという取組

をした。全部で 130 キロぐらいを回収できた。また、希望する

団体のフードドライブ情報をホームページで紹介した。それ以

外にも生ごみを減らす取組を行っている。

・参考に、プラスチック類の減量については、プラスチック製容

器包装の分別収集を令和４年度４月から行い、令和５年度は大

体 4,500t を回収した。回収のうちの適正排出は 85％で、悪く

はないと思っている。プラスチック製容器包装の分別収集開始

の啓発チラシを作り、50 地区で希望があるところへどこへで

もお邪魔して、プラスチック製容器包装はどうやって出したら

いいか、どんなものがプラスチック製容器包装なのかといった

ようなことを丁寧にお知らせした。その成果もあり、当初想定

していたよりもすごく早いタイミングでこのような量を回収す

ることができた。市民の皆さんからも、「プラスチック製容器

包装がなくなると、ごみはこんなに少なくなるんだね」といっ

た感想などをいただいている。皆さんも減量効果を実感したの

かなと思っている。

・プラスチック製容器包装については、エコ・アクションパート

ナー協定店制度というものも行っている。食品トレーや紙パッ

クなどの店頭回収あるいは簡易包装に率先して取り組む店舗を

認定しており、その数は令和６年４月の段階で 51 店舗となっ

ている。

・このような取組を熱心に行っているつもりであり、ごみもだん

だん減ってきて、ごみ焼却量も年々減ってきてはいるが、最初

に申し上げた通り、目標には達していない。その原因のひとつ

として、若者や転入した方、外国籍の方たちに、なかなか周知

啓発が届かないことが挙げられる。そのため今年度、２つの新

しい取組を行ったので、最後に紹介する。

・１つ目の取組は、岐阜市ごみ分別アプリ「さんあ～る」の導入。
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このアプリは他の市町村でも使っているので、御存じの方もい

るかと思うが、ごみの分別などに関する情報をスマートフォン

向けに作ってあるごみ分別アプリで、これをダウンロードする

ことによって、今日は普通ごみの日とか、今日はプラスチック

製容器包装の回収の日といった情報を携帯が朝教えてくれる。

資源物についても、今日はこの地区の資源分別回収の日といっ

たことをお知らせしたり、講習会や補助制度の情報も掲載した

りしている。こういった形で若者や転入者、外国籍の方に、情

報を届けたいと思っている。また、雑がみの種類とか資源化で

きる古着などはなかなか難しくて、昔からやっている方からも

問い合わせが多い。そのため、そういった情報なども、この

アプリの機能を使って見られるようにしている。10 月１日か

ら始めて、10 月末までで 1,441 人がユーザー登録をしていて、

出だしとしてはなかなかいい成績かと思っている。

・２つ目は、岐阜市「メルカリ Shops」の開設。メルカリショッ

プというのは、事業者や法人がメルカリのアプリ内にネット

ショップを開設できるもので、私どもは不要になった庁用備品

や賞味期限が近づいた防災備蓄品などを販売している。全国の

自治体でいろいろ取り組んでいるが、粗大ごみから再利用でき

るものを出品しているところもある。岐阜市は、備品販売は全

国自治体で 38 番目、防災備蓄品では２番目になる。こういう

ことを進めることで、リユースによるごみの減量を進めたいと

いうだけでなくて、市民にこんな取組ができる、あるいはこう

やってリユースするということをお知らせして、私も取り組ん

でみたいと思うきっかけとなればと考え、行っている。そのこ

とにより資源循環型社会を構築していければと思っている。あ

りがたいことに非常に評判が良くて、開始後 10 日間で 85 種類

287 個を出品したが、37 種 88 個を売却できた。非常にうれし

く思っている。

・このように、地球温暖化対策としても大切な取り組みである資

源循環を、市民、事業者、行政が一体となって、「オール岐阜」

という形で進めていきたいと考えている。

◆事例報告２

「身近に取り組める環境問題～行政・企業・ＮＰＯ・住民の協働～」

NPO 法人いびがわミズみずエコステーション　理事・事務局長　

岩間　誠氏

・私ども NPO 法人のスローガンは、「人

に優しく川に優しく」「きれいなま

ちを次の世代へ」「緑の地球を子ど

もたちへ」で、持続可能な循環型社

会の構築を目指して活動を展開して

いる。この NPO が立ち上がる前、今

から 30 年前になるが、「日本のどま

んなか《いびがわ》ミズみずフェス

タ実行委員会を、揖斐川流域の市町村住民 248 人によって立ち

上げた。その中で、ウォーターラリーで歩いてごみを拾ったり

とか、メインの事業は全国利き水大会で、47 都道府県からお

いしい水を集めてキーパーに入れ、どこの水かわからないよう

にして参加者が飲み比べて全国一を決めたりしていた。それと

実行委員会では、牛乳パックを揖斐川町内に９カ所回収箱を設

置して回収をした。また一級河川の白石川で、木炭浄化システ

ムの設置を地元の子供会とともに行って、川の水をきれいにす

る取組もおこなった。その他、天ぷら油を回収した天然せっけ

ん作りを地元の福祉作業所いずみと連携して行っている。今、

固形、ゼリー状、粉末の３種類を販売している。私はいつも話

していることだが、私の家系はハゲで親父もおじいちゃんもひ

いじいちゃんも私の年の頃には髪は全くなかった。ところが、

私の髪がこんなにふさふさしているのは、この天然せっけんで

30 年前から全身を洗っているためで、非常に体にも髪にもよ

いせっけんなので、今日お越しの方の中にはもう手遅れの方も

お見えだが、まだ間に合うという方はぜひとも使っていただけ

ればありがたい。授産施設では子供たちがこういったゼリー状

せっけんも一緒になって作っている。

・こういった実行委員会組織を発展的解消して、NPO 法人を 2001

年に立ち上げた。その活動内容は、環境保護のために私たちが

できることとして四つ挙げている。最初に行ったのが、環境の

駅事業。これは飲料缶とペットボトルの回収機を設置して、飲

料缶はアルミとスチールに分別してプレスし、PET ボトルは、

透明と色付きを分別して破砕する、その機械を導入した。空き

缶を１本投入すると、ラッキーチケットが当たるシステムで、

町内の店舗 37 店舗に設置。例えば焼肉屋は何でも一品無料券

とか、花屋は 30％割引券とか、そういったものを出しつつ、

缶とかペットボトルの回収を行ってきた。初年度ではもう一つ、

堆肥化ステーション事業を行った。これは生ごみの専用バケツ

を協力費の形で皆さんに買っていただいて、それに生ごみを貯

めて、毎週火木土の３時から５時の間に持ってきて投入すると、

これもラッキーチケットを配布した。両方とも約 10 年間実施

をして、その後終了している。

・その他、地元の清掃業者と連携して「走れエコパッカー事業」

を行った。夏休み期間中に子供たちに絵を描いてもらい、それ

をパッカー車６台の側面の部分に 1.2 ×１メートルの大きな拡

大シールにして貼って町中を走るような事業を隔年で実施をし

ている。先月「アースデーいびがわ」というイベントの中で子

供たちに表彰も行っている。

・その他、資源回収は毎月最終の土曜日に新聞・雑誌・段ボール・

古布・毛布・牛乳パック・PET ボトルキャップ・天ぷら油・ア

ルミ付き紙パックを回収している。PET ボトルキャップは、滋

賀県のリサイクル業者に売却し、その売却益を認定 NPO 法人「世

界の子どもにワクチンを 日本委員会」に寄付して、全世界の

子供たちのワクチンの寄付に充てている。また、夏期間は打ち

水作戦等も行っている。

・そのような私ども単独の NPO の活動をさらに広げていこうとい

うことで、2005 年には、揖斐郡の揖斐川町、池田町、大野町

の三つの町の「いび NPO 法人連絡協議会」を立ち上げた。この

協議会では、いび地域の環境塾、これは小学生以下の親子でさ

まざまな体験学習をする。それと、揖斐川流域のクリーン大作

戦、これは 2000 年からスタートして毎年５月の最終土曜日ご

みゼロの日の５月 30 日に一番近い最終土曜日に実施をしてい

る。これも合併前の揖斐川町でスタートしたものを、合併後の

揖斐川町に広げ、それを下流側の大野町、池田町に広げた。さ

らに西濃地域２市９町にある環境 NPO で構成する西濃環境 NPO

ネットワークを 2006 年に立ち上げて、こちらの各市町にもク

リーン作戦を広げて、今年も５月 25 日に実施したが、子供た

ちを含め 3,000 人の参加を得て、ごみ拾いをし、分別回収をし、

アユの放流をやり、水質検査を行うといった形で毎年進めてい

る。

・それと、2007 年 11 月から、レジ袋削減プロジェクトを始め、

レジ袋は要らないと断った人にポイントが貯まるようにして、

そのポイントが貯まったら食事をしようという事業も始めた。

それを 2008 年４月からは、西濃地域エコライフ推進プロジェ

クトということで、レジ袋だけではなくて、マイ箸とかにも広

げていき、それをさらに西濃地域でだけではなくて、2009 年

からはぎふ・エコライフ推進プロジェクトとして広げていった。
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・これは環境省の事業でやった「お惣菜バイキングマイパック持

参制度」。地元のトミダヤというスーパーと共同して、お惣菜

の売り場の部分でマイパック持参ということで、実際にやった。

各加盟店舗でスタンプを押してもらって、100 ポイント貯まる

と食事をするとか花の種をもらうとか、あるいはグッズをもら

うという形で行った。あとフェアトレード商品を対象にした取

組も行ってきた。

・こうした形でぎふモデルを構築して、行政域を超えて NPO が主

導し、住民とスーパー業界、ドラッグストア、コンビニ業界、

企業、行政が連携・協働している事業では全国初のモデル事業

という形で行った。そういった中で、環境大臣表彰とか中部経

済連合会賞とか、さまざまな受賞をいただいている。2008 年

から 2011 年の間に西濃地域全体で 4,445 本の植樹をしたが、

それぞれの地元行政とも協働する中で一緒に進めてきた。

・2010 年からは、こういった活動をイベントの中で楽しくみん

なに知らしめようということで、「アースデイいびがわ」を開

催した。第１回目には 2,000 人が来場した。これのメインと

なったのは、お茶漬け選手権で、これは「味のいび米はつしも」

という米、美濃いび茶、二条関白蘇生泉という湧水と、さまざ

まな地産地消品で作ったお茶漬けを 10 店舗から出してもらい、

それを食べ比べておいしさを競った。第１回のお茶漬け選手権

では、弓削銘水堂の作った山うに豆腐茶漬けが優勝をした。第

２回は翌年に行い、地元の喫茶店がつくったジビエの鹿を使っ

た鹿茶漬けが優勝をしている。

・アースデーいびがわは、それ以降、毎年続けていて、今年の

10 月 14 日にもアースデーいびがわ 2024 が大野町のパレット

ピアという道の駅の芝生広場で開催した。こういったさまざま

な活動を現在しているが、私どもは子供たちが安心して育つ地

球を作ってまいりたいと考えていて、今後もさまざまな活動を

展開していきたいと思っている。今後も、今日御参加された皆

さまともさまざまな連携をさせていただく中で、新たな活動展

開ができればありがたいと思っている。

◆事例報告３

「容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画 2025 ～ 2022 年度実績

フォローアップ報告～」

３Ｒ推進団体連絡会幹事長　久保直紀氏 

・それでは発表させていただく。お手

元の資料で説明する。まず連絡会と

自主行動計画のところで連絡会結成

後、第一次からずっと自主行動計画

を５年単位でやっている。現在は自

主行動計画 2025 で 2021 ～ 2025 年

度の第４次計画の最中で、今日お話

しするのは 2022 年のフォローアッ

プ。最新のものは来月発表するので、

若干データは古いが、お目通しいただきたい。

・22 年度の主な実績は、事業者自らが実施する３Ｒ行動計画と

主体間連携の大きく二つに分かれている。事業者自らが実施す

る計画では、リデュース、リユース、リサイクル、普及・啓発

活動の四つを自主的に進めているところ。まず数値目標につい

ては、2022 年度はリデュースでは８素材中５素材が目標達成、

リサイクルについては８素材中４素材が達成した。リユースシ

ステムの維持についてはガラスびんリユースシステム維持に向

けた取組を紹介している。

・リデュースは日本語の解釈が難しいが、基本的には排出抑制だ

と思うが、特にわれわれ容器包装では、軽量化も含めた資源

の最適化ということになろうかと思う。いくつかの素材でリ

デュースの自主設計ガイドライン等の策定・運用をしている。

詳細はパンフレットで御覧いただきたい。そのリデュース全体

の結果だが、2022 年度はガラスびんからプラスチック容器包

装までの８つの素材をやっているが、ガラスびんなどの４素材

は１本／１缶当たりの平均重量の軽量化を、飲料用紙容器と段

ボールは、１㎡当たりの平均重量の軽量化率、紙製容器包装と

プラスチック容器包装はリデュース率と、３つの指標に分けて

集計している。

・それからリユースの取組については、リユースのシステムとし

て見ていくのに適しているのはガラス容器であるというところ

から、びんリユースシステムの持続・構築のための関係主体の

取組にポイントを置いて、ガラスびん３Ｒ促進協議会を中心に

活動している。

・その次がリサイクルの取組。ここも８素材それぞれにさまざま

な取組がある。リサイクルのための環境配慮設計の推進とか、

既存の回収ルートにおける各種支援などの取組をしている。リ

サイクルの目標の達成状況では、５素材がリサイクル率、３素

材が回収率を指標にしていて、目標を達成したところ、近づい

ているところは御覧の通り。

・普及・活動啓発の推進では、今日のセミナーもそうだが、容器

包装の３Ｒ推進に関する普及啓発ということで、例えば今日の

展示では「リサイクルの基本」というパンフレットがあるが、

自治体の皆さんも NPO の皆さんも、地元に帰ってやるときに、

非常にわかりやすく、いい内容となっているので、ぜひ今後の

資料としてお使いいただきたい。その他、エコプロなどさまざ

まなイベント等でも、こういった普及・啓発をやっている。

・ここまでは自主的に行うことだが、主体間連携に関する取組も

並行してやっている。連絡会としては、情報共有・意見交換、

広報・啓発、調査・研究と、大きく三つの柱がある。今日のこ

の集まりも、普及啓発の中で主体間連携に関する意見交換にな

ると思う。このセミナー以外にフォーラムとか、地域との交流

とか、NPO の皆さんと連携した勉強会等もやっている。また広

報啓発ではさまざまあるが、展示会等への出展も行っている。

こういったことを共通でやっている他に、個別団体ごとにそれ

ぞれの業界の事情に合わせてさまざまな取組をしている。

・22 年度の取組成果としては、特に主体間連携では各主体との

意見交換など、昨年度もこの３Ｒ交流セミナーを３回行ったが、

新型コロナの行動制限が緩和されたことで、さまざまなイベン

トができるようになってきた。広報啓発については今申し上げ

た通り。全体のマップを時系列に整理をしているので、意見交

換のところでぜひ御関心があれば、御質問・御意見等を賜りた

い。

・ここからは個別の話となるが、今日行っている意見交換の流れ

を書いてある。ちなみに 2022 年度、一昨年は、青森市、奈良市、

鹿児島市の３カ所で行った。昨年は札幌市、松江市、宇都宮市

の３カ所でやっているということで、各地で開催している。全

国に行くとさまざまな地域の事情を抱えながらやっておられる

ことがよくわかる。また来年度も続けていこうということで、

今日もわれわれの実績の一つになると思うが、ぜひ活発な意見

交換をお願いしたい。

・それから、市民リーダー育成プロジェクトを、NPO 法人持続可

能な社会をつくる元気ネットというところと組んで行ってい

る。特に首都圏になるが、市民の皆さんの中から３Ｒ活動のリー

ダーになれる方を育成していこうということで、今年も去年も

一昨年もやっていて、2022 ～ 2023 年度は千葉県の白井市の御

協力で実施した。
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・それからもう一つ、主体間連携として容器包装３Ｒ推進フォー

ラムを毎年１月に行っている。

・さらに展示会の御報告になるが、エコプロに出展し、３Ｒ推進

全国大会にも出展。全国都市清掃会議の総会にも行って PR し、

普及啓発をしている。

・情報発信では、先ほど申し上げた通り「リサイクルの基本」や

啓発パンフ「未来へとつながる３Ｒ社会を目指して」を配布し

ている。ぜひ御覧いただきたい。またホームページでもさまざ

まな情報を提供しているので、ぜひ御利用いただきたい。

◆意見交換会

◇Ａグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇は進行役）

　野々村聖子 岐阜市環境部資源循環課 課長

　岡林正行 環境省容器包装・プラスチック資源循環室主査

　橋本辰夫 NPO 法人いびがわミズみずエコステーション理事

　伊藤　忍 飲料用紙容器リサイクル協議会専務理事

　冨樫英治 株式会社エフピコ サステナビリティ推進室ジェ

ネラルマネージャー

　藤波  博 株式会社トベ商事部長

　後藤聡幸 飲料用紙容器リサイクル協議会事務局長

　端山　亮 段ボールリサイクル協議会理事・事務局長

　高橋宏郁 スチール缶リサイクル協会専務理事

　稲林芳人 アルミ缶リサイクル協会専務理事

　野中秀広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会専務

理事

　岡野知道 ライオン株式会社執行役員

〇田中希幸 ガラスびん３Ｒ促進協議会理事・事務局長

　栁澤高志 (公財)廃棄物・３Ｒ研究財団（３Ｒ・資源循環

推進フォーラム事務局）

＜専ら物、有価物について＞

【行政】

・小学生みたいな質問だが、いつも薬を飲みながら思っているの

は、丸薬のアルミのシートは、プラスチックに出して良いのか。

アルミの方を活用する取組をしている方もいると聞くが、アル

ミは廃棄物になってしまうのか。アルミ箔の有効利用には、市

としてあまり応援はできない状態と話している。

・アルミ付き紙パックを集めて、それを寄付して、その対価をも

らって活動したいという話があった。アルミ箔付きの紙パック

は、紙パックは専ら物だがアルミは廃棄物なので越境しながら

の回収は資格を持った人がやらないとできないのが課題。それ

がクリアできるなら応援したい。

【事業者】

・容リ法ではアルミ付き紙パックは飲料用紙容器ではなく、紙製

容器になる。リサイクル業者が何を取りたいかによるが、アル

ミ付きの紙パックであれば、業者は紙、パルプを取りたいの

で、その場合にはアルミはその残渣になる。だから、アルミ付

き紙パックは混ぜないでほしいといっている。もしも、業者が

アルミを取りたいなら、紙の部分だけをロータリーキルンとか

を使って燃やしてアルミだけを取り出すというような処置をす

ることになり、紙パックは混ぜないでほしいとなる。

・プラスチックとアルミの複合材の場合、多くはプラスチックの

方を再生していてアルミは残渣。しかしアルミを取り出したい

という業者はプラを溶かしてアルミだけ取り出している。両方

を取り出すのは、今は難しい。

・容リ法では、アルミ付き紙パックは紙製容器包装なので、紙パッ

クのマークではなく紙のマークが付いている。

・薬のアルミのように、複合材の場合は重量が重い方のマークを

付けることになるので一応プラマークは付いているはず。それ

と何にリサイクルされているのかは、実は別の話。

・例えば紙パックに PP の口が付いていると、今までは禁忌品に

なる。しかし、日本の技術はどんどん進んでいくので、紙のメー

カーもできるところが出てくる。問題は廃掃法の判断があって、

混合物になるのでこの判断を超えるのは相対判断。昔は国が

やっていたが、今は分権なので自治体がやることになる。事業

系一廃なら、自治体の判断でこれがまず相対判断として紙なの

か PP なのかを比率で判断する。紙と判断する場合は、専ら物

扱いにするのか、廃掃法の許認可でするのか、やり方はいろい

ろある。一般廃棄物の場合は市町村の責務なので、それをやっ

てもらわないといけない。さらに問題は広域化でリサイクルす

る場合、Ａ自治体は専ら物と判断してもＢ自治体が違うと判断

すると食い違うので、それをどうするかが問題。

・うちは東京 23 区の半分ぐらいを扱っているが、区によって考

え方が違う。だからそこをどうやって統一化して、一つの製品

を大量に集めるかというのが、会社としての課題になっている。

物量が集まらなければビジネスにならない。だからその判断は

極めて重要で、東京都の環境局としょっちゅうテレビ会議をし

ている。産廃の判断は東京都でできるが一廃は市区町村になる。

あとは業界の問題で１社ではなくて業界としてどういう判断す

るかになる。

・有価物で買ってもらうとか、判断はいろいろある。例えば廃掃

法の対象から外すことができる。環境省の総合判断説で廃棄物

の該当性判断で有価物にすればよい。それは自治体の判断でで

きる。業者に買ってもらえれば、これはもう廃棄物でなくなる。

市民が持ってくるのは構わないし、それを市が業者に買っても

らうために持って行くのも問題ない。

・専ら物と認定されて有価で買ってくれれば、集団回収と同じで

問題はないと思う。有価で取引してしまえばいわゆる古紙回収

というルートに入る。

＜ PET ボトルの回収について＞

【市民】

・PETボトルのラベルをめくりやすくしてほしい。それと軽量化。

つぶさないとすごい容積量になる。

【行政】

・PET ボトルで B to B（ボトル to ボトル）とかでいろんなとこ

ろからうちと協定結ばないかという話が来ている。囲い込みが

あるということは、どんどん PET ボトルが容リ協に流れていか

なくなっているということか。単純に業界ごとに集めているの

で、容リ協では苦しい状況になって、資源が手に入らなくなっ

ているのか。今後はどうなるのか。

【事業者】

・容リ制度は基本的に逆有償前提で出てきた制度で、有償を前提
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にしていない。PET ボトルの場合は、独自処理の量が増えて、

容リルートの構成比は下がっている。ただ容リルートの中でも

99％ぐらいが有価で取引されている。残り１％ぐらいが逆有償

になっている。主なところは島しょ部などの人口規模が少ない

遠隔地の自治体で運賃がかかってくるためだ。容リ法でも独自

処理は認められているので、逆有償であっても独自処理という

容リ法でも認められているので問題ない。容リ協の PET ボトル

の買取価格が高くなっているが、需給バランスが崩れていて、

供給量が少ないので値段は上がる。

・今後はどうなっていくのかは、それぞれの自治体が独自処理を

選択するのか、容リルートを選択するのかに係っている。独自

回収に乗るのか、容リルートならば適合物になれば逆有償で

あっても有償で引き取ってくれるメリットがある。独自処理で

急に引き取らないと言われたときは、容リ法の申し込みが終

わっていれば引き渡せないので、自治体の費用で処理をしなけ

ればならなくなる。容リルートで出していればその心配はない。

容リルートでは有償入札されれば有償拠出金として自治体に売

却代金が入ってくる。どの方法にするかは自治体の選択の問題。

独自処理をするメリットは、何にリサイクルするかを自治体が

選ぶことができ、わかりやすいところ。容リルートに出すと、

リサイクル用途は選択できない。

・自治体として市民に出してもらったものは PET ボトルになると

いうことに価値を持つならば、独自処理で B to B の業者に引

き渡すことになる。そうではなくて、何かあったときに安定的

にきちんと市の財政を圧迫しないで処理をしたいのであれば容

リルートに出すという判断になる。

・事業者が独自処理を進めるのは、PET ボトルを質と量を安定的

に確保したいからだろう。

・経済的な価値があれば、経済原則で取引をしてもらえばいい。

経済価値がなくなっているものは、事業者とかステークホル

ダーがそれを再商品化するために容リルートと容リ協という組

織が必要で、セーフティーネットに近い組織になる。

＜容器包装の出し方について＞

【行政】

・カレーの容器は、一応固形物が残らない程度にきれいにしてく

れればいいと説明している。化粧品の中でも、チューブのもの

はもう出ないのかとか、歯磨きもうちはとりあえず最後まで使

い切って口を洗って出せばいいと説明しているが、大丈夫かと

いうのはある。

【事業者】

・容器包装を出す際は、固形物を落とすというところまでだと思

う。本当に汚れがひどいものは可燃物。市民が出したプラ容器

で臭いがあると、選別作業の際の労働環境の問題がある。納豆

の容器についてよく聞かれるが、可燃物に入れてもらうときが

ある。

・ガラスびんとか PET ボトルとか缶とかは、多くの自治体では内

容物を全部使い切って軽く水ですすいで出している。その流れ

でプラスチックもしなければいけないのか。その時にどこまで

きれいにしたらいいのかという疑問が出てくる。

・基本的に言えばプラ新法ができて、再資源化事業高度化法が来

年施行される。そうすると、10 年後か 15 年後にだいぶ変わる

と思う。例えばプラスチックにしても今洗うという話だが、こ

れが自治会の数が少なくなり、高齢化社会が進むとステーショ

ン収集は駄目になるし、外国人も多くなるのでできない。そう

すると一括回収をする。洗わないのはどうするかというと燃焼

すれば脱炭素問題に引っかかるので、そうすると大都市ではケ

ミカルリサイクルにするしかない。

＜ケミカルリサイクルについて＞

【行政】

・ケミカルリサイクルは脱炭素的にはどうなのか。

【事業者】

・先日見た資料では、エネルギーかけても一から作る場合に比べ

ると、だいぶ下がった感じ。資源循環を優先するのであれば、

ケミカルでないと PET ボトル以外のプラスチック製容器包装は

ほぼできないと思う。

・エネルギーを使うということは CO2 を排出することになるの

で、どんなリサイクルでも CO2 を排出する。そのときに CO2 が

出るから駄目だという議論ではなくて、バージンから作るのと

比べて CO2 が削減できるのかできないのかという問題。バージ

ンよりも CO2 が多くなればやる意味がない。バージンよりも少

なければそういうサイクル材を使った方が合理的。

・温度をかけるのも、燃焼系から電気系の方に切り替えていく。

それから残渣で出てくる炭酸ガスも CCUS 的に吸収する技術も

ある。ちょっと技術が追いついていないけど、多分そちらに炭

素を排出しておいた方が先々吸収できると思う。

・CCS は日本の場合どこに埋めるのかという問題がある。

・CCUS で蓄積量を減らしていかないと、日本の場合はもうあっ

という間にいっぱいになってしまうのではないか。

＜民間回収と行政資源分別回収について＞

【事業者】

・岐阜市では、雑誌は民間回収ステーションの構成比が高い。市

の資源分別回収量との合計の推移はあまり変わらないが、民間

回収量が拡大している。その仕組みと回収ステーションの状況

はどうなっているか。集めているのは行政回収と同じか。

【行政】

・民間のステーションは皆さんが来やすく、排出しやすいところ

にできている。大体がロードサイドの空き地、人が住まなくなっ

て空いたところが多い。ある程度人が寄りつきやすくて置きや

すいところ、車を止めやすいところになる。もうだいぶ需要の

レベルは高止まりをしている状況。土地代、地価の問題とそれ

から需要の問題とあと業者が収集してペイできるかどうかだと

思う。それに対して補助制度とかは岐阜市ではやっていない。

市は資源分別回収を推奨している立場なので、地域の皆さんと

一緒に頑張っていこうというスタンスを取っている。

・民間ステーションは最終的に何かあったときに、業者はすぐ辞

めてしまうという話をしている。それに対して市の資源分別回

収はどんな所でも協力するし、ある程度市民が歩いて行けると

ころで集めている。民間ステーションは、車で行ける人しか利

用できない。これから高齢化して車に乗れなくなったら行けな

い。だから資源分別回収に奨励金を出したり借り上げ料を出し

たり、そういう支援をしている状況。

・民間回収が集めているのは専ら物で、雑紙がほとんどない。う

ちは、雑紙、チラシ、新聞、雑誌などに結構細かく分けて出し

てもらっている。そういう細かい分類は民間ステーションでは

ないようだ。業者に聞くと、質の高い再生がしにくいという。

結構いい加減に入れていくため、いろんなレベルのものが一緒

になり、資源の状態もあまり良くない。だから自販機の横のリ

サイクルボックスと同じような状況。
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＜識別マークについて＞

【行政】

・岐阜市は雑紙を集めているが、紙は難しい。プラスチックはプ

ラスチックと書いてあれば集めるが、紙と書いてあっても紙を

集めない。紙と書いてあってもプラスチックでラミネートされ

ていたら駄目。雑紙の簡単な見分け方があったらいい。

・雑紙で出せないものについてチラシを市民に配布している。カ

タログ、普通アイスのカップ、圧縮はがき、油紙、アルバム、

ウェットティッシュ、カップ麺の容器、カーボン紙、紙オムツ、

紙ナプキン、ガムテープ、アルミ箔の包み紙、感熱紙などが雑

紙で出せない。

・紙類をどう扱うかというのが素材の問題だと説明会で説明して

いる。紙マークは、紙を使っているという意味で、これがつい

ていたら資源として出していいというわけではないと話してい

る。

【事業者】

・アルミ缶やスチール缶のマークが小さい。前はもっと大きかっ

たが、今は６ミリ角近くになっている。もっと大きくならない

か。

・一つは法定表記が多くなり、書かなければならないことが多く

なったので、表記スペースの関係でどうしてもマークを小さく

しなければならない。ブランドオーナーからすると正面から見

たときに、ラベルというかデザインだけ見せたい。お客様に商

品認知をしてもらうためだ。もう一つの理由は、プラスチック

と紙のマークが小さいからだ。アルミ缶とスチール缶が容器と

して登場して歴史が長く、消費者もよく認知しているのに、プ

ラスチックと紙の大きさに合わせた。

・同じような傾向がこれは識別マークだが、紙パックの紙マーク

も同じこと言われている。昔は 20 ミリの大きさでつけるとい

うことだったが、どんどん小さくなってきて、雑紙の紙と紙パッ

クの紙の見分けがつかないという声が出ている。

・表示しなければならないものが増えてきている。表示はどこか

で見直すべきだ。本当にもう書く所がない。プラスチックでも

紙でも今は小さな容器が出てきていて、それでも表示義務が

あって書き切れない。だからポイントを小さくしている。

・PET ボトルのラベルはシュリンクラベルから、ロールラベルに

変わってきている。シュリンクラベルはフィルムの収縮する性

質を利用して全面に張り付ける。ロールラベルは帯の真ん中で

のり付けする。取りにくいのは確か。リデユースする為、ラベ

ルを小さくして、プラスチックの量を減らしている。だからリ

デュースと表記はトレードオフになってしまう。

・市民は識別マークで分別しているのではなくて、自治体が出し

ている分別の表を見て分別していると思う。識別マークは、消

費者とか市民になかなか浸透しきれていない。

・紙パックは完全にリサイクルできるマーク。段ボールもリサイ

クルできるマーク。今の紙マークはリサイクルできるものとで

きないものが一緒になっているので、容リ協には二つに分けて

ほしいとずっと話しているが、認めてもらえない。

＜市民への意識啓発について＞

【事業者】

・リサイクルの入口は家庭で、市民が行政の排出ルール通りにき

ちんと分けて出すと、質の高いサイクルに繋がる。それをどう

やって理解してもらうか。行政として市民の意識啓発にどのよ

うなことをしているか。

・市民が積極的にルールを守るためのモチベーションは何か。

・個人にポイントバックするのは、店頭回収などでメーカーとか

小売りが付けたケースはあるが一過性になる。持続性がない。

習慣化させるには、教育が一番いいと思う。

【行政】

・若い方とか転入された方で近所に聞ける人がいない人のために

作っているのは３Ｒの冊子。それとは別に、ごみ出しのルール

という冊子を各世帯に渡している。世帯を登録している自治会

経由で配布することが多い。今は自治会と大きなマンションな

どにまとめて持っていって配布するとか、あとはどこでも出張

して話す出張出前講座をやっている。また、小学校の４年生の

環境教育用の冊子を作っている。この前、オンライン化で市内

小学生全員にタブレットが支給された。

・モチベーションはお金が一番わかりやすい。岐阜市は自治会に

対して還元するというスタンスで、雑紙とか資源化したものに

ついて自治会に支給している。個人にキャッシュバックする取

組を始めた自治体もあると聞いている。

・資源循環へ向けて、大学などで他の人たちを巻き込むような若

者を作っていく活動をしなければいけない。そういう形で発信

する場をどうしたら作れるかが課題。

＜利便性追求とオーバースペックについて＞

【事業者】

・元々パッケージ作っていたので、袋を開けやすくするとか中身

を守るとか、パッケージに対していろいろ工夫をしてきたが、

それがリサイクルに対して良くないと言われる。どこまで物事

が不便になることが許されるか。日本は便利過ぎる。ここまで

サービスは要らないのではないか。そろそろ考えないといけな

いのではないかと思っている。

・サービスを落としたい気持ちはわかるが、非常に難しいのは足

並みがそろわないことだ。一社だけ少しそこを下げようってい

うのは難しい。新しい仕組みができるタイミングでデファク

ト（事実上の）ラインみたいなものを１回引っ張って、中小も

そこに乗っかればアドバンテージはある。安く入手できるとい

う標準仕様みたいなものを作るという話は今裏でしている。そ

こからの上乗せは各社でやるという考え方。環境にいいからと

いって 100 円高くして買う人は誰もいないと思う。

・品質を求める、利便性を追求するということでは、オーバース

ペックではないかという思いがある。何かをトレードオフをし

てまで利便性は必要なものなのかと思う。

・お客がよければ、それ以上オーバースペックにする必要はない。

オーバースペックすることによって原材料が多くかかったり、

売価が上がったり、リサイクル適性が下がったりする。日本人

は工夫をする国民性が評価をされているが、便利さの追求が、

ある時からオーバースペックになっていると思う。

＜資源循環について＞

・プラスチックは一つ間違えると、全部海外から入っているのを

使って、結局出先がなくなってバーゼルがあるから燃やすしか

なくなるみたいなリスクがある。この入りと出のバランスは今、

国内資源を循環できる形になっているのだろうか。

・日本では 1,000 万ｔが紙で回収されるが、そのうち 900 万 t が

段ボール箱になる。海外から入ってくる段ボールと海外に製品

として出ていく段ボールもあり、差し引きすると海外から入っ

てくる方が 150 万ｔ多い。900 万ｔと 150 万ｔを足すと 1,050

万ｔ。この中の 1,000 万 t が回収されて 50 万 t がどこかに消

えている。1,000 万ｔのうち段ボールを作るのに 900 万ｔしか

要らない。そうすると 100 万ｔが余る。雑紙も入れているから

150万ｔぐらいは要らない。要らないのはどうするかというと、

岐
阜
会
場
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古紙として海外に輸出している。

・ガラスの場合のリサイクルは国内で完結している。大体リサイ

クルされたもののうちの約８割程度がもう１回ガラスびんにリ

サイクルされている。

・容リ法のプラスチックの単価は毎年上がっている。特定事業者

が払う再商品化実施委託料が毎年上がって高い水準になってい

て、合計で 500 億円まで膨らんでいる。これ何とかならないの

か。プラは出先が決まっていて、ケミカルリサイクルとあと大

半がパレットなどで循環していない。

・集めたものをどう有効に使うかを真剣に考え直さないといけな

いタイミングだと思う。それがリサイクルされて帰ってきて容

器包装を出したわれわれも再生材を使う側になったときには、

むしろ行政がインセンティブをその再生材に乗せてほしい。供

託金を払った分を減らしてくれてもいい。供託金を払い、それ

を集めたプラスチックが自動車に行くというのは避けたい。

・プラスチックの再生材のマーケットがきちっとできていない。

だからいくら集めても需給バランスが崩れているので、いくら

品質が良くても多分有価にならない。初めは最終処分にいかな

いことが目的だったから今のプラスチックの場合は一生懸命集

める方に法律も変えてやっているが、循環はしなくて、４分の

１ぐらいは燃やさないといけない。

＜水平リサイクルについて＞

【事業者】

・今 PET ボトルのボトル to ボトルが非常に盛んで、それは非常

によいことだと思っているが、あまりにも行き過ぎて、本来、

卵のパックとかワイシャツとかにもなっていた PET ボトルまで

全部集めてしまうと、コストが高くなってしまう。卵の容器と

かワイシャツを作っているメーカーは、原料を PET ボトルから

バージン原料に置き換えなければいけなくなるという状況が起

きている。

・PET ボトルリサイクルの問題は二つある。一つは再生 PET の価

格の高止まり。あまりにも高くなっている。もう一つは、例

えば再生材 100％ PET ボトルと言われるが、プリフォームか

らこの容器を作るには、相当品質が良くないとできないので、

100％はどうかと思っている。材料リサイクルで一巡して、そ

れが再生ボトルに入ってくるともっと 100％で作るのは難しく

なる。だから、ある程度行けば、その取り合いは落ち着くので

はないか。

・水平リサイクルは、同じものから同じものになるというのがわ

かりやすい。そういった意味では水平リサイクルはいいことだ

と思う。ただ、水平リサイクルだけでリサイクルが全てできる

わけではない。同じものにできないものも集まってくるので、

それをちゃんとリサイクルできるような多様な用途がないと国

内でリサイクルは完結しない。もう一つは、PET ボトルの水平

リサイクルは経済原則にのっとった形で動いているわけではな

いということ。バージン材の方が安く、再生材の方が高い。そ

れなのにブランドオーナーは高い再生 PET を欲しがる。なぜか

というと、水平リサイクルを宣言したからで、ある意味では環

境プレミアムが付いていて、その環境プレミアムを払ってでも

水平リサイクルをする。でも天井があるはず。

◇Ｂグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇は進行役）

　筑本貴郎 岐阜県環境生活部廃棄物対策課一般廃棄物係 係長

　森本昌也 岐阜市環境部資源循環課ごみ減量・資源化係 係長

　奥田陽子 市民

　多治見昭典 市民

　藤井　崇 TOPPAN 株式会社生活・産業事業本部 SX 事業開発

本部 部長

　笠井俊成 株式会社岐阜リサイクルセンター 取締役工場長

　神山靖規 グリーンリメイク株式会社 代表取締役

　石川喜一朗 全国製紙原料商工組合連合会 副理事長

　中井敏雄 日清食品ホールディングス株式会社 執行役員

　岩淵美香 大日本印刷株式会社環境ビジネス推進部 第１グ

ループ

　大野敏彦 PS ジャパン株式会社サスティナビリティ推進部 

部長

　西永英司 ライオン株式会社研究開発本部 本部長

　田口雅也 リスパック株式会社営業本部バイオ営業部営業課 

課長

〇久保直紀 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会理事 

会長補佐

　坂尾優希 (公財)廃棄物・３Ｒ研究財団（３Ｒ・資源循環

推進フォーラム事務局）

＜資源物の回収コストについて＞

【行政】

・自治体が集める方法としていろんなやり方がある。戸別回収は

道が細いと車が小さくなり、台数が増え、多分相当コストがか

る。効率的に集めるには車の台数が多く、パッカー車だと安全

のために運転手と後ろに２人要るので、結局３人で回している

が、もし１人で回したらその分はコストが下がる。いろんな方

法があるが、しがらみが多いので、そこに切り込むと大変なこ

とになる。

・プラスチック容器包装を週１回回収しているが、市民の方がよ

り近くに出せるようにしないといけないので、収集を考えると

コストがかかってしまう。

・実際問題、例えば災害が起きて、現地が困っているので助けに

行くという場合、ベテランでも地図でリハーサルしても、現地

行ったら予定通り進むかどうかわからない。効率は大事だが、

行ってすぐ走らせるわけにはいかないのが現状。むしろ一般廃

棄物処理の安定性が大事。例えばごみが大量に出ても決められ

た時間にきちんといつも通り回収できるというのは非常に大事

なことだと思っている。

・各自治体によって廃棄物処理の状況が違う。ある程度焼却施設

の能力によって何でも燃やせるとか、焼却施設がなければ、例

えば一部事務組合で処理してもらって委託費を払う。多分全国

的に分別が進んでいるところはおそらく施設を持っている。そ

ういう問題があるので、一本化は難しいという話がある。

・今岐阜県で進めていることの一つとして、小さな市町村が自分

ところで焼却炉を持つのは非常に厳しくなっていて、そのため

にはいくつかの市町村が集まってまとめてやろうというすり合

わせをしている。県も入ってやってはいるが、やはり地元のルー
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ルがあって、地元自治体も岐阜県内 99 市町村があって今 42 に

まとまったが、それをくっつけるとなると地域によって大きな

ギャップがあり、それをすり合わせるのが大変。

【事業者】

・プラスチック製容器包装の収集運搬コストがかかるのが課題。

車の燃料代の高騰とか、今までかからなかった費用がかかる。

・国が賃上げをしようと言っている。コストは人件費なので、人

を確保するには、賃上げをせざるを得ない。それを自治体が対

応できるかどうか。

・各戸回収は高齢化社会の中でニーズがある。それに対応しよう

と思うと回る時間は同じでも収集量が少ない。そうするとコス

トがかかる。

・資源物というのは分別しなければいけない。それは効率化とは

全く逆。そのコストについて、理解してほしい。

・小田急電鉄が「WOOMS（ウームス）」というごみ収集運搬を効率

化するサービスを始めている。今ごみの収集運搬では紙の地図

を使っていることが結構あるらしく、そうすると効率よくごみ

収集するルートとか、収集車を何台用意すればいいかとかがベ

テランの方でないと分からない。これは GPS を利用したタブ

レットで最適化して、今どの車がどの辺を走っていて、どれだ

けごみを回収しているのかをアプリで見える化するもので、実

証実験が神奈川県座間市で行われている。それによってごみ収

集の効率が上がり、余力ができて剪定枝だけを集めてリサイク

ルするという取組も行われている。

・うちの会社では、ドライバーの募集をかけてもなかなか来ない。

車両を買おうと思っても車両も高い。用意した車を 100％稼働

させないと、業務としては成り立たない。余分な車両を持つと

それだけコストアップするので、一番悩ましいところ。

・実際うちもナビ見ながら路地を走ってみたが、戸別回収だと全

く役に立たない。ナビ見ながら路地を右回ったり左回ったりと

いうのは現実的に無理。

・確かに車の効率の手助けするのは先ほど説明あった座間市が結

構上手にやっている。それ以上やって平準化することで、最終

的にコストダウンをしているという感じだ。

・今はドライバーでも外国人でやらなければいけないような状

況。現実を見なければいけない。

・分別すればしただけリサイクルによく回せるが、ただ効率化を

図るには、昔やっていたようにごみと一緒に回収してあるとこ

ろで分別をするという形になる。

・市民が分別するのが一番安い。しかし複合材が一番問題。単一

素材は見て分別できるから大丈夫。

・複合品は本当に難しいと思う。例えば、ポテトチップスをおい

しく食べるためには、やっぱり劣化しない容器を求める。それ

がプラスチックでできていると、単純なプラスチックではなく

おいしくするためにコーティングしてあるし、いろんな素材が

ミックスされている。見栄えをよくするためにパッケージも売

れるように作ってある。その意味ではすごくメーカーの工夫を

感じるが、実際にこれを自分がリサイクルしようと思ったとき

に非常に難しいのではないかと思う。

・賞味期限が問題。モノマテリアルは特性がよいのは理解してい

るが、流通ですぐに返品になったり、廃棄されたりするので、

そのバランスをどうとるか。技術開発されているので、リサイ

クル特性の良いものが出てくると思うが、紙でも湿気を通さな

いとかあるが、その変革もどうなるかが問題。

・生活者の方が分別をしっかりするという前提でステーション型

にしたときに、まだまだ技術を生かす余地はあると思う。決め

られた時間に回収できることが市民側から要求される場合に、

ある程度きれいなものが前提だが、それが集まった時点でその

量を回収するための適切なトラックがいくらとかいろいろでき

る。

・牛乳パックはパルプを使っているので、もう一度パルプとして

使える。だけどアルミ蒸着はパルプを使っていない、レベルの

低い紙だから同じようには使えない。だから段ボールの５層ぐ

らいの真ん中に使う。製紙メーカーからすると、雑紙はいろん

なところに使いたい。だから分別が大事。同じようにプラスチッ

クから紙になった場合も、真ん中に使えばいい。ヨーロッパは

真ん中に使っている。

・プラスチックのメーカーサイドで回収のルールを決めて全国一

律でやればいい。PS なら PS マークとか。ただ、紙だとどこま

での種類とか、どこまで細かくするとかいろんな技術開発パ

ターンが出てくるので、全てできるとは思えないが、もう少し

ルールを決めて分別するようにしたらよい。

・紙はなぜ分別できるかというと、見て分かるからだ。プラスチッ

クは見て分からない。ここが問題。それを見ればわかるように

工夫しないと無理。

・岐阜市の事例報告で、紙を集めたときに奨励金を出すという話

にびっくりしたが、トータルで考えてまとめて回収してそれを

コーティングしてリサイクルするよりも、奨励金を払って単一

素材を集める方が安いのであればそれは経済的には成り立つ仕

組みになると思った。もう一つは PET ボトルみたいに単一素材

にした方がリサイクルしやすいという話があったが、多くの場

合、単一素材化して賞味期限をちゃんと担保しようと思うと、

コスト的に 1.2 倍とか 1.5 倍になってしまう。トータルで考え

るとどっちが経済システムとして合理的かといういろんな議論

を積み上げて比較しないと、多分答えないのかと思う。

・スウェーデンではソーティングセンターが１カ所あり、狭い国

だから全市町村が持ってくる。そうすると紙もプラスチックも

全部機械で選別するだけで、そういうことを今現実にやって出

たものを売っている。紙はいくつかに分けるということを現実

にやっている。

・分別する、しないは別として、一つはまとめることによる規模

の経済。例えば小さな市で新しい焼却炉を買うのを止めて、統

合していってコストダウンをするのという方策と、二つ目が分

別を県全体でルールを一定化して地元企業と決めたこのマーク

はこうだとか、スーパーの店頭をどう利用しようとか、何かそ

ういう仕組みを作って分別を徹底的にやる。もう一つは、分別

が面倒くさいからまとめてやるソーティングセンター。結構コ

ストダウンをしながら質を高める方策だ。

＜ごみに関する教育について＞

【市民】

・分別をすることがどれぐらい重要で、地球環境の未来に対して

どれぐらいの貢献度があるかということをもっと周知すること

が大事。国も自治体もその周知が足らないと思う。例えばレジ

袋をみんなで有料化したが、それによって二酸化炭素はこれぐ

らい減った、未来の地球環境がこれぐらい守れる、というイメー

ジが国民にどれぐらい伝わっているだろうか。プラスチックの

スプーンとかフォークとかもコンビニで今は有料化になってい

るが、そういう成果も国民にフィードバックされているかは少

し疑問に感じている。

・汎用プラスチックぐらいはもう小学校で教えるべきだと思う。

PP とかポリエチレンとか塩ビだとかは、私はプラ関連の仕事

をしていたのでわかるが、一般の人は未だにビニール袋、ビニー

ル傘。ビニールではない。そこを教育できなければ、いくら自

岐
阜
会
場
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治体が PR をしっかりやって、資料を作っても無理だと思う。

・学校で教えるのは、子供たちの未来に対して、どういう暮らし

方、どういうごみの出し方、食材の選び方をするのが大事かと

いう話の中にプラスチックも紙も入ってくる。そういう総合的

な生活の話の中で、子供たちに伝えたことが親に伝わることが

大事。私も子供たちの前で３Ｒとかいろいろ話したが、専門家

である必要はないと思う。

・環境学習では、近隣の中学生、小学生を回って、スライドを使っ

て教えている。それと外部からの依頼で、容器包装のリサイク

ルではこんな流れで循環利用されているとか、プラ新法 33 条

では再商品化計画が認定されるという情報提供もしている。

・教育は大事で、PET ボトルはメーカーの方々の大変な努力があ

る。昔は色付きの PET ボトルがあったが、それはもう一部外国

製のものしかないという状況だとか、炭酸は普通のお茶と形が

違う。ふたを開けたときの飲み口が工夫されていて、四角があっ

たり、丸があったり、PET ボトル一つとっても話すネタはたく

さんある。そういうことをもう少し子供たちに教えてあげても

いいと思っている。

・僕には歯みがき理論というのがある。小さい頃は歯磨きが嫌

だったが、今だとやらないと気持ちが悪い。ただ、慣れるまで

は大変だけど、慣れてしまえばもう何気なくできてしまう。分

別も義務とかルールという感じではなくて自分でやるという動

機付けができればみんなやってくれる。歯磨きであれば虫歯に

なるとか歯が抜けるのが嫌だと思ったら自分でするようにな

る。地球作りを自分のためにやるというようにできれば、みん

なやってくれる。

【行政】

・プラスチックのような容器包装は基本的には市の方のガイド

ブックで分別されている。プラスチックのマークを目印に、そ

れで出すように言っても、そうじゃないコップが出てきたりす

る。そういう入れてほしくないものが 10％以上出てくる。地

域の講座などで説明しても実際に出される人は感覚的なものに

なってしまって、そこを細かくすると複雑になる。

・詳しく品目別に分けたら、出される皆さんの理解度自体がかな

り細かくなってくるので、面倒だからもうごみに入れるかとい

うところもある。

・小学４年生の教科書にはポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ

スチレン、塩ビが載っている。

【事業者】

・教育では、小学校からやっておくべきだと思うが、実体験とし

て、教科書で習ったことと自治体でやっていることが違うと、

自分ごととして捉えられないので、国内である程度統一されて、

同じ教育と同じ判断でやっていけることは、長期的に見たらす

ごく必要なことだと思っている。

・小さい頃に暮らしていた街はごみ袋にお金がかかっていた。そ

こで意識が変わったし、子供の頃に住んでいた町はごみ袋に名

前まで書かないといけなくて、責任を持って捨てるという分別

だった。そこから全然違う地域に住むと、やらなくていいのか

みたいなずるい気持ちも出てくる。教育とシステムと実態が連

動していることはすごく重要だと考えている。

＜バイオマスプラスチックの普及について＞

【市民】

・バイオマスプラについて、企業の方はすごく頑張っていると感

じているが、従来のものより値段が上がるとか、なかなか普及

しない。もう少し国としてバイオマスプラをたくさん使うよう

にしないと広まっていかない。

【事業者】

・バイオプラの値段に影響しないように、１％とか３％バイオマ

スを全商品に配合して、認知を上げようとしている。

・エコマークから始まってバイオマスマーク、日本バイオプラス

チック協会の BP マークなんかもレジ袋で当たり前のように使

われている。広がりつつあるのは間違いない。

・石油プラが大体年間４億 t使われているのに対して、まだバイ

オプラは 200 万 t ぐらいしか作られていない。

・バイオマスが弊社の食品容器関係では、海外依存のものが圧倒

的に多いので、どうしても為替の影響も受け、素材自体の開発

も難しいところがある。

・バイオプラを廃材の木材から作るとか使った割り箸から作るな

らいいが、遺伝子組み換えのコーンをたくさんつくって、それ

でアルコール作って燃料にしようとしても、人口が増えていく

中でコーン畑をこれ以上増やせない。森林を破壊するなという

ことで、実は環境省もバイオマスプラは 10 年後にすごくなる

と言うが、メーカーとして食べ物と競合しないかどうかが気に

なる。

＜水平リサイクルについて＞

【市民】

・水平リサイクルできている容器は何か。

【行政】

・多くの市町では、ボトル to ボトル、PET ボトルを PET ボトル

にとか、びんをびんにというのを水平リサイクルと思っている

が、紙の場合にどこまでできるのかを知りたい。

・最近国が言っているようなサーキュラーエコノミーというと、

究極は水平リサイクル化というイメージは持っている。

・例えば PET ボトルでは、最近自治体が容リ協に回すよりも三重

県の津にある特定の企業のメカニカルセンターに持っていくと

いう流れができていることについてはどう考えたら良いか。

【事業者】

・水平リサイクルは、PET ボトルでいうと、ルートを容リルート

で行くのか、市町村からダイレクトに行くのかということだ

が、実は容リルートはあくまで家庭用だけで、自動販売機の横

の PET ボトルだとかオフィス内の PET ボトルは、ボトル to ボ

トルで回すことになる。ボトルがシートになって卵のパックに

なるのはカスケード型だと思う。

・段ボールは 100％ではないが、ほぼ回っている。缶もほぼ回っ

ている。紙もそうだ。新聞紙が全部新聞紙になるわけではなく

て、新聞紙の半分が新聞紙になって、あとは違うものになる。

紙でもパルプを入れなければいけない場合もある。

・シール台紙を水平リサイクルするのは限定的だが、スキームの

中で確立されている。水平リサイクルでは、トレーサビリティ

というか、どこから入ってきたものなのかが明確にわかってな

いと難しい。リサイクル材を使うときに、トレーサビリティが

取れてないと衛生の問題とかがあり、食品や医薬品には直接接

するものに使えないものは水平リサイクルが難しい。

・ハンガーを回収してハンガーをつくるという、地域限定の事例

がある。ハンガーをブランド化して社名を入れ、市も関わって

いる。

・私たちは目方で商売するので、発泡スチロールのような軽い物

を回収してこいと言われると、採算が合わない。空気を運んで

いるようなもので、コストを考えてほしい。

・紙は排出者にお金を払える。だからサーキュラーエコノミーを

85％は実現している。

・プラスチックも排出者にお金を払えるマテリアルリサイクルが
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できれば可能。要は排出者から買うことができたら可能だ。ア

ルミ缶などはものすごく金額が高いのでリサイクルできるが、

プラスチックは単価が低い。

・プラスチックはどうやったら高くなるか。その仕組みをどう考

えるかが課題。

・プラスチック使用製品設計認定制度は環境配慮設計の仕上がり

の良いトップランナーを認定する制度で、自分で制度を作って

申請する。ごく最近、飲料用 PET ボトルと化粧品の容器と洗剤

容器からそれぞれ申請を出して、今審査が終わったところ。経

産省と環境省のホームページに載っているが、認定制度は事業

者にとって環境配慮製品の拡大の支えにしたい。

＜プラスチックリサイクルについて＞

【市民】

・大垣では、最初プラボトルとトレーに特定して分別していた。

マヨネーズやケチャップ、オイルなどのボトルは除外していた

が、もうすぐ全てのプラ製品を対象に拠点回収が始まる。まだ

市民に周知されていない。行政にはちゃんと説明してほしい。

【行政】

・先ほど分別を止めればいいという話があったが、自治体には止

められない事情がある。例えば焼却施設を建て替えるのに国の

補助をもらわなければできないという自治体が多いが、実はそ

の補助金をもらうためには、プラ新法に対応してその他製品プ

ラスチックの分別を実施しなければいけない。

【事業者】

・段ボールが段ボールになると誰もわかっていない。みんなトイ

レットペーパーになると思っている。紙でも難しいのに、プラ

スチックなんかなおさらできないのではないか。

・プラスチックの知識がない中で、マテリアルリサイクルで求め

られるレベルのものが集まるのか。集まらないのなら、やめた

方がいい。

・プラスチック製品は出されるもの全てが製品になっているわけ

ではない。よくできても半分。素材の問題で、複合化すると回

収が難しくなる。単一素材で作った分だけ純度の高い製品を回

収することができる。ただ各業界でいろんな問題があるので、

100％対応が難しい。現状は 50 何％が原料として回収される。

その原料の扱いは、バージングレード、産廃グレード、容リグ

レードと各種かのグレードができてきた。使う側も容リ協の取

りまとめもあって安い。100％同じ形はできるが、果たして同

じ強度を持たせて使うことができるかどうかは、まだ課題があ

る。

・メーカーがどんどん技術を進めて行くと、リサイクラーがつい

ていけない実態がある。だから、このような作る側と最後の処

理をする側が交流できる場が大事だと思っている。

・リサイクルの効率を上げるには、住民の分別項目を細かくする

ことが有効かもしれないが、回収する方法を新たに考えないと

いけない。

・日本みたいに働く人が少なくなっていれば、物流の効率化を考

えると、詰め替えパウチにするのは価値があると思う。複合素

材は複合素材で理解をしてそれで集めたらいいと思うし、単一

素材のものは単一素材で集めたらいい。消費者は素材がわから

なくても、PET ボトルは形でわかる。形でわかるならその方が

いいと思う。

・マテリアルリサイクルは今収率が 45％。今年は事業者負担 500

億円で過去最高。食品会社はみんな払っているが、だんだん費

用負担が増えてくると大丈夫かという話になる。一方で、受け

皿をお願いしているリサイクラーの能力がだんだん集める量が

増えて苦しい。いっぱい集めるとオーバーフローしてできない

という話になるかもしれない。そうすると、各自治体で考えろ

とか目先の話になる。

・プラスチックの目線から見て一つ欠けているのは、これは PET

ボトルだが、キャップはポリプロピレン、ラベルはポリエチレ

ン。一緒になっているので、分けなければリサイクルできない

が、一緒に集めて機械とかで分けるもっと賢い方法として、国

にソーティングセンターとして選別だけをやる工程を独立した

方がいいと言っている。

・スウェーデンは１カ所で分ける専門のセンターがある。そこは

金属とかびん、プラスチックなどを全部機械で分ける。PET ボ

トルもヨーロッパではキャップもラベルも外れない。散乱ごみ

にならないようにするためで、それを機械選別して、洗浄して、

効率のいい AI を使ってやっている。

・プラスチックのリサイクルは今が過渡期にあって変えなきゃい

けないし、2030 年ぐらいになったときにパンクする。海洋ご

みもあり、ヨーロッパではポリスチレンや発泡スチロールは禁

止。理由はリサイクルできないからと言っている。だけど日本

では、汚い発泡スチロールをケミカルリサイクルでバージン材

に戻している。つまり技術はあるが、選別はお金がかかる。

・容器包装は今 70 万ｔと聞いているが、一生懸命集めて１年間

で１ｔぐらい。１ｔ集めるのに数十倍のお金がかかっている。

今のマテリアルリサイクルは疑問だが、化学的手法ならできる

のではないか。

・今のままでいくと、プラスチックの材料は外国から買わないと

使えないというぐらい逼迫する。サウジアラビアのある石油会

社は、ヨーロッパ仕様の設計をしていて、廃プラスチックから

作って売り出している。今、割り当てで売っているが、日本人

には売らないと言っている。

・私どもは経産省とソーティングセンターという分ける専門の施

設を作って、そこで４～５種類に分けてそれを売ろうという実

験をやろうとしている。つまり、変わる兆しが少しは出てきて

いる。自治体と一緒にやらないと多分できない。集めるところ

は大変だけど、分別ルールを一本化して、自治体が同じルール

で集めるようにすれば、状況が変わると思っている。

◇Ｃグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇は進行役）

　箕浦弘二 大垣市役所 クリーンセンター主幹

　安田学史 関市市民環境部環境課課長補佐

　梶原成元 （公財）廃棄物・３Ｒ研究財団理事長

　岩間　誠 NPO 法人いびがわミズみずエコステーション理

事・事務局長

　青木大地 日報ビジネス株式会社環境編集部（月刊「廃棄物」）

係長

　加納竜一 丸硝株式会社総務部係長

　佐藤寛之 リスパック株式会社総務部総務チームリーダー

　神山千郷 グリーンリメイク株式会社代表取締役

　前川恵士 日本容器包装リサイクル協会 プラ容器事業部 部

長

　福浪基文 ガラスびん３Ｒ促進協議会事務局

　外薗典明 スチール缶リサイクル協会 部長

　川村節也 紙製容器包装リサイクル推進協議会 専務理事・

事務局長

　内山謙一 全国段ボール工業組合連合会 事務局長

〇小松郁夫 PET ボトルリサイクル推進協議会 専務理事

　山田道広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会事務
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局長

　平　久 (公財)廃棄物・３Ｒ研究財団（３Ｒ・資源循環

推進フォーラム事務局）

＜分別回収について＞

【市民】

・県の中で分別収集を統一しようみたいな議論はあるか。県が統

一させるとか、国が統一させるのはなかなか難しいが、そもそ

も統一する必要があると自治体が考えているかどうか。

・鳥取県米子市では 2024 年度に 13 区分から 11 区分に変更して、

再利用びんと牛乳パックが廃止された。びんは缶ビールの消費

量が増えたこと、牛乳パックの収集量が減少しているためで、

収集の効率を高める取組だった。自治体には、収集のマンパワー

の関係とか集まらないから減らすという動きもあると思う。自

治体は地域性や商品の動向を考えていると思う。

・市町村の分別収集は、市町村によって施設が違うこと、もう一

つは協力してくれる人たちや地元のリサイクル業者の存在が

あって、市町村によって変わる。もう一つは廃棄物処理法が、

特に一般廃棄物の場合は国が口を出さない方向に法制度改正が

進められて、地方自治優先。例えば補助金ではなくて交付金に

なることもあって、制度的にも難しいところがある。ただプラ

スチック循環法ができるとか、容リ法もそうだが、分野ごとに

はある程度の方向性を出している。

・容器包装とそれ以外の区別ができない。

・私が住んでいるところは、プラスチック製品を一括回収をする

以前は、容器包装プラスチックの定義を聞いたが、例えば食品

に付いているラップは容器包装だが、家庭で使う市販のトレー、

ラップは容器包装ではない。そういう分別がなんでそうなのか

がわからないと言われると、私もちょっと困ってしまう。市民

にはわかりにくい。

・市ではプラマークを見て分けている人はほとんどいないと思

う。プラスチックだと思うからプラスチックに入れている。そ

うした場合に、それが容リプラとして容リ協の入札にかかると

すると、容リではないものが何割あるからその部分は金払わな

いという話になるのか。

・電池が入っている製品については、EU は既に電池を取れる製

品に変えている。必ず取れることが前提の商品しか売らせない

というルールを作っている。素材の議論も環境配慮設計も全部

そういうように製品を見直すように今なりつつある。

・資源を有効利用しようという議論は上流の製品メーカーでどん

どん進んでいるが、実はどうやってリサイクルをするか、どん

な形のリサイクルが効率的かという観点で、収集ルートを変え

るとか製品自体を変えるとか、そういう議論をしないとうまく

回っていかないが、そういう議論が実はあまりされていない。

製品を作る側の人たちにもぜひ考えていただければと思ってい

る。

【行政】

・全国で今、1,700 ぐらいの自治体があるが、その自治体の分別

の品目が全く統一されていない。そうなると事業者がせっかく

リサイクルに向けた取組をしようとしても、なかなかそれに

乗っかった取組が出てこないと思う。事業者の団体の方から自

治体に統一化するようもっと積極的に言わないとリサイクルは

上がっていかない。

・市町村で分別を統一するという話は特に行ったことはない。む

しろ、それぞれの市町村でできることをやるように言うぐらい

だ。

・リサイクル率を上げるために分別を増やそうという話が出たこ

とはあっても、付き合いのある収集業者とうちはこれができる

といった話しかないので、周辺の市町村がそろってこれをやろ

うということは基本的にはない。隣の市と行政事務組合を組ん

でいるので、緩やかに大体同じものをやろうという話にはなる

が、それでも統一しない。

・容リでないものが入っていても許容範囲があるので、異物の混

入は認められている。市町村は中間処理場で異物と思われるも

のは抜いているが、入札では許容範囲がある。

・携帯用の扇風機は、プラスチックの部分は製品プラスチック。

モーターとか電池とかは外さないと怖い。しかし、市民はプラ

スチックという認識で入れる。多分８割の方はモーターや電池

が入っていることがわかっていても、持ってきて入れている。

こういう分別が進んで何か新しいことを始めたときは、10 年

はかかると思っている。

・ガラスもワンカップはリサイクル、百均で売っているよく似た

デザインのコップは製品だから容器包装の収集には出せない、

お菓子のクッキーの缶もこれは容器だからリサイクルで、同じ

く 100 均で売っている同じようなものは製品だから対象外、と

市民に説明しても理解してもらえない。容器包装での回収は限

界があると思う。

・梅酒のびんは梅酒が入ったものを買ってきたもので、隣にある

梅酒のびんは梅を漬けるためにスーパーで買ってきたもの。ど

こが違うのかと言われると説明できない。

・出口がこうなるためにはこれは駄目と言うと理解してもらえる

ので出口から説明できるといいが、プラスチックはなかなかそ

れが難しい。行政は市民の中にどれだけ味方を作るかが重要な

ので、そういう説明の仕方ができるものが早く浸透しやすい。

【事業者】

・自治体は資源ごみを回収する義務があるとしてしまえば、おそ

らく 1,700 の自治体は必ず申し込まないといけないが、今の法

律はそうなっていない。例えばプラスチックのリサイクルを容

リ協に申し込んでいる市町村は 1,100 ぐらいしかない。市町村

数で言えば 65％しか申し込んでいない。人口比率では 75％で

大きな市町村が申し込んでいる。申し込んでいない市町村のほ

とんどは生ごみと一緒に燃やしている。良くて熱回収というの

が実態。それは法律がマストではなくて自治体の選択に委ねら

れているからだ。

・プラスチック資源循環促進法では２年前から製品プラスチック

も申し込めるが、それができた初年度に 35 市町村が申し込み、

今年２年目は 87 市町村。まだそんなレベルで、どうしたら増

えるかが大きな課題となっている。

・商業施設などでは独自で集めているものは、自主回収量という

形で容リ法の報告書に記入されている。そのデータは出してい

る。

・紙製容器包装の回収リサイクルでは、容リルート回収している

自治体の数が 140 ぐらい。ほとんどは、雑紙、雑誌、あるいは
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古紙全般として回収されている。われわれも人口 10 万人程度

以上の大体 300 の自治体でアンケート調査しているが、大体

90％ぐらいは何らかの形で把握している。自治体が独自処理し

ている数字は捉えている。集団回収は補助金を出しているもの

については把握しているが、補助金を出していない集団回収

や、独自に完全にスーパーとかでやっているのはもう自治体も

まるっきりわからない。自治体はお金を出している場合以外は

わからない。

・プラ新法の製品プラスチックの定義では、概ねプラスチックと

あって、非常にわかりにくい。若干金属が混じっていても概ね

プラスチックだったらそのプラスチックを資源循環するのが目

標だと思う。しかし、スタートしたばかりだが、市町村は概ね

プラスチックなんてとても説明できないということで、100％

プラスチックを対象にするという市町村が非常に多い。

・概ねプラが OK の市町村では、これが概ねかというぐらいの鉄

の棒が入って、それでリサイクル事業者の設備を壊してしまっ

た例がある。スタートしたばかりで混乱しているのは仕方がな

いかもしれない。

・容器包装で中身が商品でなくてサービス品の場合は容器包装

に当たらないとかいうのは極めてわかりにくい。無料で配る

ティッシュのプラはサービスだから表示は必要ないというとも

うわからない。

・容リ法上の再商品化費用を払うと法律で決まっていることと、

実際の表示されているものと、免除になっているものと、中身

が安い商品でないものというのは法律で決まっているが、市民

側はわからないという。

・プラが一括回収になったら、今まで容器包装なのかどうかと

言っていたのは全部解消される。だから市民にとってわかりや

すい方向には行っている。

・ガラスの場合は、中に食品が最初に入っていたかどうかで食器

か容器包装かに分ける。食器の場合は、鉛のガラスとか耐熱ガ

ラスは異素材になる。普通のびんはソーダ石灰ガラスという

が、異素材になると溶けるときの温度が下がったり、ひずみが

変わったりして割れる原因になるので、厳密に分けていただけ

るとありがたい。

・例えばプラスチックと紙が複層になっているものは、プラス

チックの重量が 50％を超えた瞬間プラスチック容器になり、

紙が 50％超えれば紙容器になる。どちらもリサイクル可能か

というとできない。識別表示マークは資源有効利用促進法上、

付けることになっているが、実際にリサイクルできるかどうか

は別問題。

＜水平リサイクルについて＞

【行政】

・リサイクルされて何になっているかを話した時にそれが伝わる

と、その方は間違いなく市民の中の味方になる。それは事業者

の味方にもなる。

・スチールのリサイクルでサビがどこまで入っているのはいいの

かとか、スチール缶は必ず缶になるとか言えない部分がある。

・びんは細かく砕いてまたびんになるが、大垣市のびん会社から、

混入したよくないびんの写真をもらって、それを見せて、色が

一つ違うだけでもワンブロック違うびんになると話すと誰も買

わない。

・岐阜市では、家庭でびんビールを飲む人がほとんどいなくなっ

たので、びん回収を週１回と毎月１回回収していたのを週１回

だけにした。

【事業者】

・市民の方には水平リサイクルがわかりやすい。アルミ缶はアル

ミ缶に戻る、PET ボトルも PET ボトルになる。すごくわかりや

すい。よくスチール缶はスチール缶に戻るのかと質問されて、

缶が全国に散らばっている中で、缶用の鉄を作る場所は数カ所

しかなく、そこに全部集めることはできないが、その代わり何

にでもなる、リサイクル性が高いという話をするが、分かりづ

らいと思っている。

・紙製容器包装はほとんどが段ボールになる。段ボールも広い意

味で紙製容器包装だから水平リサイクルと言えばいいのではな

いかと思うが、要するに板紙には戻らない。だから水平リサイ

クル至上主義が本当にいいのかと思う。

・PET ボトルは前からボトル to ボトルだったわけではなく、こ

こ 10 年ぐらいで増えてきた。以前は PET ボトルを集めて、シー

トとか、卵パックとか繊維とかにリサイクルされていたが、当

時は PET ボトルに戻すことがどうしても難しかった。衛生の問

題とかがあって、一時ケミカルリサイクルしてまた樹脂に戻し

ていたが、コスト的な面もあってあまり増えなかった。ところ

が 10 年ぐらい前に新しい技術でまた戻せるようになった。ボ

トルは 85％リサイクルされているが、これからボトル to ボト

ルがどんどん増えると、卵パックは今まで再生材を使っていた

のにバージン材を使わなければならない。繊維もバージン材を

使うとなると、日本国内で考えたら、バージン材の導入は変わ

らない。水平リサイクルだけがいいのかどうか。

・バージン材の導入はトータルとして変わらないと言われたが、

私はそれでもボトルで回した方がトータルとしていいと思う。

というのは、シートとか繊維をつくっていた人は、今まで使用

済みの PET ボトルを使えていたが、それが手に入らなくなると

バージン材を使うというが、それでは経営的にやっていけない。

バージン材は使えないから、何か他の安いものを探そうとか、

もしくはシートは今までそのまま燃やされていたがそれをもう

一度シートにしようとか、そういうインセンティブが働くので

はないか。だから、10 年先の姿としてはバージンの使用量は

トータルで減ると思う。

・ガラスびんの場合は、水平リサイクルがコストダウンの方向に

なる。カレットという再生材を使うと溶けやすいので投入する

とエネルギーの量は減る。そういう意味で理想的な水平リサイ

クルに合っている。エネルギーが余分に要るのは駄目だと思う。

・水平リサイクルでは、兵庫で集めた PET ボトルを関東の工場で

リサイクルしてまた兵庫に持って行くという長距離移動もして

いたが、今は全国に PET のリサイクル工場ができている。西日

本にもできているから、移動距離は短くなっている。

＜プラスチックのリサイクルについて＞

・容器包装リサイクル協会から PET ボトルのリサイクル手法によ

る環境負荷の削減効果の報告書が公表された。カスケードリサ

イクルと水平リサイクルもリサイクルの効果は同等としてい

る。一方、マテリアルリサイクルはエネルギーをあまり使わな

いので、バージン材の半分以下でできる。ケミカルリサイクル

は１回分解してまた樹脂を作るのでバージン材並みのエネル

ギーを使用して CO2 排出をする。一方、焼却はプラスチックに

は元々炭素成分がありそれが CO2 として出るので、圧倒的に温

暖化に対して影響がある。そこで、まずリサイクルしやすいも

のは機械的な普通のリサイクルをする。難しい物を燃やすので

はなく、エネルギーかけても、ケミカルリサイクルした方が温

暖化にならない。ケミカルリサイクルしてもコスト的に合わな

いとか、プラスチックはリサイクルしても品質的にいいものが
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できないということがあるが、だからといって燃やすのは違う

ということを考えてもらうきっかけになる報告書だと思う。

・プラスチックは種類が多いので、うまくリサイクルができない

というところがある。プラの一括回収に関しても最終パレット

になると教えてもらったが、バージン材から作ったパレットは

リサイクラーが買い取ってまたリサイクルして材料になるが、

再生材で作ったパレットはリサイクラーが要らないというの

で、結局燃やしていると思う。トータルの CO2 排出量を考える

と、プラの一括回収も課題があると思う。

・パレットリサイクルで作ったパレットをまたパレットに戻すこ

とにこだわらずに、カスケードで流れて何か使えるものはある

のではないか。カスケードでできるところからやっていけばい

いと思う。それで駄目なものはケミカルで戻してやればいい。

それはみんなで議論する必要がある。業界だけでは狭いので、

今資源循環を推進している国なども含めて議論していくべきだ

と思う。

・自販機の回収箱を全国清涼飲料連合会が何年か前に調べたら、

３～４割がごみの混入があった。昔は街中とか公園にごみ箱が

あった。きれいにするために自治体の税金で全部回収して適正

処理していたが、そこの部分を今事業者が負担しているのが実

態。

＜資源回収について＞

【市民】

・日本の資源回収は世界でもトップクラス。一方で欧州発の提言

や政策に押され気味なのは日本の発信力が弱いからか。

・EU は 27 カ国あって、それで一つの経済圏として機能していく

ためには、同じルールで動かないといけないということを意識

していて、EU 法という形で施行している。EU は 4.5 億人ぐら

いで、それなりの中産階級が多い。マーケットとしてはアメリ

カより大きく世界最大。そうすると、EU に輸出する連中はみ

んな EU のルールを守らざるを得ないから、EU のルールを気に

する。アメリカのように気にしないところもあるが、企業は気

にしている。

【行政】

・関市ではびんの収集はやっていて容リルートで出しているが、

実際資源回収を PTA とかがするときに紙とか缶はやっている

が、びんをやってない。その理由は、びんを引き取ってくれる

ところが分からないからという。

【事業者】

・EU では今まで容器包装が廃棄物指令で規制されていたが、今

般規則等でもっと厳しい対応が要求されていて、その中でプラ

スチック包装でも 2030 年に発売するものに関して、再生材の

含有率が 30％を義務化している。PET ボトルでもその他のプラ

スチックでも、ヨーロッパは規制しないと進まないという考え

方。一方日本は事業者が自主目標立てて頑張るということで３

Ｒの自主行動計画も立てて今に至っている。

・リターナブルびんとかの類になると思うが、全国びん商連合会

という組織があるので、そこでその地域で引き取りをやってく

れているところを探す方法がある。びん商は売れるものは有価

で引き取っている。

・びんは P箱（プラスチック搬送用箱）に入っているビールびん

や一升びんならいいが、今はほとんどない。そうすると、市の

資源回収でリサイクル用の用途で集めることになる。

・びんをリサイクルしているカレットメーカーは全国に 20 社程

度なので、他の素材に比べると企業数が少ないので引取先が見

つからないというのはあるかもしれない。

＜環境配慮設計について＞

【市民】

・海外では容器包装のリサイクルのしやすさで、料金が変わると

いう制度がある。リサイクルのしやすさが、これは 95％リサ

イクルできるパッケージ、これは 70％しかリサイクルできな

いパッケージというレッテルが貼られる。複合材の議論はレッ

テルを貼ることになると思う。そういうニーズのあるものを４

パターンぐらい作るというような議論はできないものか。４パ

ターンで行くと決めたら、どのメーカーもその４パターンでつ

くる。

【事業者】

・レトルトパウチみたいなパウチ袋で、アルミ箔が中に一層入っ

ていてフィルムを貼り合わせてある製品で、今結構アルミ箔を

抜いているものが出てきている。アルミ箔がついていると、レ

ンジでチンができないから、アルミ箔抜きでスタンディングパ

ウチにしてそのままレンジで加熱できるものが結構増えてい

る。単一素材ではないが、リサイクルのしやすさへの一歩だと

思う。

グループ討論まとめ

【Ⅽグループ】（発表者：小松氏）

・Ｃグループでは、いろんな分野に対しての御意見、御質問が

あった。その中で多かったのが、分別排出とリサイクルに関す

ることだった。分別排出については、各自治体、市町村によっ

て分別の仕方はバラバラだが、それは全国である程度統一でき

ないかという意見が出た。過去の意見交換でも何回か出てきた

が、それに対して、地元の自治体としてはどうなのかと聞くと、

特に自治体としては統一しようという動きは少ないということ

だった。

・例えば収集運搬の事業者であったり、それからリサイクラーで

あったり、それぞれの地域によって、どこでも分ければ全部引

き取ってくれてリサイクルできるというのは量的なこともある

ので難しく、それ以上なかなか進まないのではないか。とはい

え、やはりある程度何か方向性がないと引っ越しとかでわかり

にくいという意見が結構多かった。

・分別に関しては、市民に分別するように言いつつ、識別表示で

市民がきちっと分別するのは、難しいという話も出ていた。

・識別マークを見て本当に分別しているのか、マークを見ていな

いのではないかという意見があり、これは本音の意見かもしれ

ないと思った。何となくこれはプラスチックと見た目で判断し

ているのではないかと思う。

・市民に対する啓発というところで、分けるように言っても、な

ぜそこまで分けるのかというところが、一般市民にはわかりに

くい。これをリサイクルすると、こういう製品になるが、こう

いうものが入るとリサイクルできないときちんと説明すると結

構市民の方は理解してくれて、その人たちはしっかりと分別し

てくれる。そういった啓発、特にその出口を意識した啓発が重
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要ではないかという意見が出ていた。

・リサイクルして何に変わっているかをきちっと理解してくれる

と、その人たちが味方になって分別も進む。そこで水平リサイ

クルというのは非常にわかりやすい。同じものになるというの

も市民も非常にわかりやすいし、みんなが協力してくれるとい

う意見が出ていた。

・一方、水平リサイクルは本当にいいのかという疑問に対して、

プラのことをいろいろ議論したが、やっぱりイメージが先行し

ていないか、本当に環境にもいいのかどうかというところで、

一つは PET ボトルの処理では、従来からマテリアルリサイクル、

カスケードリサイクルとボトル to ボトルの水平リサイクル、

それからケミカルリサイクルと焼却があるが、先日日本容器包

装リサイクル協会から、手法別の報告書が発行されていて、そ

の中に結論としては水平リサイクルとそれから従来のマテリア

ルリサイクルは環境負荷がほぼ同等。ケミカルリサイクルはエ

ネルギーを結構使うのでマテリアルリサイクルより CO2 排出量

が大きく、新しい材料を作るということでバージン材を使うの

とトントンのエネルギーを使うということでプラマイゼロぐら

い。一方、燃やしてしまうと、CO2 排出はたくさん出て、いく

ら熱回収してもどうしてもエネルギーの効率が悪い。そういう

報告書が出たことを紹介した。

・大きなところはそういうところで、結論は出なかったが、有意

義な議論ができたと思っている。

【Ａグループ】（発表者：田中氏）

・私どもの方は、14 人中 10 人が事業者ということだったので、

一応、前半の方は、岐阜市の質問に答えるという形で議論をさ

せていただいた。後半はいろいろな疑問などについて議論した。

・識別マークで市民は本当に分別しているのかということに対し

て、実際は市から送られてくる分別のカレンダーがあって、分

別のガイドラインとかを見て、分別しているということだった。

・アルミ缶とスチール缶のマークが小さくなったという話もあっ

た。なぜかというと、法定表記というものがだんだん増えてく

ると、マークを小さくしなければ納まりきらないということ

だった。何もかも入れるというのは難しいので、その辺を整理

していかなければならないという話もあった。

・あと市民の方たちがリサイクルの入り口になるので、その引取

をどう確保するか、市民にどう協力してもらうか、有効な手段

として分別してもらうということについても議論した。

・水平リサイクルの話では、水平リサイクルに偏ってしまうと危

険なので、多様なリサイクルができる方向を整理していくべき

ではないかというような議論があった。

・容器包装に求める利便性はどこまで対応しなければいけない

か、実はオーバースペックになっている可能性はないか、その

トレードオフとして価格とかリサイクルに対する適性が犠牲に

なっている可能性はないか、という話もあった。これに対して

はなかなか全体での対応が難しいので、それぞれの業界の中で

オーバースペックにならないような対応が必要ではないかとい

うような話があった。

【Ｂグループ】（発表者：久保氏）

・非常に活発な議論をしていただいた。資源物の再利用コスト、

分別回収について今の分別の在り方についてどうなのか、ある

いはコストはどうなのか、人件費が民間に委託したらどうなの

か、自治体の回収の在り様については課題がある、自治体別に

回収ルールがある中でリサイクルの問題を支援していくにはど

うするか、といったことが議論された。

・紙については分別をもっと細かくした方がいいという話もあ

り、そこから発展して、紙のリサイクル、段ボールのリサイク

ルについて、紙以外のものがある場合と紙だけのものを分けた

方がいいという話があった。

・その中でいろんな意見をいただいたが、自治体の分別の区分が

違うが一本化できないのかとか、自治体はさまざまな事情が

あって一本化は難しいという一方で、県としてどうなのかなど、

答えが出なかったが、全国的な標準の分別があってもいいので

はないかという意見も出た。これは誰に言うのかという話だっ

たが、環境省の人は来ていなかった。

・他にも、例えばリデュースとかリサイクル、ごみの分別などに

ついてだいぶ長時間議論をした。水平リサイクルとは何かとい

うことから、結局、わかりやすさでいくと、同じところにいく、

PET ボトルから PET ボトル、これはわかりやすいという話で、

市民に伝わっていることを考えると、ボトル to ボトルのよう

なことが一つの在り様ではないかという話だった。

・リサイクルの現場での話として、プラスチック容器包装と製品

プラを一緒に集めるようになったが、一緒の方が市民にはわか

りやすいという話もあった。ただ一緒に集めた後どうなるのか

という話から、今のプラスチック循環法等々を見ていくと、市

町村はプラスチックを収集しないと補助金がもらえない、焼却

炉等の補助金を切られるという話が一方であって、市町村は集

めざるを得ないが集めたものをどうハンドリングするかという

ときに、中長期のことを考えながら、プラスチックの在り様に

ついて展望する、議論することが必要という意見だった。

・ソーティングセンター構想の話もして、リサイクルにもいろん

な種類があること、ケミカルリサイクルもなかなかいいものが

できるという話をした。

・おかげさまで今日 29 回目の交流セミナーを無事に終えること

ができた。今日の意見交換をきっかけにいろいろと主体間連携

できるといいと思っている。よろしくお願いしたい。

岐
阜
会
場
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◆開会挨拶

〇環境省環境再生 ･資源循環局総務課容器包装・プラスチック資

源循環室主査　濱田倫氏

・皆さまには日頃から資源循環政策に

御理解、御協力いただき、お礼を申

し上げる。私は容リ法関係またプラ

スチック全般の資源循環を推進して

いる中で、特に環境配慮設計やバイ

オマスプラスチック・再生材を推進

している。

・われわれの取組として、気候変動、

海洋プラスチック汚染問題、またはネイチャーポジティブの実

現に向けて、資源循環、サーキュラーエコノミーへの移行が欠

かせず、また脱炭素においても石油由来のプラスチックを焼却

するのではなく、確実にリサイクルしていくことが欠かせない。

・そのためにプラスチック資源循環戦略における３Ｒ +リニュー

アブルの基本原則のもと六つのマイルストーンを達成するため

にさまざまな資源循環の取組を推進していて、その一つとして

サプライチェーンの上流から下流までのライフサイクル全体に

おける取組を総合的に推進していくために、プラスチック資源

循環促進法もあり、このような活動をしているが、今回のこの

セミナーもサプライチェーン全体のさまざまなステークホル

ダーの皆さまが一堂に会して忌憚のない意見交換を行い、信頼

性を築き、連携協働を推進していくという趣旨があり、まさに

ライフサイクル全体の取組を総合的に推進するためには、この

ような取組は非常に大事だと感じている。

・私は今回初めての参加になるが、ここでこの機会を活用して多

くのことを学び、皆さまとこれからも連携していけるような関

係を築いて、さらなる資源循環を促進していきたいと思ってい

る。本日はよろしくお願いしたい。

〇群馬県環境森林部廃棄物・リサイクル課 課長　松本潔志氏

・本日は多くの皆さまに御参加いただ

き感謝申し上げる。併せて、開催に

当たり御協力をいただいた環境省、

主催者である３Ｒ推進団体連絡会、

３Ｒ・資源循環推進フォーラムの皆

さまに感謝申し上げる。このセミ

ナーが群馬県で開催されることは、

県民の皆さま、それから市町村の職

員の方々と意見交換をさせていただ

く大変貴重な機会だと思っている。

・今濱田さまから、国においてこの資源循環、循環経済への移行

が進められているというお話があったが、群馬県としても循環

型社会づくり推進計画を作って進めている。そういった中で、

市町村と連携するとともに、本日御参加の環境アドバイザーの

皆さま、県民の皆さまときちんと連携していく、そうした行動

を通して資源循環、循環型社会づくりを進めたいと思っている。

・本日は、いろいろ事例報告等もいただき、またワークショップ

の中で忌憚のない意見交換をしていただいて、群馬県としても

いろいろ助言をいただく、課題の疑問についても解決させてい

ただく、そういった形でぜひ県内の循環型社会推進に役立たせ

ていただければと思っている。

・また、なかなか普段交流することがないが、リサイクルの事業

者の皆さまや、容器包装リサイクルに御協力いただいている製

造事業者の皆さまとも意見交換ができる非常に貴重な機会であ

る。50 名弱の参加者の皆さまそれぞれがこの機会を役立てて

いただければと思う。なお、県外から来られた皆さまにおかれ

てはぜひ群馬県でのひとときを楽しんでいただきたい。

・このセミナーが皆さまのお役に立つようお祈りして、御挨拶と

させていただく。

〇３Ｒ推進団体連絡会幹事長　久保直紀氏

・後段の意見交換では、議論のテーマ

の制限がなく何を言っても構わない

ので、心行くまでじっくりと意見交

換をしていただきたい。今回は 30

回目で、今年度は前回が岐阜市、そ

の前が高松市で開催するなど、全国

各地で開催している。群馬県で開催

させていただくのは初めてだが、地

域で関心のある意見交換をしていた

だきたい。最後までお付き合い下さい。

◆事例報告 1

「前橋市のごみ処理の現状と資源循環への取組」

前橋市環境部ごみ政策課 課長　大山幸成氏

・本日は前橋市の取組を２つほど紹介

し、ごみ処理の現状、ごみの減量・

資源化の取組、災害対応等の取組に

ついて紹介させていただく。

・初めに前橋市の取組として、「道の

駅まえばし赤城」の取組を紹介する。

「道の駅まえばし赤城」は上武国道

沿いに前橋の新たな玄関口として、

令和５年３月にオープンし、当初の

想定を大きく上回る人が訪れている。ぜひ「道の駅まえばし赤

城」をご利用いただければと思う。

・続いて前橋の全体の取組の二つ目の紹介で、新たなまち作りの

手法で取り組む「馬場川通り」～アーバンデザイン・プロジェ

クト～について紹介する。水路・遊歩道・道路を民間主体で民

間資金を活用して整備した手法は、国土交通大臣賞を受賞。車

道と歩道がフラットなレンガ敷きで、公衆トイレは海外の有名

なデザイナーの設計となっている。

・ここから本市のごみ処理の現状をお話したい。初めに、令和５

年度のごみ総排出量は令和４年度に引き続き減少し、106,080t

となり対前年比で 4.3％、平成 27 年度と比べ 13.1％減少した。

前年度と比較すると、家庭ごみ、事業系ごみともに減少した。

１人１日当たりの総排出量は 878g となり、前年度比で 37g 減

と大幅に減少、平成 27 年度からは 105g 減少した。前橋が策定

している一般廃棄物の処理基本計画で掲げる目標まではあと

53g という状況。可燃ごみが減少したのが主な要因となってい

第30回容器包装交流セミナー　in 前橋
～容器包装の３Rに関する市民・自治体・事業者との意見交換会～
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る。参考までに、前橋市のごみの排出の傾向を他自治体と比較

した場合、事業系の一般廃棄物の量が少ないことと、地域の資

源ごみの集団回収が多いことが特徴となっている。

・次にプラ容器の資源化量では、前橋市のプラ容器の回収量は毎

年 1,800t 前後で推移しており、市民の皆さんの協力もあり、

その量は県内の人口割合からしても頑張っている方ではないか

と思う。プラスチック資源循環法に関連して、プラスチック製

品の回収を現在検討しているが、施設能力の課題もあって、実

施に至っていない。引き続き、実施に向けて検討したいと考え

ている。

・それではここから具体的な取組について紹介する。初めに PET

ボトルの資源化では、前橋市と包括連携協定を締結する株式会

社セブンイレブンジャパンにおいて、前橋市内の 79 店舗にペッ

トボトル回収機を設置し、PET ボトルを再び PET ボトルにリサ

イクルするボトル to ボトルの取組が始まった。事業開始の昨

年 6 月から 12 月までの回収量は約 25t で、多くの市民の皆さ

んにご利用いただいている。

・次にマイボトル利用促進の取組だが、市内のコーヒーショップ

などの協力をいただき、マイボトルを持参した際の料金割引の

実施や、「もってこマイボトル」と題したポスターを作成し、

広報、ホームページ、アプリを活用した啓発を行っている他、

協力店舗にお願いして、店内にポスターを貼っていただくなど

の啓発も行っている。

・次に、バイオマスを配合した前橋市指定ごみ袋作成の取組につ

いてだが、この指定ごみ袋は、豆腐製造の最大手である前橋市

内に本社がある相模屋食料（株）がおからを原料に開発したバ

イオマスプラスチックを配合し、外国人にもわかりやすいイラ

ストや８言語で分別案内を記している。このごみ袋は現時点で

は販売の予定はないが、イベントや日本語学校で開催される分

別説明会などでごみの分け方、出し方が分からない外国人に配

布するなど、啓発用として利用している。参考までに、前橋に

登録のある外国人の数は１万人を超え、県内では伊勢崎市、太

田市に次ぐ３番目に多く、日本語学校や専門学校に通う外国人

の学生が多いことが特徴となっている。

・続いては容器包装プラスチック分別啓発モデル事業で、昨年の

９月～ 10 月の２カ月間市内のプラ容器の回収量の割合が少な

い地域で、プラ容器専用の指定ごみ袋と啓発用チラシを全家庭

に配布する実証事業を実施した。このプラスチック専用の指定

ごみ袋は、今回新たにサンプルとして作成した。結果は昨年度

より概ね 20％回収量が増加し、一定の効果があることがわかっ

た。参考までに前橋市では、可燃・不燃・資源のごみ袋は一つ

のごみ袋を共用している。またアンケートでは、プラスチック

専用の袋が配布されて、分別する意識が芽生えたという意見が

ある一方で、現在の袋でも出せるので、意欲の問題ではないか

という意見もあった。このモデル事業は若手の職員が企画立案

したもので、今後の事業を進める上でいい経験になったと思っ

ている。

・ここからは、生ごみ減量の取組になる。段ボールコンポストは、

段ボールの中に土壌改良材（母材）を入れて、微生物の力で生

ごみを分解する環境に優しい取組。母材は連携協定を締結する

国土緑化（株）から無償で提供してもらった物を市役所の窓口

で配布しており、毎年 300 人前後の方が利用している。コンポ

ストの普及に向けては、今日このセミナーに御参加いただいて

いる環境アドバイザーと連携をして、啓発イベントで活用案内

や母材の配布を行っている。また、ごみ減量器具の購入に対し

ては、電動式生ごみ処理機は１万円、生ごみ処理容器であれば

3,000 円を限度として購入費を助成している。大変好評で今年

度は 10 月に予算に達したため受付は既に終了している。この

事業は、市で運営している太陽光発電３か所、小水力発電の売

電収入を原資として実施している。

・次に災害対応等についての取組で、前橋市では令和２年度に前

橋市災害廃棄物処理計画を策定し、令和４年度に前橋市災害廃

棄物処理初動マニュアルを策定した。昨年の 11 月には前橋を

会場に、群馬県主催の下、市が訓練を担当し、災害廃棄物の仮

置場設置・運営訓練を実施。当日は県と市の他に関係団体にも

ご参加いただき、開会の後、敷鉄板の設置訓練、仮置場の設営

訓練、災害廃棄物の搬入訓練、災害廃棄物の搬出訓練を行い、

最後に環境省から御講評をいただき、閉会した。災害廃棄物の

訓練については、これまで情報伝達訓練や図上訓練の経験は

あったが、実地での訓練は初めてだったので、こういった経験

を積むことで円滑な災害対応につなげられればと思っている。

なお、一昨年発生した能登半島地震における被災地支援として、

前橋からも職員１名を富山県氷見市へ派遣し、公費解体申請の

受付業務や災害廃棄物の仮置場の運営事務に従事した。

・最後は、小型充電式電池、いわゆるリチウムイオン電池等の対

応になる。この製品は不燃ごみや、最近では川口市の清掃工場

の事例のように可燃ごみとして排出されることが多く、清掃工

場やごみ収集時に発生する火災の大きな要因となっている。前

橋市では今年度も小型充電式電池使用製品を原因とするごみ収

集車の火災が発生している。小型充電式電池の廃棄は、家電量

販店への持ち込みを推奨しているが、店頭回収や取り外しが難

しい場合は、今年度から資源ごみの日に危険有害ごみとして出

すことを可能にした。これはあくまでも、自己防衛のためにし

ている。（一社）日本たばこ協会と連携して、電子タバコのリサ

イクルも始めたほか、リネットジャパン（株）と連携して、宅

配便を活用したパソコンなどのリサイクル事業も行っている。

・最後になるが、小型充電式電池の使用製品の問題や資源循環、

リサイクルの取組は、１自治体で取り組めるものではなく、国、

県、市町村、企業、関係団体、住民の皆さんが一体となって取

り組まないと進まないので、ご参会の皆さんには、引き続きご

支援をお願いして、私の事例報告を終了する。

◆事例報告２

「環境アドバイザーごみ部活会の活動」

群馬県環境アドバイザー連絡協議会ごみ部会部会長　

奈賀由香子氏

・群馬県環境アドバイザーは、登録す

れば誰でもなれるもので、平成４年

からもう 33 年、大先輩がたくさん

おられる。現在の登録者数は329名、

内ごみ部会は 111 名。ただ実際に活

動するかどうかは別問題。登録する

だけでは活動ができないので横のつ

ながりを持つために連絡協議会があ

る。その中に４つの部会があり、それぞれの部会テーマで普及

啓発や実践を行うとか実践活動を行うなどテーマごとに活動を

している。

・この部会は歴史が長く、かつての問題は生ごみが主流で多くの

部分を占めていたので、水切りの問題とかたい肥化の問題など

にすごく取り組んできた。県とか自治体とも一緒になって、ご

み減量活動事例報告会に始まり、みんなのごみ減量フォーラム

ももう 10 年ぐらいやっている。その最初にパネルディスカッ

ションに出られたリユース食器センターの方の場合、今では群

馬マラソンでリユース食器を使うのは当たり前になってきてい

前
橋
会
場
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るし、廃食用油を回収していた NPO 法人はそれで BDF を作って

いたが、業者が群馬では市民が集めてくれる、すごいことだと

言っていたのが忘れられない。

・令和になって知事も変わり、「ぐんま５つのゼロ宣言」が令和

４年に条例化された。その中の宣言４にプラスチックごみゼロ

がある。たい肥化とか生ごみとかという問題は大きいが、今プ

ラスチックごみがすごく注目されているので、そこに取り組ん

でいかなくてはいけないと思っている。

・６月から第 13 期が始まっているが、何年かはコロナで失われ

たので、本当に活動は始まったばかり。部会のメンバーは結構

多種多様な方がいるので、それぞれがどんな活動をしているの

かをまず紹介していただいて、そこから何ができるかを話し合

うことから始まった。そして定例会は２カ月に一度行ってい

て、その隙間に実践とか学習とか、何か身になるようなものの

活動を入れている。８月にあった定例会では量り売りの店を始

められた方がいるので、なぜそんなことを始めようと思ったの

かとか、どうやってできたかとかを話していただいた。彼女は

ごみを減らしたい思いから店を始めたと話していたが、量り売

りの店は群馬県内ではまだ少ない。そこでメンバーでそこの店

へ行って買い物をするという体験をした。実際に自分の容器を

持って行って必要な分だけ買い物ができるので余分に買わなく

て済み、ごみの出ない買い物ということで大変好評だった。こ

このお店では食品以外に歯ブラシや石鹸、ストローなど、エコ

に配慮した商品を置いている。容器を持ってくるのを忘れた方

には貸しびんという制度もやっていて、返すとお金が戻ってく

るシステム。袋を忘れた方には袋も１枚 27 円とちょっと高い

が、こういうのも売っている。

・さらにこちらの店ではテラサイクルの回収ボックスも設置。ア

メリカの会社で、お客さんが使用済みのものを持ってきて置い

ておくと、無料で回収してくれる。これはどんな店舗でもやれ

るので取り組んだらいいのではという話だった。これはすごい

と思っていたら、ごみ部会の中に LINE グループがあり、そこ

で紹介したら、早速、富岡市でもやっているという連絡があり、

行くと富岡市役所と生涯学習センターにボックスが設置されて

いた。これはプラスチックの文房具とか歯ブラシなどで、こう

いった有用な情報をまず共有しようということで、どんどん流

すようにしている。こういう回収ボックスがいつか当たり前

になってくれたらいいと思う。家電リサイクルも古いのは引き

取ってもらえるシステムができれば本当にいいと思う。

・10 月の部会では、整理・収納アドバイザーの方からごみと考

えるか物と考えるかという捉え方の問題を話していただきなが

ら、古新聞を活用した紙袋を 120 個ほど作った。これにレタス

の苗を入れ、11 月の環境フェスティバルで配布した。そして

10 月 30 日には食品ロス削減全国大会が群馬県であり、何か出

展しなくてはということで、この部会では、「もう捨てている

場合ではない」という啓発したポスターを作った。

・12 月の部会では前橋市にごみの出前講座をしていただき、前

橋市のごみの現状と、特にこちらからリクエストして紙ごみに

ついて話していただいた。紙マークがついているとリサイクル

してもらえると思うが、実はそうではない。コーティングして

いる物は駄目だとかいろいろある。そういうことが全然市民に

伝わっていないので、紙マークを何とかしてほしいということ

が話の中で出てきた。

・あと１月に隙間行事として、江戸時代の循環型の暮らし方を聞

く会をした。今はこんな物があるが、江戸時代はなくてどう

やって暮らしていたのかと本当に知恵の部分で学ぶことがたく

さんあった。いろんなテーマで深く聞いていくとすごく面白い

と思った。これはジーンズから作ったバッグだが、会合がある

と、皆さん自分で作ったリメイク品などを持ってきて披露して

くれる。そうすると、それができるならやってみようという感

じで何となくいい感じになる。

・ごみと関係はないが、環境アドバイザーの有志が 10 人近く集

まって、東京にある Refi ll Japan の活動に賛同して、その群馬

県窓口の「Refi ll ぐんま」を立ち上げた。もう４年くらいには

なるが、普及啓発のためイベントでは、この絵の具は元が化粧

品でこんなふうになると説明しながら、それでお絵描きをして

もらったりしている。去年は「プラスチックの海」という映画

の上映会をして、プラスチックは私たちの生活とこんなに関

わっているという話しをした。これも 200 名ぐらい来ていただ

いて、大変好評だった。この Refi ll の活動は何かというと、マ

イボトルに給水できる給水スポットと持参容器で買い物ができ

る容器スポットを、うちの店でやっていいという登録をしても

らってマップに落としていくという活動で、高崎の「ちいきし

んぶん」が大きく取り上げてくれた。高崎市でもエコラボカフェ

という食材などにこだわったエコな店が量り売りを始めるとい

うので一緒に取材を受け、Refi ll の活動を紹介していただいた。

・Refi ll Japan に所属しているのは全国で 29 地域。それぞれの

規模はさまざまだが、群馬県は県全体を対象にしている。他の

地域では、生駒市のように市単位で所属している場合や、石川・

福井みたいに２県にまたがっている形態もある。うちは県で一

つなので、定例会とかも全てオンライン。活動のときだけ集まっ

てみんなで集中して取り組むという活動の仕方をしている。

・環境アドバイザーの仲間に吉本興業のアンカンミンカンという

コンビの片方の富所という方がいて、毎年年末の 12 月 30 日に

ごみ拾いをしようというイベントをやっている。彼が呼びかけ

るとラジオのリスナーとかファンの方とかが集まる。今年はご

み部会でも一緒にやってみようということでアドバイザーの方

が９名集まって一緒にごみ拾いをした。ごみを拾うと、世の中

の様子がわかるというか、どんなごみが多いかとかいろんなこ

とがわかってくる。その富所さんがごみ拾いをするときには、

派手な格好して目立つようにするのがモットー。ごみを捨てる

人は拾ったことがないと捨てる。でも、ごみを拾っている人を

見ると、捨てにくくなると言って目立つようにごみ拾いをする

ということで、着ぐるみみたいなのを着てきた人もだいぶいた。

・うちの先週の部会では会議の後半に「ごみゼロゲーム」をした。

御存知の方はあまりいないようだが、（一社）ゼロ・ウェイスト・

ジャパンが作っているカードゲーム。５人一組でチームができ

るので、行政には特にお勧め。これは、こういうごみがあると、

どう処理するかをそれぞれが考えて、私はこのように処理する

と言えば、他の人たちがそれはこうじゃないとかワイワイ、ガ

ヤガヤと進めていくゲームなので非常に楽しい。そういう見方

もある、そういう方法もあると、いかにごみにしないで使える

方法を考えるのはすごく楽しい。

・ごみは作った所と売った所、出した所が引き取ってくれれば、

ごみにならなくて済むと思う。今の日本の容器リサイクル法の

中では片付かないことかもしれないが、ぜひループのような仕

組みを、業界を越えて作っていただければと思う。よろしくお

願いしたい。

◆事例報告３

「容器包装３Ｒ推進のための自主行動計画 2025 ～ 2023 年度実績

フォローアップ報告～」

３Ｒ推進団体連絡会幹事長　久保直紀氏

・今日は、当連絡会が進めている自主行動計画の 2023 年度実績
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の報告をさせていただく。全体の自

主行動計画の概要は、画面の通り。

結成が 2005 年なので、もう 20 年に

なる。自主行動計画は現在実施して

いるのが第４次計画で、2023 年度

の集計結果。計画は事業者自ら実践

する行動計画と、全体としてやるこ

とと個別の話に分かれている。事業

者自ら実施する３Ｒ計画はリユー

ス、リデュース、リサイクル、普及啓発の４つに分かれている。

・2023 年度の取組結果について、数値目標を掲げている。リ

デュース、リサイクルの数値目標については、リデュースでは

全ての素材が目標を達成した。リサイクルも８素材中６素材が

達成した。それぞれ頑張っていると改めて感じている。これか

らもリデュース、リサイクルを進めて行く。またリユースにつ

いては、特にガラスびん３Ｒ促進協議会がリユースシステムの

推進に取り組んでいる。リユースの解釈もいろいろあるが、特

にガラスびんを中心にリユースシステムを進めている。

・リデュースの取組はいろんなやり方があり、減量化であったり、

排出抑制だったりするが、容器包装の最適化としては事例が幾

つかある。これについてはパンフレットで御覧いただきたい。

リデュース目標の数値は、ガラスびんから一番下のプラスチッ

ク容器包装までそれぞれ指標を決めて取り組んでいる。2025

年度の目標に対して、１番右側が実績で、御覧のように、全て

の団体が目標達成している。私どもプラスチックは 0.1％オー

バーしたということで、かろうじて皆さんと一緒に目標達成で

きた。

・リユースの取組については、ガラスびんが特に 1.8L びんの回

収率向上に向けて、日本酒造組合中央会等々と連携して取り組

んだ。あるいは日本ガラスびん協会、東京家政大学等と連携を

して学内 CO2 排出削減を可視化する実証事業などの取組の実績

がある。

・リサイクルの取組については、環境配慮設計、リサイクルマー

ク等の工夫がある。リサイクルマークは正確に言えば、識別表

示マークというのが正しく、これをリサイクルできる、できな

いという表示のように見られているが、この点は意見交換会で

意見交換していただきたい。そこには事例として、アルミ缶と

段ボールのマークを表示している。リサイクルの目標達成につ

いては、ガラスびんからアルミ缶までの５団体はリサイクル率、

紙関係の３団体は回収率で出している。結果の数字について着

実に目標に向かってやっているという結果になっている。

・また普及・啓発活動の推進では、今日の活動もその一環になる

が、見学会であったり、イベントに参加をしたり、マテリアル

フロー調査など、さまざまなことをやっている。詳細はパンフ

レットを御覧いただきたい。

・それから二つ目の大きな柱「主体間の連携に資するための行動

計画」では、今日の会議はどちらかといえばこちらに該当する

が、連絡会としては情報共有、意見交換を幾つかやっており、

広報啓発もやっている。また調査・研究等もやっている。それ

以外に、共通テーマに基づく各団体の個別の取組があり、それ

ぞれ８素材の状況に合わせてさまざまな取組をしている。

・2023 年度取組成果では、意見交換事業は今日の意見交換会は

30 回目になるが、毎年３回やっている。この他、広報啓発で

あるとか、容器包装３Ｒ推進フォーラムの開催、自主行動計画

の年次報告の結果報告といったことをやっている。これら全体

の表は、2006 年度から 2023 年度までの実績を示している。こ

の他に、３Ｒ市民リーダー育成プログラムを首都圏中心に実施

していて、御関心があれば御覧いただきたい。

・また展示会への参加等も行っている。情報冊子の改訂・配布で

は、「リサイクルの基本」はわれわれのオリジナルの資料で容

器包装についてプロが作った物とお考えいただいてお持ち帰り

いただければと思う。それからもう一つパンフレットやポス

ター等の作成などさまざまなことをしている。容器包装に特化

しているが、循環型社会、サーキュラーエコノミーに向けてさ

まざまな取組をしている。

◆意見交換会

◇Ａグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇は進行役）

　宮川剛史 群馬県環境森林部廃棄物・リサイクル課係長

　高橋竜斗 昭和村役場産業課産業振興係主事

　岡林正行 環境省容器包装・プラスチック資源循環室主査

　井上金治 群馬県環境アドバイサー連絡協議会代表

　吉澤敏則 群馬県地球温暖化防止活動推進員

　河原幸朗 吉野工業所環境室

　端山　亮 段ボールリサイクル協議会理事・事務局長

　高橋宏郁 スチール缶リサイクル協会専務理事

　柳田康一 クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアン

ス（CLOMA）事務局 事務局次長

　野中秀広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会専務

理事

〇田中希幸 ガラスびん３Ｒ促進協議会理事・事務局長

　岡野知道 ライオン株式会社執行役員

　栁澤高志 ( 公財 )廃棄物・３Ｒ研究財団（３Ｒ・資源循環

推進フォーラム事務局）

＜容器の出し方について＞

【市民】

・アルミ缶とスチール缶のプルタブは本体と分けて回収する必要

があるのか。

・空き缶はどれぐらいの汚れ状態の物までが回収可能か。

【行政】

・県としては、市町村でそれぞれ違っているというところもあり、

リサイクラーがどこまで引き取ってくれるかにもよる。再商品

化義務の対象となる容器包装の場合は、指定法人ルートであれ

ば当然分別基準で適合物になっている必要がある。指定法人

ルート以外であれば、直接リサイクラー等とのやり取りになっ

てくる。

【事業者】

・プルタブは、今は分けないようにお願いをしている。以前はタ

ブが外れたので、それが散乱し鳥が食べるとか、人が踏んでけ

がをした。タブは純度が高いため、それだけを集めると高く売

れたので、タブだけを集めて車いすを買うという活動が盛んに

行われた。しかし、メーカーの方で 20 年以上前に外れないよ

うにしたので、それを無理やり外すとけがをするため本体と一
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緒に回収するようにお願いしている。

・ガラスびんとか PET ボトル、金属缶については中を軽くすすい

で出すというルールを作っている自治体が多いと思う。１つは

選別センターの衛生状態の話で、汚れが残っていると選別作業

に支障をきたすとか、作業員の方の労働環境の問題もあるので、

少なくとも飲み残しがないように出す、もしくはすすいで出す

ようにしている。

・もう一つはリサイクルの話。スチール缶の場合は製鉄所がきれ

いな方がいいという場合、その製鉄所に出荷するリサイクラー

は汚れがない容器を求めるので自治体は軽くすすぐよう広報し

ている。汚れている、中身が残っているのは問題なので、そこ

は解消していただきたい。灰皿代わりもやめていただきたい。

・段ボールは、古紙再生促進センターが禁忌品というリサイクル

できない物を指定している。大ざっぱに言うと、紙にリサイク

ルできない、例えば金属のアルミがラミネートされているよう

な物は、金属片が混ざり、食品会社の金属探知機が鳴る。ある

いは線香の箱など臭いが付いた物はその臭いが食品に移ったり

するので、これも禁忌品になる。段ボールの油染みも、程度に

よるが著しく汚れた段ボールは避けてほしい。一般的な言い方

になるが、製紙会社が持っているその洗浄機能によっても違っ

てくる。

・紙パックでは、まな板代わりにした紙パックは燃えるごみに出

すように言っている。

・ガラスびんも基本的には内容物が残っていると困る。それはリ

サイクラーのところで、ガラスを細かく破砕するので、金属片

などが入っている、金属が破断をされてガラスと混ざり、再生

原料の品質に影響が出てくる。多少の有機物が壁面にくっつい

ていても問題はないが、とにかく異物は入れないでほしいと

言っている。

・プラスチックの方は、基本的に汚れを落とすように言っている。

プラスチックは素材がいろいろあるが、くくりとしてはプラス

チックで出すようにお願いしている。その段においては、まず

は汚れを取ってもらっている。その後は、リサイクラーが物か

らリサイクルとして活かす物と、熱エネルギーとして回収する

物に分けている。物へのリサイクルは、当然汚れがない方がい

いが、熱回収の方は多少汚れが残っても平気。ただ、選別する

所で夏場は臭いや作業環境の悪化があるので、なるべく汚れを

落としてくださいとお願いしている。その場合、新しい水で洗

うのも水資源の問題もあるので、台所などで洗い物した残りの

水を有効利用していただきたいとお願いしている。

＜紙のリサイクルについて＞

【市民】

・ビール６缶入りのマルチパックという板紙があるが、油コー

ティングされているので、ネット上ではリサイクルできないと

している。

【事業者】

・このマルチパックは、油コーティングはされていないので、大

丈夫。元々がパルプ主体の紙で、破れにくい、ちぎれにくい紙で、

10 年ほど前は、このマルチパックというビール６缶パックは

繊維がものすごく強いので溶けにくく、再生できないと言って

いた製紙会社がたくさんあった。今はほとんどの製紙会社が段

ボールの古紙と混ぜて段ボールにリサイクルできる。

・紙のマークでは、識別マークはリサイクルマークと混同されや

すい。識別表示マークはリサイクルできる紙を意味するわけで

はないが、リサイクルマークと勘違いしている市民は、自治体

からは燃やせるごみで出すように言われるとすごく混乱すると

思う。一方で資源となる古紙はこれからどんどん少なくなって

くる。インターネットで見られるので、新聞も取らなくなるし、

雑誌も買わない。だから資源として回収される古紙・雑紙はど

んどん少なくなってくる。片やネットで購入する機会も増えて

いるから、使われる段ボールは増えてきているが、資源が先細

りで段ボールの事業者からすると不安があって、何とかシステ

ムを維持したい。今の仕組みの中でうまく機能させるにはどう

したらいいか、皆さんのお知恵を借りたい。

＜容器包装の正しい情報について＞

【事業者】

・今の議論の中で大事な指摘だと思ったのが、ウェブとかにいろ

いろ曖昧な情報が氾濫することによって正しい判断ができない

ケースが多々あるのではないかということ。今は恐らく自治体

のホームページを見るだろうが、業界の報告とか協会のホーム

ページを見るところまで行かないと思う。そこを、自治体のペー

ジからアクセスできるようにするか、迷ったらこちらをという

案内は載せられないか。

・多くの自治体のホームページには分別のガイドブックとかアプ

リとかを掲載されているので、そこにビールの６缶パックとい

う項目があればどうしたらいいのかが出てくると思う。SNS は

必ずしも正しいわけではない。

・特にプラスチックなどは自治体によって結構違う。引っ越しし

たら、前の自治体と排出ルールが違うということが多い。

・多分、市民・消費者の方が一番アクセスしやすいのは自治体の

ホームページだと思う。広報なので具体的に載っている。

＜容器包装のリサイクルと海外流出について＞

【市民】

・プラ容器とガラスびんのリサイクルの方法を教えてほしい。

【事業者】

・ガラスびんはリサイクル劣化しないので、水平リサイクルが基

本的。無色と茶色はほぼ 100％、その他の色は約 45％がガラス

びんにリサイクルされている。ガラスびんにリサイクルされな

いその他の色の約半分はグラスウールの原料に、残りの半分は

路床・路盤・埋戻骨材などにリサイクルされており、一応国内

でリサイクルが完結していると思っている。ちなみにガラスび

ん原料のうちの約 75％は再生原料。

・プラスチックの方は大きく３つになる。まず１つは、物から物

へ戻すマテリアルリサイクル。プラスチックの約半分はこのリ

サイクル方法をとっている。それで何ができているかというと、

例えばパレットとか擬木とか、あまり材料の精度にこだわらな

い物をマテリアルリサイクルでやっている。それから、残りの

半分近くは、ケミカルリサイクルになる。集めた物を石油の状

態に戻す、化学原料の状態に戻すという方法。それから残った

リサイクルできない物は、エネルギーリカバリーで熱カロリー

として最後働いてもらうという方法をとっている。熱利用を別

にすると大体２～３割ぐらいがもう１回プラスチックに使われ

ている。プラスチックは資源なので、できれば出て行って欲し

くはなくて日本の中で使いたいが、何ができるのかはまだ難し

い。

・スチール缶の場合は 93％ぐらいがリサイクルされている。プ

レスなのでかさがあり、中がスカスカでかさばるので、輸出す

るには少しもったいない。だから、ほぼ国内での商品になって

いる。

・アルミは鉄よりも少し値段がいいので海外に出て行っている物

がある。飲料のアルミ缶は元の飲料缶に戻るので、海外からア

容器包装交流セミナー報告書_2024.indd   38 2025/05/16   15:44:31



ルミのインゴットを入れて製品を作るよりもやっぱり国内で循

環した方がいい。海外にアルミの空き缶が流れないように、業

界としては働きかけていると思うが、自由貿易なので規制とか

はかけられない。アルミの空き缶のうちの２割程度は海外に出

ているようだ。海外に国内よりも高く買うと人がいると、海外

へ出るというのが現状。

・段ボール紙も含めた古紙は海外輸出されている。例えば、中国

がどんどん経済が発展してきて紙を使っている。しかし段ボー

ルは基本的に国内で回っている。1,000 万 t がぐるぐる回って

1,000 万 t の段ボールになり、1,000 万 t の段ボールを製紙会

社が回収している。だけどその間には実は海外から入ってくる

製品の段ボールと出ていく製品との差が 150 万 t ある。そのう

ち 100 万 t ぐらいは古紙で出して、50 万 t ぐらいは段ボール

原紙にして出している。

・PET は容リ制度の中でも容リルートと独自処理の２種類があ

り、独自処理は自治体と再商品化事業者が相対で随意契約して

いる。容リルートの部分は基本的には国内でのリサイクルにな

る。ただそれがペレットに加工されると製品になるので輸出し

ているケースはある。

・段ボール古紙で輸出するか段ボール原紙で輸出するかという

と、段ボール原紙で輸出する方が日本は潤う。製紙会社は製紙

の原料として使ってそこで自分らの儲けも含めて海外に輸出し

ているので、古紙の段階で輸出するよりも、製品にして輸出し

た方が国内は絶対に豊かになる。

・今まで容器包装という枠組みでリサイクルを考えて来たが、プ

ラスチックはこれから再資源化した物が家電とか自動車とかい

ろんな分野にたくさん流れると、海外流出をカウントできなく

なるリスクは大いにあり、そこがプラスチックの大きな課題だ。

・今日本酒は国税庁が海外への輸出を奨励しているが、そうする

ときれいな一升びんとか四合びんに入れるので、それは当然

帰ってこない。日本のガラスびんはすごくクオリティが高いが、

一方で輸入しているワインなどはその他の色。白と茶色を輸出

してその他の色が入ってきている。

＜分別収集について＞

【行政】

・群馬県では容リ法のプラスチック容器包装は、プラ新法などが

できたときにはかなり増えたが、今は一括回収も含めて停滞し

ている。市町村の意向になる。やってないのは経済的な理由で、

別途収集車なり、選別・保管施設を用意しなければならない。

収集は保管場所も含めて一番お金がかかる。ごみ袋も原材料費

ぐらいは取っているが有料と言えるかどうかで、都会のように

分別収集を盛んにやっていこうという機運は、田舎の方へ行く

ほど少ない。

＜散乱ごみの回収について＞

【行政】

・たまに走りながらごみ拾いをしたりするが、普通に見て歩いて

も、川底とかに半端なくある。日本で海ごみが問題になってい

るが、それは街から流れていると思う。処理場がかなり逼迫し

ているし、そこを本気で止める必要がある。

【市民】

・海岸に行くと浮き輪とか中国からの容器とか、そういうのがご

ろごろしている。集めてどこかに置いておきたいと思うが、置

く所がないのでまたごみになり手を付けられない現状。だから

そこら辺も何かボランティアのためのステーションみたいな所

に持って行けば自主的にやってもいいという自治体のシステム

を作ってくれるとありがたい。

・拾ったごみはどこにも捨てる所がないので持っていて、ごみス

テーションに出す。自治体でシステムを作ってくれるとありが

たい。

・知っているボランティアはごみ収集を始める前に、そこを管理

している市町村などの許可を取得してルートを作ってからやっ

ていた。それが必要だと思う。

【事業者】

・飲料６団体で作っている食品容器美化協会では、アダプトプロ

グラムがあり、自治体と連携協定をしてボランティアのごみ拾

いとか美化活動をしているところをサポートしている。自治体

は市町村だったら処理設備を持っているが、県はごみ処理の設

備も持っていないので県と連携して集めたごみをどう処理した

らいいかと結構そのときには問題になっていた。

＜リサイクルの教育・広報について＞

【事業者】

・自治体が市民の方に、分別収集排出をしてもらったものがどの

ようにリサイクルされているかという広報をされていると思う

が、市民の反応はどうか。

・リサイクルして自分たちの得となって返ってくるのは理想だ

が、現実は特にプラスチックのリサイクルではコストが上がる。

われわれ洗剤業界で言えば 500 円で買う洗剤が、ボトルのため

に 700 円になっても買ってもらえるかという話になる。どのく

らいの価格差までだったら許容できるかは、なかなか数字が出

てこない。

・教育はすごく大事だと思っている。事業者としても教育に参画

の機会があればいろんな形で参画したいと思う。

・最近、体験型の授業を受けているが、地元の中学生、高校生が

環境問題としてごみ問題、リサイクルに取り組みやすいので来

ていろいろ話をしてくれている。そういうことに取り組む学生

は当然意識がより高くなっている。その学生、子供から親へと

ラインを広げて行くということが大事と思う。

【行政】

・一度容器がどういう物になっているのかという話があったの

で、先ほどのプラスチックとか缶類がどういう物になっている

かについて広報してみた。それでどのくらいリサイクル率が上

がったかはわからないが、そういう取組は一応やっている。

・いろんなイベントで市民に再資源化とかリサイクルを呼びかけ

るときの理由としては、一つは経済的な理由で、これをごみ処

理すれば市に負担がかかり、市のお金は税金だからその分を

もっと少子化対策とか高齢化対策とかに使うという意味で、ご

み処理にかかる負担を減らすことと、もう一つが日本は資源が

少ない国だから、資源を有効に使うということ、大きくはこの

２つ。

・集団回収がどんどん減っていて、そのためにリサイクル全体と

しても下がっているので、リサイクル率を地域で上げるために

地域別に調べた。その結果、極端に地域によって違っていた。

その理由を調べてみると、非常に多い所は、その回収したお金

が住んでいる区に入って、最終的には住んでいる人のお金とし

て使われていた。そういうことを盛んに地域として PR してい

るので、結局、たくさん回収すれば自分たちの使えるお金が増

えるという意識をしっかりと植え付けていた。

＜リサイクルの仕組みづくりについて＞

【事業者】

・リフィルという言葉は、詰め替えと訳せるが、洗剤とかいろん
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なところで努力をさせていただいて、すごく大幅なリデュース

をして容量的にはプラスチック量が７～８割削減されている。

環境に良いこととコストが下がるというウィンウィンのやり方

を探ってきたが、リサイクル材料への切り替えだけは材料の処

理が違うだけなので、なかなかそこに価値が生まれない。全プ

レイヤーが応分負担できる仕組みを何か知恵を絞らないと駄

目。生活者もわれわれメーカーもみんなが応分負担するような

何か良い仕組みを作らないと回らないという気はする。

・日本は新聞、雑誌、段ボールとちゃんと分けているが、ヨーロッ

パでは進んでいる所でも、板紙と紙としか分けていない。もっ

とひどい所になると、ガラスも缶も紙も全部一緒に出して分別

工場で分別している。紙で言えば、ちゃんと三つの取引単位で

分けているという努力があるから、すごくコストが低くて済ん

でいる。

＜リサイクルしやすい容器包装について＞

【事業者】

・化粧箱のようにいろいろコーティングしていたりする箱がある

が、過度な装飾を止めて、リサイクルしやすい箱にできないか。

・紙マークがあるが、複合素材なのでリサイクルできない。それ

は表示の見直しが必要だと思う。

・PET ボトルがすごいと思うのは、みんな着色をやめて透明に

なった。ラップフィルムだけになっているので、これは学ぶべ

きは共通仕様というか、リサイクルしやすい材料を使いながら、

パーシャルにオリジナリティを出す。場合によっては QR とか

どんどん使って、小さくするとかっていう流れは学ばなければ

ならないと思っている。

・化粧品容器をリサイクルするときにものすごくお金がかかるか

もしれないけれども、高い価格で売れれば回る。お客さんがど

ういうところに価値を持ってくれるかで、今 BtoB でやってい

るとお客さんに受けるということで作っていただくが、本当に

お客さんがそこに価値を感じているかはわからない。だから全

体でそこの価値をどう見ていくかだと思っていて、環境に厳し

い人が出てきたら、そっちに価値が移っているかもしれない。

特に次の世代になったらそれが大きくなってくるかもしれない

から、作り手は設計を変えなければいけない。

・プラスチックは実は７～８割は食品分野で使われていてそこが

結構難しいだろう。容器自体がレンチンできる容器とかになり

始めている。パウチスタイルとかは同じ仕様にだんだんなって

きているが、デザインが違うとか、それ以上に高機能容器が出

てきているところは、どうやったら足並み揃えるのか。例えば、

今賞味期限が１カ月の物があって、お客さんが１週間でいいよ

と言ったら包装を軽くできる。今、それが１年とか 10 年はな

いだろうが、そっちにどんどん行っている。

・私は容器のメーカーなので、そのライフサイクルを伸ばそうと

している。PET の単一素材じゃなくて、そこにのりみたいな物

を入れる、またバリアスを入れると、リサイクルができなくな

る。化粧品の容器は高い物は１本１万円とかになってくるとデ

コレーションがすごくなって、逆に言うとリサイクルがしづら

い。

・最近、個包装が増えている気がする。スーパーマーケットやコ

ンビニエンスストアに並んだときに、これは何の商品かがわか

るようにしていると思う。同じ棚には同じような品種が並んで

いるのでその中でどうやって目立たせるかとか、価格は同じで

もちょっと高級そうに見せるなどいろんな思惑がある。それは

消費者の方がそれを取るだろうという仮説の下でやっている。

消費者の価値観が変わって、ごてごてした商品を買わなくなる

とか購買行動が変わると商品も変わると思う。

・スペックダウンできればリサイクル適性も変わる可能性もある

し、使用する材料の量がもう少し少なくて済むようになるかも

しれない。私は個人的にもうそろそろユーザビリティを見直し

た方がいいのではないかと思っている。少しオーバースペック

になっているという感じがしている。特に日本人は利便性を好

むようだ。ユーザビリティが上がれば必ずコストも上がり、環

境負荷も上がる。少しスペックダウンすれば、少し負荷も軽減

されると思う。

＜高品質・高効率のリサイクルについて＞

【事業者】

・容器包装廃棄物の高品質・高効率リサイクルのためには何が必

要か。

・金属のリサイクラーは、市民から集めてきたものあるいは市町

村でプレスしたものを入札で買う。それをそのまま売れば異物

が入っているということで少し安めになるが、シュレッダーで

細かく砕いて、もう一度磁石で鉄を取って一手間かけると少し

高く売れるので、鉄の相場と手間賃とどれぐらいで買ってくれ

るかとか、これはこのまま出そうとか、これはちょっとグレー

ド上げようとかしている。非鉄で非常に値段が上がったときは

今まではごみにしていた物を銅だけを出して行こうとか、価格

と品質をどこかで見極めながら作業されていると感じた。市民

の方があまり無理しないでも俺たちは分けられるよっていうぐ

らいのノリがある。

・廃棄物は産廃と一廃があるが、多分容器包装はほとんどが一廃。

エビデンスはないがざっくり言うと、ガラスびんは業務用が３

割、家庭用は７割と思っている。業務用はクローズマーケット

なので、割ときちんとリユースもリサイクルもできる。家庭用

はオープンマーケットで売られているので、行政回収に出すこ

とになる。私は思うのは家庭からステーションに出す場合、そ

こがリサイクルの入口で、原材料が高品質であればできる製品

は高品質になりやすいので、家庭から出る部分の品質を上げる

ことは、大きな取組かと思う。

・市民が家庭から出すときの排出のルールは、各自治体が作る。

これは自治体によってかなりバラバラで、一番品質が高いよう

に排出されるようなルールになっている所もあれば、まとめて

レジ袋に入れて出すという所もある。当然そこでリサイクルの

入口の品質は大きく変わって、それがその後行政回収でどう

いった形で収集してきて、どういった方法で選別するのかに

よっても、その後の品質はどんどん変わる。実際ある自治体で

はびん、缶、PET を別々に袋に入れて出すことになっているが、

同じ日にびん、缶、PET を同じパッカー車に入れる。その後ピッ

トに落としてコンベアに入れてバケットコンベアで上げて破砕

機にかける。すると、袋は破れガラスが壊れる。市民が別々に

洗って出した物が選別センターのラインでごちゃまぜになって

流れる。

・最初のうちだけは逆に焼却ごみを有料化することで相対的に資

源化した方が得みたいな、受動的インセンティブというかそう

いう物を働かせるのがいいのでは。プラスチックを資源化す

る場合、量を減容化しないとコストばっかりかかる。その点、

PET はすごいと思う。これは量が多いからで、その量をプラス

チックで集めようと思うとなかなかつらい。事業者側も市民も

自治体とかも、どうすればプラスチックが焼却から分離されて

資源の方に集まるかというお知恵をいただけるとうれしい。

・自治体によって分別基準とかの取組が違いすぎるのは問題だと

思っている。PET なら PET で量が集まらないとスケールメリッ
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トが得られない。プラスチックとか資源ごみを集めたときに、

どこの自治体もおおよそ一緒で同じ資源化方法でできるという

ようにしないと多分コスト削減はできない。

・広域化によるメリットは資源物の場合は一概に言えない。例え

ば、神戸市は 150 万弱ぐらいの人口で選別センター１カ所。札

幌市は 196 万人ぐらいで選別センター２カ所。容リ法では大体

30 万人に１カ所というガイドラインがあるが、はるかにオー

バーしていて、その結果、何が起こるかというと、コストが決

まっているので費用は抑えければいけない。処理をした後、選

別した後の質ではなくて、どれだけ高効率で選別処理できるの

かが優先される。そうすると質は落ちる。それは結局、選別セ

ンターだけの問題ではなくてどういうふうに収集してどういっ

た運搬方法を取るかで全然違ってくる。最初の方がきちんとで

きれば、選別は楽だが、びんが割れたら選別はしにくくなるし、

下手すれば残渣になる。

・質の良い原料が入ればリサイクルの質は上がってくる。もしか

するとリサイクルにかかるコストももっと安くなる可能性もあ

るので全体として考えなければいけない。だから行政の回収と

処理のコストだけではなくて、動静脈を含めた社会的なコスト

も含めてどうすれば効率的になるかを考えることが必要だ。

・プロダクトはいろいろグローバル化するが、廃棄物の処理は国

内。なので日本のいい所は残しながらやっていくという方向性

だと思う。例えば指定 PET ボトルはリサイクルを宣言して、単

一素材で無色透明にするというガイドラインを遵守している。

そのため、質と量を確保できるようになり、高度なリサイクル

が可能となる。それを同じプラスチックだから他のプラスチッ

クと一緒に集めてソーティングセンターで分ければいいという

のは違うと思う。今まで日本がやってきたことで、それなりの

きちんとした効果が出ているのだから、それを残した上でどう

するのかだと思う。複合素材になっている物をどう処理するの

かは、まとめてできるのならソーティングセンターみたいな形

が合理的という感じがする。全部集めてソーティングセンター

でやるのは、今までの遺産を全部更新することになるのでそこ

までする必要はないと思う。

【市民】

・市民の側から見ると、これだけやったらこれだけ効果があると

いうのを見える化することがすごく大事だと思う。今のところ

一生懸命努力していろいろ分別とかをやっているが、それがど

のくらい効果があるかとか、地球環境はどうなるかとか、そう

いうことをもう少しはっきりと見えるようにしてもらえると、

その気になる。市民の内どのぐらいがその意識があるかという

ことがあるかもしれないが、もうちょっと市民のことを信じて

いただいて、そういうのを宣伝というか見える化するとやる気

が出てくると思う。

◇Ｂグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇は進行役）

　安藤　領 前橋市環境部ごみ政策課ごみ減量係主任

　佐藤啓介 富岡市役所環境保全課環境施設係係長

　高橋孝弘 甘楽町役場住民課環境係課長補佐兼係長

　濱田　倫 環境省容器包装・プラスチック資源循環室主査

　酒井義明 群馬県環境アドバイサー連絡協議会広報委員会委

員長

　本多洋治 群馬県環境アドバイサー連絡協議会温暖化・エネ

ルギー部会長

　藤井　崇 TOPPAN 株式会社 生活・産業事業本部 SX 事業開

発本部・部長

　伊藤　忍 飲料用紙容器リサイクル協議会専務理事

　小林孝男 中央化学株式会社関東営業部担当部長

　稲林芳人 アルミ缶リサイクル協会専務理事

　西永英司 ライオン株式会社 研究開発本部 本部長

　佐々木隆 ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会 事務局次長

〇久保直紀　　プラスチック容器包装リサイクル推進協議会理事

会長補佐

　坂尾優希　　(公財 )廃棄物・３Ｒ研究財団（３Ｒ・資源循環

推進フォーラム事務局）

＜ PET ボトルのリサイクルについて＞

【市民】

・たまたま昨年、教育講師として高崎市を取材した。高崎のルー

ルはすごく素晴らしくて、そこは指定の袋とかじゃなくて、専

用ネットでそこにみんな PET ボトルを持ってくる。それも非常

にきれいな状態で。容リ協の入札量を高崎市と前橋市で調べた

が、量的には前橋市が圧倒的に多い。おそらくそれはきちんと

資源が回っているからでそういう意識が高いということかと思

う。

・市民レベルからすると、PET ボトルのラベルやキャップを外さ

ないで出せればその方がいい。

・PET ボトルに直接印刷することは、厚生労働省や消費者庁が定

めたガイドラインを見ると技術的には、なかなか難しいと思う。

食品安全表示とか原材料表示を消費者にわかるように印刷せよ

という法律があるので、それが変わらない限りは PET ボトルの

直接印刷も、ものすごい量の文字を印刷することになるので、

そこを例えば QR コードでいいとか、最近はスマホが普及して

いるから見たいと思えばスマホで見られるので、その法律が変

わらないとなかなか事業者も動かないと思う。

【行政】

・前橋市では、PET ボトルは回収してセンターに持って行って、

そのままベールにする。選別は行っていない。だからラベルが

貼り付いている物もキャップも付いている物もある。そうなる

と、当然、品質は落ちると思う。

・甘楽町は資源化センターがないので、回収の段階で住民に PR

して全部抜いてもらって、PET ボトルを回収して、それを中間

業者が全部圧縮する。PET ボトルでラベルが付いている物につ

いては役員が全部剥がしているので品質はよく、ベールの評価

もＡ。

・PET ボトルのラベルやキャップを外さないでリサイクルできな

いか。

・前はキャップを集めて、郵便局の方で配送していた。今は商工

会の女性部がキャップだけを取ってそれを横浜の方にも届けて

いる。

・富岡市では社会福祉協議会が PET のキャップを埼玉の会社に郵

送している。

【事業者】

・ヨーロッパでは最近、ラベルもキャップも外さない。外せなく

前
橋
会
場

容器包装交流セミナー報告書_2024.indd   41 2025/05/16   15:44:32



してあって、PET ボトル類として全部一緒に集めている。その

方が出しやすいし量が多く集まる。技術的に問題がなくやれる

という。日本のリサイクル業者との差だと思う。岡山県に新し

くできたリサイクル工場は、サーキュラーペットという会社で、

それが稼働して、汚れた物やキャップが付いたままでも買って

いる。それは技術と設備の問題。既存の業者は、そういう設備

はお金がかかるから現状でいいということだろう。

・日本だとソーティングをする場所や設備がまだ十分ではないの

で、それを混ぜて出してしまうことでコストや手間がかかる。

・ボトルに直接印刷するとラベルをはがす手間が要らなくなる

が、印刷するとボトル to ボトルに持っていくのが難しくなる

などいろんな問題があると思う。インクの安全性については、

PET ボトル本体よりも厳しい。インクの構成素材が何なのかは

インクの色によっても違うので、そこは相当ネックになってい

てそう簡単な話ではない。食品容器と中身との関係の安全性と

いう問題は、見た目よりも相当深刻なものをもたらすので、そ

ことリサイクルの関係とか製品の形状との関係はとてもデリ

ケートな問題になる。

・日本は選別する機械技術を向上させる方に行った方がいいと個

人的に思っている。日本では、ソーティング、仕分け選別は、

ごみ処理の工程の中にはあまりない。ここが日本の一番劣って

いる点で、ヨーロッパに行くとソーティングセンターがいっぱ

いある。そういう問題について情報をきちんと共有した方がい

いと思う。

・リサイクルとか製品についての情報伝達が遅いので、10 年前

の情報でずっと自治体が動いたり市民が理解したりしている。

技術的には 10 年経って相当変わっているのにその情報が伝

わっていないことがいろんな局面に見られる。

＜紙の分別について＞

【事業者】

・自治体の方にお聞きしたいが、資源循環をさらに進めるために

は可燃ごみの中からもっとリサイクルできる物を拾い出すこと

が必要だと思う。大体可燃ごみの組成調査をすると、一番多い

のが生ごみで次が紙、三番目がプラスチックなので、例えば生

ごみとか紙ごみを選別すれば、もっと資源循環が進むのではな

いか。

・紙マークは紙でできている容器包装というマークで、リサイク

ルできるというわけではないのが、すごく誤解される。

【行政】

・毎日ごみのピットを見ていると、そこに含まれる段ボールの多

さ、紙の多さ、それから布の多さが際立っている。組成調査も

生ごみ、紙、プラなどがトップに並んでいるので、より分別を

排出の段階でしてもらわないと進まないと毎日感じている。

・啓発しかないと思っている。紙とかは分別が細かいのがネック

ではないか。缶とかびんは手間がかからないので、みんな何も

思わない。紙はどちらかというと少し分け方が難しい。私も紙

の話で出前講座に行くが、キャップ付き紙パックのプラスチッ

クはどうすればいいかとか聞かれるが、わかりにくくて、とり

あえずこれは燃えそうだから燃えるごみに入れるのが現状だと

思う。生ごみは市としては生ごみ段ボールコンポストの推奨と

か電動の生ごみ処理機の助成をして各家庭でやってもらってい

る。長岡市とかは生ごみの日があって分別収集して発酵させて

いて、それも選択肢の一つと思う。

・甘楽町は可燃施設とかがないので、厳しく分別している。月 1

回各公会堂で地区ごとに段ボールとかで皆さんが持ち寄って集

めている。紙は分けて出している。

・紙は中国が輸入を止めたが、今東南アジアとかにかなり行って

いる。日本は市民がきちんと分別するので、すごく資源として

良好で、それが海外にどんどん持って行かれるのは悔しい。

・組成調査をすると、生ごみは 50％が水分なので、焼却するた

めには大量の水が必要になる。生ごみが全くゼロになってしま

うと今でもやっているが、冬のごみは軽いので、水をまきなが

ら焼却しなければならないので、生ごみを減らし過ぎるのも問

題。

＜プラスチック容器について＞

【行政】

・前橋市はプラスチックごみの日と PET ボトルは分けている。プ

ラスチックごみははっきり言って、市民の意識が低い。プラス

チックでない物が入ってくるから、そこは市民に意識付けでき

るような形にしないといけないと思っている。

・リサイクル施設の方に回るプラスチックがなくなれば、それに

関連する全ての設備は要らなくなる。年間で３億円が修繕にか

かるので、プラがないのが一番です。

・プラスチックはごみ発電するなら助燃材として必要。プラがな

いと、重油をまかなければならなくなる。

・複合素材をできるだけなくすか、分けやすい設計にするかとか

製品側でリサイクルしやすい設計が必要。リサイクルする側は

実際できるだけ分別しやすくなるような技術開発が必要で、そ

こは国としても技術開発に支援もしていて、環境省としても環

境配慮設計を推進して行って、上流下流のコミュニケーション

を取りながらいかに効率よく素材を分けて、できるだけコスト

を抑えた形で回収できるようにしなければいけないと考えてい

る。

・自治体によって資源化リサイクル系の施設の作りが違うので、

例えば PET ボトルをベール化したりアルミ缶をインゴットにし

たりする中間処理施設が自治体によって違う。

・国内資源循環がしっかりしていかないと、再生材の利用を義務

化しても、それを使う再生材がなければ、海外から輸入すると

いうことになるが、そういうことは本当にあってはならない。

市民に協力いただいて分別回収した物を中国などに買い負けて

出てしまうというのは、避けなければと思っている。

【事業者】

・プラスチック容器の有用性やリサイクル技術の情報が生活する

人に正しく伝わっていない。例えば、歯磨きの容器の袋チュー

ブは複合素材でできているので、今の常識のリサイクルだった

ら難しい。しかし、リサイクルできる方法はある。しかし普及

が進んでない。一方で、プラ容器を止めるという議論もある。

世界の百数十カ国が集まって、製造禁止にしようと議論してい

るがまとまらない。製造禁止にすると生活面はどうするかとい

うことになるので、うまく処理して活用する仕組みをどう構築

するかだ。日本は自治体にごみ処理の責任があるから、ＥＵな

どとやり方が違っていて、それが一番大きい。

・自社で出てくる端材が製品の 10％ぐらいは出てくるので、そ

のプラスチックをもう一度同じフィルムにしようということ

は、何年かやっている。100％は戻せないが、何割かはそうい

う手法で再生材を得て供給している。

・先ほどのように資源が枯渇するとか、回ってこないっていうこ

とを考えると、そこは工夫や連携だと思う。

・良質なリサイクルプラスチックを自動車で使いたいという話が

すごく注目されている。容器包装で使うフィルムとか、成型品

の価格がすごく安いのに対して、自動車はとても高く売れるの

で、そっちにプラを持って行ったときに、恐らく容器包装に使
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える再生プラスチックがすごく少なくなってしまうことを懸念

している。何をどうすればいいか分からないが、ゆくゆく困る

ことになると思っている。

・パッケージに使えるリサイクル材は元々パッケージ用に利用さ

れていて工場内廃プラスチックを使っているが、今度法律が変

わって再生材を使うことが義務になる。容リプラの最終的な材

料は、現時点では、ろくな材料ではない。安いし、頑張って作っ

たものがＢ級パレット。パレットは、荷物を載せて中国や東南

アジアへ行って帰って来ない。そのために係っているお金は相

当になる。そこで、経産省の方でこれを義務化するという話。

・市町村で収集した容リ材をちゃんとした材料にしてパッケージ

などにも使えるようにする法律ができるということを経産省が

やっている。その主要分野を家電製品とか自動車とかパッケー

ジに絞って、再生材として使う義務を課すという話がもうすぐ

国会に出る。そうするともっと集めなければならないので、関

係者から市町村には、燃やすことから循環する方向に転換しろ

という話が去年の暮れから具体化している。市町村にも負荷が

かかる。しかし、一生懸命集めても再生材の質は大したことは

ないが、利用することが義務になるから外国からでも再生材を

買わなければいけなくなる。どこから買うかというと、主に中

国かヨーロッパで、今売り込みに来ている。そういう国際資源

循環の経済活動が、これまでとは全く違う状況に向かいつつあ

る。

＜アルミ缶について＞

【行政】

・富岡市の場合は、ふたが付いたアルミ缶のふたは、金属くずに

回すが、このふたの中に内ぶたみたいな物がある。あれがある

ことが再商品化をする企業はどう思っているかを知りたい。

【事業者】

・協会としては、ボトル缶は散乱防止のためにキャップをしたま

まで出すようお願いしている。しかし、それが混在するのを嫌

がる処理業者の場合は、外してもらっている。それは自治体や

回収業者個々の対応になっている。

・アルミ缶は割とリサイクルの優等生で、ほぼリサイクルはでき

上がっている。今アルミ缶のリサイクルで問題になっているの

は、集めた物の約 20％が海外に流出していること。当然、輸

出する業者がいてその業者に売る自治体がいるわけです。どう

したらそこを抑えることができるか。意識改革というか、本当

は政策ではないかと思う。

・以前、アルミ缶のタブの話が出て、 タブが外れないと怒った人

がいた。10年前に外れないようにしたと言ったら、驚いていた。

昔は外れたので、外した分だけ集めてベルマークを取るという

人がいた。それは散乱防止のために止めた。そうした情報が伝

わっていない。今みたいな話も、情報が適切に伝わっていれば

適正に対応していただけると思う。

＜資源循環の情報伝達について＞

【事業者】

・歯磨きのチューブは複合材で、材料リサイクルの手法ではリサ

イクルが難しい。先週、新しい技術発表があったが、鹿島のコ

ンビナートでバージン材とほぼ同等の物を作るという実証が始

まる。そうすると今までリサイクルできないといわれた製品と

か食品用の容器包装に使うことが難しかったことが全部解消す

る。ただ量が多くなりにくいし、コストが合わないとか、集め

方が変わるということがある。そういう情報伝達が必要ではな

いかというのが実感である。

・容器包装リサイクルのことをやっていると自治体の財政事情が

違うとか市町村によって変わるという事例があるとか、 いろん

なことが聞こえてくるが、市民や中小企業に伝わっているかと

いうと、存外伝わっていないことが多い。

【市民】

・行政が事業を始めるときには当然事業者が絡むが、市民はそう

いうことが進んでいることをわかっていない。ただ指示された

ことをやっているだけという状況にある。そういった情報を

つなぐために群馬県が 30 年ぐらい前にアドバイザー協議会を

作った。アドバイスと言ってもただ自分が登録するだけだが、

市民の活動している団体なので、このような団体が一般市民に

知らせていくという仕組みが作れるといいが、まだまだそこま

で行っていない。

・行政がある程度こういう形で事業を進めるというときに、市民

は大体広報、紙ベースで知るが、最近若い人はネットで情報を

得る。しかしあまり市のホームページなどは見ないので、そう

いった部分をアドバイザー協議会が市民参加の中である程度情

報を得て、市民に伝えて行くことができれば、と思う。

・市民は企業がやっていることがよくわかっていない。だから、

ライオンや花王などがいろんなことに取り組んでいても企業は

何もしていないという感覚です。歯ブラシの回収を富岡市が

やっていて、ほとんどのアドバイザーが回収している。でもあ

る程度意識のある人でも知らない。

【行政】

・情報発信で頭を悩ましている。国からの優良事例の経済的連携

みたいな情報発信はその内容とそれにお金を出したということ

だけで、それが誰に伝えるかという工夫とか、どういう情報を

本来発信しなければいけないかということも、うまくできてい

ないかと思う。

＜分別収集と一括回収について＞

【事業者】

・資源ごみは、分別の方法が市町村に委ねられているので極端な

話 1,800 通りある。私も住んでいる場所と実家と職場との３カ

所の分け方が全然違う。プラスチックは自分の住んでいる所で

はプラスチックごみで、うちは燃えるごみになっているという

ことで、その都度怒られていて、ものすごく混乱をする。この

間も環境省に、できれば標準的な分別の仕方を 10 種類とかで

例示していただくといいと話した。

・今、過渡期で歯ブラシをわざわざ集めてカフェテリアのトレー

にしたり、植木鉢にしたりというのはここ 20 年ぐらいの取組

だ。鹿嶋のケミカルリサイクル技術が発展していけば、ごみを

一括でガサッと入れてしまえる可能性がある。市民の意識を上

げる鍵って何だろうか。細かく分けてくださいはほぼ通じない。

今日議論していて、きれいにするという日本人の美徳感覚へ訴

えていくことに意味があるかと思った。

・どれぐらい汚れた物をリサイクルできるかは、リサイクラー、

受け皿によって違う。

・収集時に臭いが困るとか、収集する人が臭いとか、菌が付いた

ら困るとかなどのクリーン度は必要だが、リサイクルできるか

できないかということだと、材料リサイクルからケミカルリサ

イクルに変わるとガラッと変わる。

・技術論的に言えば、鹿嶋でやるようなことをする工場が幾つか

出てきた。まだ量は動いていないが、いろんな物がごっちゃで

もバージン材同等に戻る。

【行政】

・分別は行き着く先が歳入の話で、分別すればするほど歳入が上

前
橋
会
場
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がるので、可燃ごみに回すのではなくて、段ボールなら段ボー

ルにちゃんと分けてもらえれば収益は上がっていく。日本全国

で今少子高齢化が進んでいるので、少しでも歳入を上げたい。

自分のいる部署で何ができるかとなったら、そういう所に行き

着く。

・再商品化をするリサイクラーが、実際どれぐらい汚れた物なら

許せるのかを知りたい。地元でよくどの程度にきれいにすれば

いいのか説明を求められる。われわれの取引相手は早ければ半

年に１回は変わってしまうのでその度にラインを変えるわけに

もいかず、住民の方には初孫が生まれたときに枕元に置いてお

けるぐらいと言っている。

・例えば、パウチをきれいにして回収しようみたいなことをやっ

たりするが、そのときに、お湯を使って洗うと CO2 排出を計算

するとすごいことになる。資源循環とのでバランスはすごく大

事で、洗うときにお風呂の残り湯を使えば多分それは大丈夫み

たいなすごく細かいシナリオが必要だと思っている。だからど

れだけきれいにするという問題と CO2 の問題、あとコストの問

題は多分切り離せない課題と思う。

＜リチウムイオン電池について＞

【行政】

・変形したリチウム電池は普通の乾電池の引き取り業者が引き

取ってくれない。膨らんでしまって破損したようなリチウムイ

オン電池も、家電量販店では扱ってくれないので、行き先が今

ない状態。仮にあったとしても、すごく高い処理費の業者と契

約をしなければならない状態になっている。今、10 年前はな

かったようなイヤホンセイバーやハンディファンなどに使われ

ている。破砕機の火災の話もあるので、非常に頭を痛めている。

【事業者】

・あるリサイクラーは、リチウムみたいのが入ってきても、なか

なか選別できないから土を掘って水をかける所を作って、そこ

で衝撃を与えて燃やして水かけて消していると言っていた。そ

うすることでリチウムの二次公害を防ぐと。

・中国製の物とかベトナム製の物は、電池のマークなんか書いて

ないので、協会に送っても引き取ってもらえない。

＜ケミカルリサイクルについて＞

【市民】

・ケミカルリサイクルを富岡市と前橋市がその仕組みを作るのは

無理と思うので、例えば事業者、製造している所が、そこを担

う、例えば作るところから回収リサイクルまでを一手に担うこ

とはできないか。

【事業者】

・ケミカルリサイクルの話をすると多分最終的に油に戻すという

ことになると思う。それを生成するのは石油精製メーカーの設

備が必要なので、それをパッケージ会社が作るというのは大変

難しい。石油会社になるということだから。

・リサイクルでの質の話になる。例えば、800kg をリサイクルで

きたら、１t ぐらいでは材料として足りない。１万 t 必要。そ

れには１万 5,000t 集めなければ無理と言ったら誰が集めるか。

前橋市の一般ごみは 1,800 ｔなので、ケミカルだとその 10 倍

ぐらい集めなければいけない。それを企業がやったら、費用や

手間などで維持できない。役割も違うし、法律上も違う。そう

すると、どう標準化して自治体に効率よく集めてもらうか。負

荷が掛からない方法を考えれば、それを前処理して運ぶ人も必

要。一番効率がいいのは自治体主導だと思っている。店頭回収

もあるが数量が全然足らない。これは経済活動につなぐという

話だから、経済単位も考えると、量を効率よく集めることが必

要。そういう集積の最後にケミカルがある。役割分担しないと

仕組みとしてはできない。そういう仕組み作りをやっている最

中で、改革、変化の途中。鹿嶋の話も先週発表になった。わず

か 2 万 t だが、前橋市のごみならその 10 倍ぐらいを集めなけ

ればならない。でもそういうことを積み上げていかなければな

らない。常識も変わる。そういうことを長期に見ていくことが

大事。それで誰が支えるかというと次の話になる。その転換期

だと思っている。僕らは容器包装を使ったり作ったりしている

人の集まりなので、責任があるが、廃棄物になったあと全部責

任を持てるかっていうと、工程的にも役割的にも費用的にもな

かなか持たない。とは言いながら結構お金を負担している。だ

から全体として高品質、大量、ローコストの仕組みをどう作る

かというチャレンジをしなければならない。多少ヨーロッパが

先に行っているように見えるが、技術的には日本の動きが上だ

と思っている。ただ、10 年、15 年先の着地点はここというの

を示さなければならない。ここを目指して今この段階だという

ことを示していくことが必要。

＜環境配慮製品について＞

【市民】

・海洋ごみをもとに作った製品などの環境配慮製品は、値段が少

しでも上がると日本人は買ってくれないと聞いた。まだ海外の

人の方が買ってくれるとのことだった。

・最近、店に行くとお菓子のパッケージとか環境配慮した紙っぽ

いパッケージがあったりする。

・環境設計みたいな話で、コストとかはどうなるのか。それを判

断するときにどういう基準で見ているのかを教えてほしい。

【事業者】

・値段が上がったら、消費者は買ってくれないと思う。30 年前

の粉洗剤は液体洗剤と同じだが、当初は 1,000 円で出た。今ラ

イオンの例えばナノックスとかだと 300 円、400 円。環境配慮

で 1 回すすぎって言っているのに、価格は半分になっている。

これが今 1,000 円だとまず売れない。われわれはもうやってら

れないというレベル。

・容器を薄肉化したり、できるだけ単一素材にしたり、小さくし

たりという努力はしているが、値段は変わらない。

・環境を履き違えているのではないかというような袋が出てきて

いる。紙のパルプに樹脂を塗りこましてる袋はリサイクルが基

本的に不可能で、禁忌品になっている。間違った環境配慮する

くらいならば、プラスチックでモノマテリアル化をした方がい

いと思っている。

・環境配慮にしてもリサイクルにしても新素材にしても利用者の

現場で必要とされる物を一生懸命作ってはいるが、売り上げと

環境がうまい具合にバランスが取れていない状況。ただ今後世

の中に不必要な物にならないよういろんなことを考えていかな

ければならない。

・正しく情報が伝わってないのではないかというのが実感。レジ

袋の話が一番象徴で、レジ袋が有料になったから生産が落ちた

が、逆にスーパーにおいてある薄い袋が馬鹿みたいに増えた。

あれはやっぱり必要だと思う。だから使った後どうするかをき

ちんとしていくということが大事だと思っている。

【行政】

・多分プラスチックについては、その悪影響が出る部分をいかに

減らしていくかという所は継続していかなければならない。い

ろいろな素材がある中で用途別に適切な物があっても、それは

それぞれ使う側の人たちが選ぶ選択肢としてあるが、そのため
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にはいろいろ今の政策を考えて資源循環とか悪影響も減らして

いくことをしっかり取り組む必要がある。

◇Ｃグループ

【参加者】（順不同・敬称略、〇は進行役）

　鵜之沢敦志 群馬県環境森林部 廃棄物・リサイクル課主事

　筑井　篤 前橋市環境部ごみ政策課課 課長補佐

　田所徹平 前橋市環境部ごみ政策課 GX 戦略係主任

　齋藤琉海 富岡市役所環境保全課環境施設係主事

　梶原成元 （公財）廃棄物・３Ｒ研究財団理事長

　奈賀由香子 群馬県環境アドバイサー連絡協議会ごみ部会長

　林　英男 群馬県環境アドバイサー連絡協議会　

　遠藤昌男 一般社団法人中央ライフ・サポートセンター

　福浪基文 ガラスびん３Ｒ促進協議会事務局

　外薗典明 スチール缶リサイクル協会部長

　川村節也 紙製容器包装リサイクル推進協議会専務理事・事

務局長

　内山謙一 全国段ボール工業組合連合会事務局長

〇小松郁夫 PET ボトルリサイクル推進協議会専務理事

　公文正人 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会アド

バイザー

　山田道広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会事務

局長

　平　　久 ( 公財 )廃棄物・３Ｒ研究財団（３Ｒ・資源循環

推進フォーラム事務局）

＜紙の回収について＞

【市民】

・紙ごみをリサイクルするようにする分別の記号が欲しい。

・雑紙とは何か。

【事業者】

・紙のマークは識別マークで分類上のマークであって、実際にリ

サイクルできるかどうかは関係なく、市民や普通の人が見ると

リサイクルできると誤解されるので、古紙問屋や自治体から要

らないと結構言われている。紙のマーク止めるには、法改正が

必要だから国会を通さなければいけない。紙は、紙単体と紙プ

ラとの複合があり、紙マークの横に単体、複合と付けるとか、

あるいは Aとか Bとか記号を付けて区分したいと環境省や経産

省に提言をしていて、検討課題となっているが、10 年経って

もまだ進まない状況でなかなか厳しい。一方、単体、複合と言

いながら複合品も回収リサイクルするのは容リ法の義務なの

で、私どもはこれを自治体に回収してもらって先進的な所を中

心にリサイクルできるようにしたいと主張していて、検討をお

願いするために昨年末から自治体を回り始めたところ。

・雑紙の定義は、紙箱、包装紙、紙製容器包装、カレンダーとか

コピー紙とか含めた紙・小物で、紙にリサイクルしやすい物に

限定した物となっている。雑紙の中の大体４割ぐらいが紙製容

器包装で、あとの６割が紙・小物になる。古紙業界で言うと段

ボールがあって新聞があって、それから一番品質が低い物の扱

いが雑紙、それから牛乳パックというように形態で分類されて

いる。古紙あるいは雑紙、紙製容器包装も全部一緒だが、基本

は段ボールにリサイクルするときの増量材として使われてい

て、かさ増し材とも呼ばれている。段ボールよりもさらに安い

物として混ぜてコストのために入れている。また、ごく一部が、

板紙の灰色の部分で、古紙として使われている。

・紙とプラスチックの複合した物は、紙にリサイクルし難いの

で、古紙再生促進センターで禁忌品とされていて、中でも比較

的紙にリサイクルしやすい物は禁忌品の B、昇華転写紙（捺染

紙、アイロンプリント紙）とか絶対入れないでほしいという物

は禁忌品 Aと決められている。複合品も雑紙の回収対象になる

べく広げていって回収リサイクルをしてほしいと主張し始めて

いる。複合品は、先進的な設備が入っている所は受け入れてい

るが、完全に受け入れるというようになっていない。ただ 10

年 20 年先を見ると古紙不足が目に見えているので、先々はそ

ういう物も回収リサイクルしていく方向にある。

・容器包装で紙とプラが複合された物は、紙でもプラでもリサイ

クルに適さない。紙の固形燃料は容リルートでは認められてい

るが、プラでは基本的に認められていない（緊急補完的な対応

に限る）。同じような固形燃料が、一方で認められていないの

はおかしい。そういう課題はある。

【行政】

・前橋市は紙については、新聞紙、雑誌、段ボール、それと牛乳

パックという区分で市民に案内している。それ以外の、例えば

トイレットペーパーの芯とか、容器包装、お菓子の箱などは雑

古紙として分類している。雑古紙は、溶かして段ボールなどに

なっている。

・県の場合は、市町村によりそれぞれ異なっている。リサイクラー

がどこまで引き取ってくれるかという部分では、それが指定法

人ルートであれば分別基準で適合物になっているかどうかがそ

の基準になっている。指定法人ルート以外も使われている部分

もあれば、直接リサイクラーとのやり取りになる。

＜プラスチックの分別について＞

【行政】

・毎年プラスチック容器包装は、容リ協でベール検査をされてい

ると思うが、そのベール品の評価を見たときに、プラマークの

ある袋は問題ないという話だったが、ベール品にプラマークが

なかったらプラ容器ではないから分別してほしいと言われた。

どういった違いがあるのか。

・市民から納豆のパックはどこまで洗えばいいのかという問い合

わせがある。落ちづらいのは、お皿を洗った残り湯とかで一晩

漬けといてもらって、それで流した物を出してくださいという

ような説明をしている。

【事業者】

・自治体のごみ袋はコンビニなどで売っているが、あれは販売す

る製品で容器包装とは違う。それで容器包装廃棄物とそうでは

ない製品を分けていると思う。プラマークを付けていないとこ

ろもたくさんある。事業系だと、本来は付けてはいけない。我々

がよく言うのは、あのマークを付けているところは容器包装リ

サイクル法でお金を払っているという証。プラマークが付いて

いる容器包装だけを容リ協で集めるのと、自治体によっては製

品と別々に回収されている所もある。最近一括回収という形も

あるが、マークが付いているか付いていないかは容器包装であ

るかどうかということ。

・マヨネーズの容器は、汚いのは可燃ごみに出していいと言って
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いてリサイクルしてない。でも、そのマヨネーズのメーカーは

容器包装リサイクルのお金を払っている。あまりがんじがらめ

にすると大変なことになる。

・プラスチックに油がついた物は洗剤で洗っても取れないという

のがある。

・よく話題になるのはクリーニング袋。中には製品ではなくて自

分の服が入っているので、容器包装ではなくてサービス（役務

の提供）。スーパーで買った肉とか魚がトレーに入っていてラッ

プが付いているのは容器包装だが、サランラップとかクレラッ

プを店で買ってきたら、容器包装ではなくなる。そういった所

が非常に市民には分かりにくい。これからプラ容器も製品プラ

と一緒に一括回収になれば、もう一緒に入れられるのでリサイ

クルするということでは良い方向に行っている。

＜プラスチックのリサイクルについて＞

【市民】

・プラスチック容器はどのような製品にリサイクルされている

か。途中で燃やされているような話も聞く。

・例えば、袋の性能で、1 年も 2 年も 3 年も中身が酸化しない性

能が必要かどうか。もっと性能を落としていいのではないか。

安全というのは、やればやるほど大変な騒ぎになって、それに

よってそれ自体に資源を使わなければいけないし、それによっ

てリサイクルができないならそんな安全は要らないという判断

もある。環境配慮設計という概念は、そういう物をみんな天秤

に掛けて、何が良いか議論するということです。色々なケース

も一つひとつ極論を言っているだけで、そういう言い方は正し

いかもしれないが、同じ物に対して違う言い方もあるというこ

とを常に理解しておく必要がある。

【事業者】

・目に見える製品リサイクルではパレットが主流。それから医療

系廃棄物などを閉じ込めて入れて、そのまま廃棄するような入

れ物とか、あと雨水の貯留槽とか、それ以外にも鉢植えの小鉢

だとかボールペンになっている物とか、もろもろあるが、PET

ボトルをまた PET ボトルにするような水平リサイクルとは異な

る。プラスチックはポリプロピレンだとかポリエチレンなどい

ろんな素材を使っていて、それが 1 枚のフィルムに何層にも

入っている。単一の素材なら割と単純にリサイクルできるが、

さまざまな素材の複合品はリサイクルが難しい。できる物とい

うとパレット。リサイクルできているのは間違いないし、途中

で燃やすということはない。

・容リルートの材料リサイクルの残渣率は約 50％。残りはリサ

イクルできないので燃やしている（熱回収）。いろんな色の付

いた物を集めてリサイクルすると、当然灰色とか緑色っぽい物

にしかならない。パレットは着色をするとか、植木鉢も黒くす

るなどしているが、真っ白な物にできるかというと難しい。ケ

ミカルリサイクルの方では歩留りが 80％ぐらい。

・なぜ複合かというと、ポテトチップスの袋は何層にもなってい

るが、単一素材にすると、その厚みは１～２センチにしないと

性能が出ない。複合にすることによって、プラスチックの量を

大きく減らしている。それによって環境負荷低減に非常に効果

がある。単層と複合のどっちがいいかでは、単層にできる物は

単層にという動きは今、事業者でも環境配慮設計で取り組まれ

ている。

＜包装のあり方ついて＞

【市民】

・包装はものすごく多い。個包装の外のパッケージは、自分の製

品を他製品と差別化して消費者に売りたいということだが、あ

る程度個包装ぐらい統一してもいいのではないか。いろんな

メーカーがあるが、コースは三つぐらい作っておいて統一した

らどうか。とりあえずできる所から始めて、やれる範囲を広げ

ていけばいい。

・プラスチックの個包装の統一の意味があるかどうかは、リサイ

クルをするという前提に立てば、リサイクル技術に合わせてど

ういう物を作るかをメーカーに考えてもらうというのが、サー

キュラーエコノミーです。つまり、メーカー側の理屈だけでは

ないと思っている。意味があるかどうかは、対話してみないと

わからない。今自動車でその議論を始めているが容器包装でも

そうあってほしい。

【事業者】

・個包装を統一するには、包装をある程度パターン化して製品の

中身形状をまずそろえていく等なかなか難しい。

・皆さんの声が大きくなれば、メーカーは変わる。皆さんの声で

コロッと動く。統一する必要性に意味がある。

・個包装の統一がリサイクルに効果があるかというと、どちらか

と言うと、本当に個包装が必要かという議論の方が良いと思う。

農水省の言う食品ロスを削減するという意味では、個包装は必

要。多分、昔は子供がたくさんいて、クッキーをポンと出して

も一瞬でなくなるような感じだったのが、今はそんなに食べな

いから、なくなるのに１～２週間かかるというと、個包装がな

いと湿気ってしまう。だからクッキーとかを一箱食べると包装

が山のようになる。今は個包装でないと売れないので、個包装

の商品設計になっている。

・容器包装全般を考えたときに、ボトル形状の物でも素材の統一

とか、色を透明とか白にするとか、多分解決策はあるのではな

いか。難しいとは思うが、リサイクルするために事業者として

も考えるべきときに来ていると感じている。

・環境配慮設計はどんどん進めていかなければいけないし、サー

キュラーエコノミーを考えたときに、みんなで考えていく必要

がある。

・プラスチックは機能性も素晴らしいし安い。ただ、例えばカッ

プだとプラスチックカップと紙カップがあり、紙カップの方が

高いが、絶対にプラスチックカップでなければいけないかとい

うと代替が可能な物がある。その代わりラミネートしているの

で、実は燃やしているという話だが、プラスチックを減らす必

要があるというなら、やりようは幾らでもある。

＜リサイクル製品のトレンドについて＞

【行政】

・私が７年ぐらい前に清掃工場で勤務していたときに、私たちが

分けたプラスチックは何に生まれ変われるかと聞かれて、容リ

協のルートで燃料になって燃やすと言ったら怒られたことが

あった。それは必要だが、前橋市のごみが何になるかというこ

とで何か面白い、受けがいいリサイクル先や製品があれば、そ

れを教えてあげると、それなら分別してみようという意識付け

になると思う。

・前橋市はプラ容器を分別しているが、隣の中核市の高崎市が

やっていないので比較をされて、分別する意味はあるのかと言

われる。

・県では、高崎市はごみの発電をしていて、プラスチックがよく

燃えるので可燃ごみに回して、わざと焼却の熱を上げている。

ただ今後、プラスチックの一括回収だとか容器包装プラスチッ

クを回収しないと、国からの補助金がもらえなくなる可能性が

あることから、そっちの方向にシフトすることを検討している
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と聞いている。

・前橋市では昨年の６月にある大手のコンビニエンスストアと連

携して、市内の 79 店舗に PET ボトルの回収機が設置された。

PET ボトルや古紙を持って行くとポイントがもらえ、ポイント

が貯まると「とりせん」（地元スーパー）の買い物券がもらえ

るという仕組みで、前橋市はそういった資源物をスーパーなど

の店頭回収でも集めているという案内をホームページ等でして

いる。スーパーでの店頭回収を推奨すると、当然市の資源物回

収の負担も減り、環境省が毎年調査している１人１日当たりの

ごみ排出量も減る。税金対策に有効でごみの減量につながるの

で、私も休みの日に部活で子供たちが飲んだ PET ボトルを店頭

回収に持って行く。

【市民】

・PET ボトルは、スーパーなどに持って行くとポイントが付くの

がある。そういうのは有効だと思う。

【事業者】

・何にリサイクルされているかは、ホームページで掲載されてい

る。容リ協のホームページでもある程度見られる。あまり見た

目はよくないが、バケツを作って市民に配って、市町村のごみ

を出す日に使ってもらっているケースもある。そういう、プラ

スアルファの要素もある。今後はだいぶ変わってくると思う。

使い道がマテリアルばかりで、ケミカルだとガスにして自動車

とかバイクを走らせることもできる。化学分解してエタノール

に戻せば、何でも作れる。

・ごみ袋になって戻ってくるというのもある。市民目線から見る

と分かりやすい。これから目指すのは容器包装を使ったら容器

包装に、食品用の包装で使ったら食品の包装にという循環がで

きるようになるといいと思う。

・例えばイトーヨーカ堂に持って行くと、nanaco ポイントが付

くとか、イオンに持ってくるとポイントになるというのはよく

行われている。

・店頭回収をするのは店舗がするので否定はしないが、店頭回収

をすることによって回収率が増えるのであれば徹底的にやれば

いいと思うが、現状を考えると、PET ボトルの回収率は 10 年

以上同じぐらいで、リサイクルに出す人はみんな出している。

今まで自治体に出していた物がそちらに行くので、全体の回収

量は基本的に変わらない。

＜プラスチック一括回収について＞

【行政】

・前橋市はプラの一括回収に向けて検討している。現状は荻窪清

掃工場のすごく短い選別レーンの中で、 容器包装プラスチック

を回収してベールにして容リ協にお願いしている。現状では清

掃施設の中で製品プラスチックまで集めたときに、まず保管し

ておくヤードの問題とか、それを処理するレーンがないこと。

それとそれに伴って収集運搬も新たに追加されることになるの

で、全ての経費を計算すると、容器包装プラスチックについて

は事業者負担が 99％で市の方は取組やすいが、製品プラスチッ

クは全額自治体負担になるので、ものすごい経費がかかってし

まう。今、どういう形がいいのか、一括回収するのがいいのか、

もしくは拠点回収で製品プラスチックだけを分別して集めて出

していくのがいいのか、費用対効果など総合的に事業者とも相

談している。中間処理施設なども含めて相当費用がかかるので、

簡単に進めると言える状況ではない。

・富岡市は現段階では製品プラスチックの一括回収に関して検討

はしていない。富岡市は近くの甘楽町などの市町村と広域化を

進めていて、もし製品プラスチックの一括回収を行うのであれ

ば広域化をしてからの話になる。一括回収は費用とか手間が大

変になる。特に市民への周知が大変で、ご理解いただいて出し

ていただく、また分別方法を変えるのも負担になるので、その

辺も検討しながら、今後話を進めていく形になると思う。富岡

市は容リプラを単独で集めているが、広域化を予定している他

の市町村は容リプラを集めていなくて、分別収集も全然違うの

で、すり合わせが課題になっている。

・群馬県内の市町村で一括回収しているのは、令和６年度初めの

時点で、11 市町村で全体の３分の１ぐらいになり、全国で４位。

1 年前にさかのぼって令和５年の段階では、プラ新法が始まっ

てから 1 年後だが、 即座に反応してくれたのが５市町村だっ

た。逆に一括回収をやられていない市町村の課題は何かをアン

ケート調査もしている。多くの市町村から声が上がっているの

が、お金の問題が非常に大変ということ。今まで容器包装プラ

スチックだと、大体 99％ぐらいが補助されていて、市町村の

負担は 1～２％とだと思うが、それが一括回収になると、再商

品化の費用に係る 50％の国からの補助金が出る以外は全部市

町村負担になるので、かなり財政的にきつい。相当な意欲を持っ

てやらないと実施できないという声があり、県でもことあるご

とに環境省にそういう意見を上げているが、制度を変えられる

ものではないので、今後進めにくいと思っている。

・一括回収の実施率の全国１位は東京都。東京都の場合は、最終

処分場が今後も確保しにくいという状況があるので、どんどん

リサイクルに回して廃棄物の量を減らさなければいけないこと

が課題となっていて、知事もかなり強い形で各市区町村に働き

かけて実施が進んだ。東京都の場合は容リ協ルートではなくて

33 条ルートの随意契約で直接契約するという状況があるよう

で、逆に自治体でリサイクラーの取り合いになり、一刻も早く

リサイクラーを確保しなければいけないということになって、

一気に実施率が高まったという背景があるようだ。逆に言うと、

その様なインセンティブが働かない所だと、進めていく理由が

ないのが一括回収が進まない理由と考えている。

＜自治体のルールについて＞

【市民】

・私は主に食品の廃棄されるような物を預かって全国の福祉施設

だとか福祉団体、子供食堂に送っているが、そのときに感じる

のは、リサイクルなどに関する情報が食品などにあまり表示さ

れていないこと。理由としては、それぞれの地域によってリサ

イクルや廃棄物の扱い方が違うからだ。どこまでが再利用でき

て、どこから廃棄かは市町村によって違う。例えば東京から引っ

越してきたとかいうと、前橋市のルールに従わないごみの出し

方をする人が必ずいる。特に外国人が増えてきたので、外国の

方は全然違う形で出す。それを考えると、メーカーも地域によっ

て違うから表示しにくいと思うが、その辺りを変えていかない

と仕組みとしてはうまくいかないと感じる。

【事業者】

・お菓子のパッケージの部分も、紙としてリサイクルできるので、

雑紙として出していいというようなことを書いてあるが、最後

はやはり自治体に従ってくださいということになる。自治体は

92％ぐらいが何らかの形で回収しているが、まだやっていない

所があるので、一方的にパッケージに印刷できると言い切るの

は難しい。

＜リターナルびんについて＞

【市民】

・ビールびんと酒びん以外に回収されているびんはあるか。
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・Ｒマーク、リサイクルマークのついたびんはどうなっているか。

・リターナブルびんの件数で見ると生協がやられているような状

況でもある。結局、あれはものすごく重要だと思っていて、生

協の場合は、例えばいろんな用途の部分を統一してこの何種類

かに決めてやっている。つまり何をしているかというと、リター

ナブルにするために容器まで変えているケースが多いというこ

と。だからそういうケースは、規模的には小さいが、非常に参考

になるケース。何をやったらリターナブルになる、何をやった

らこんなことができるということをきちんと考えてくれている。

 【事業者】

・リターナブルびんは、びん商というびんのブローカーの仕事を

している人が市町村に引き取りに行く契約をしている所もあれ

ば、大抵は酒販店とか業務店、レストランなどに取りに行って、

普通のリサイクルに回している。リターナブルに使えるびんで

需要のある物はそれを洗う会社に出して、次にそれを使ってく

れる所に売りに行く。そういう形になっていて、Ｒマークが付

いているのはリターナブルに適したびんという表示をしている

ので、見た人にはわかりやすいが、必ずしもマークが付いてな

くてもリターナブルされているびんもある。

・リターナブルされているびんは、酒びん、１升びんもそうだが、

300ml とか 720ml びん、あと牛乳びんもリターナルびん。

・古くは、サイダーやラムネのびんがあり、ホッピーもワンウェ

イびんとリターナブルびんの２本立て。酒屋さんなどではリ

ターナブルびんが回っている。スーパー、通販などはワンウェ

イびんで、軽くしてそういった用途のびんとして使っている。

・前橋市はびんを全部回収されていて、素晴らしい成績です。実

は無色、茶色、その他の３色にきっちり分けてコンテナに入れ

られている。市町村の人口で割った 1 人当たりの全国平均が

4.98kg だが、前橋市は確か約 5.6kg と全国平均より高い。大

抵集め方が雑でパッカー車なんかで集めるとガシャっと割れ

て、その他の色がどんどん増えていくが、そんなことはなくて、

無色が一番多く、次に茶色、その他の色で、要は生産している

量に比較的近い形でびんが回収されている。

・生協の場合は、宅配したときに前に買ったびんが戻ってくるの

で、特に収集に行かなくても社会システムとしてうまくいって

いる。ビールびんも酒屋さんが持って行ってくれる。うまく回っ

ている所は今も残っている。一方で他はできないのかというと、

昔は店で買って、また店に持って行って 10 円くれたとか言う

が、コンビニのバックヤードでそれを全部分けて、保管してお

いて、それをまた持って帰らないと駄目で、社会システム的に

難しい部分もあって、どんどん少なくなってきた。

・結局スーパーでは、もう保管場所の問題もあって、リターナル

びんを持って行っても受け取ってくれない。そのため、最近は

そういったびんが自治体の普通の回収の方に出て行って、自治

体の中には、そこからリターナブルびんを抜き取ってびん商に

来てもらって引き取ってもらっている所もある。そういうケー

スがあるので、何らかの形でリターナブルびんを集めている自

治体は７割ぐらいになる。

【行政】

・前橋市は素晴らしいと言われたが、その他が青色とかその他

いっぱいある。だからその他の色のびんを作るに際して色を統

一して２～３種類にしたらどうかと思う。リターナルびんはび

ん選別施設で抜き出して売却している。

＜ PET ボトルについて＞

【市民】

・PET ボトルをヨーロッパのように何度も使えるようにしないの

はなぜか。

【事業者】

・ヨーロッパでは、もうだいぶ減ってきたが、分厚い PET ボトル

で何度も繰り返し使っていて、結構傷がついたりしている。な

ぜできないかという理由は大きく分けて２つある。１つは、リ

ターナブルのボトルにすると普通のボトルよりも分厚い丈夫な

ボトルにしなければならないということと、２つ目は回収率の

問題。回収率 90％以上で、かつ空ボトルの輸送が 100km 以内

という限定された所であれば、リターナブルのボトルがワン

ウェイのボトルよりも環境負荷が減るというデータがある。だ

が、100km 以内の県内で回すとなると県内で洗浄して、中身を

充填する会社が必要になり、あとは店舗のバックヤードで保管

できるかということがある。また、結局回収してきて、それを

洗浄するが、例えば家庭菜園で農薬を薄めるのにそのボトルを

使ったとして、それをまた水で洗って戻したときに、その先の

洗浄工程で、そういう毒性のある物が完全に除去するのが難し

い。そういう衛生的な問題と回収効率とか環境負荷の問題で日

本では PET ボトルのリターナブルをしていない。でも、その代

わりに今はボトル to ボトルでリサイクルできるようになった

ので、そちらを推奨している。

グループ討論まとめ

【Ⅽグループ】（発表者：小松氏）

・始めに紙ごみを分別する記号が欲しいという質問があり、答え

てもらった。紙のマークは識別マークであって実際にリサイク

ルできるかどうかは関係ない。このため市民から見るとリサイ

クルできると誤解されるが、これを変えるには法改正が必要と

いう説明があった。

・また、雑紙とは何かと言う質問があり、答えていただいたが、

段ボールの増量材として使われているということだった。

・何にリサイクルされているかはホームページで見られるが、あ

まり見た目はよくないが、バケツを作って市民に配って、市町

村のごみを出す日に使ってもらっているケースもある。そうい

う、プラスアルファした要素もある。ごみ袋になって戻ってく

るというのもある。市民目線から見ると分かりやすい。これか

ら目指すのは容器包装を使ったら容器包装に、食品用の包装で

使ったら食品の包装にという循環ができるようになるといいと

思う。

・なぜ複合にするのかということでも話があり、単一素材で作る

よりもプラスチックを大きく減らしていて環境負荷に貢献して

いるということだった。

・食品にかけているラップはプラ容器だが、ごみ袋などはプラ容

器ではない。その違いは何なのかという所で事業者から説明を

させていただいた。我々事業者でも容器に関わっているから分

かるが、事業者の側でもそうでない人には分かりにくい。そう

いう点は分かりやすくする必要があるという話だった。

・その中でプラスチックの関係で一括回収は、群馬県では令和５
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年では５市町村、令和６年の始めでは前橋市はじめ県内の 11

市町村、県内市町村の３分の１が実施している。これは全国第

４位だそうで、結構進められているという印象だった。

・ガラスびんのリターナルびんについての質問と、PET ボトルは

なぜヨーロッパのようにリターナブルされていないのかという

質問もあった。

【Ａグループ】（発表者：田中氏）

・私たちはポストイットを２つに分けて書いてもらった。日常わ

からないこと、疑問に思っていること。もう１つは容器包装３

Ｒのなかで関心事があるとか、これは興味があることとかを書

いてもらった。疑問については、委員の方から回答していただ

いた。

・行政の方にも、どれぐらい汚れていればリサイクルできるかと

いうことでお聞きした。あまり残留物が残っているのは好まし

くないという話をした。

・今後のリサイクルについて、マークの問題とか分別の問題があ

るのではないかとか、ネット上ではビール６缶入りのマルチ

パックの板紙はリサイクルできないと書いてあるがどうなのか

というような質問があってお答えをした。ネットに書いてある

ことは必ずしも正しくはないので、疑問に思った点は、自治体

のホームページで分別のガイドブックとかアプリとかが掲載さ

れているので、基本的に行政の情報を確認して分別をしていた

だいたらどうかと話した。

・再生材が少ないと聞いているが、どれぐらい輸出されているの

か。また輸出されている物はないのかという質問にも答えた。

・リサイクル品の活用とか資源循環のコストアップはどれぐらい

消費者に許容してもらえるのかといったような話では、容器包

装の廃棄物の再資源化の目的をどう考えているか、消費者とか

市民にはどう広報すれば理解してもらえるかという話をさせて

もらった。

・消費者には、どんな物にリサイクルされているか、どんな製品

になっているかということとか、有価で回っている物はそれに

よってどれぐらいの収入があるかということや、どんな物にリ

サイクルされているのかを、自治体の数値みたいなものを示し

てやるとモチベーションが上がるのではないかというようなこ

とを話した。

・その他については、コストの問題があり、消費者自分のお金で

商品を買うが、それをリサイクルするには消費者が税金という

形でコストを支払う。最終的には誰がリサイクルのコストを負

担するかについて、消費者、市民の意識の問題になってくる。

消費者、市民に御理解いただけるとリサイクルが進む可能性が

あるのではないかというような話をした。

・話題については、容器包装の高効率なリサイクルを行うために

どんなことが必要なのか、一般家庭からプラスチックの回収量

を増やすにはどうしたらいいかについて、回収量を増やした場

合の効果などを見える化するなどインセンティブを働かせるよ

うにすればいいのではないかという話をさせていただいた。

・紙マークが付いているが、回収してくれないという質問があっ

て、現在の紙のマークは識別マークで、リサイクルできるかで

きないか、リサイクルの対象か対象でないかというリサイクル

マークとは意味が違い、素材が紙というマークになる。紙マー

クが付いていても合成紙はリサイクルできないので回収してく

れないという話だった。

・そんなようなところで、話題としては、容器包装のリサイクル

率を上げるためにはどんなことをしたらいいのかというような

話をさせていただいた。

【Ｂグループ】（発表者：久保氏）

・Ｂグループも他のグループと同様の話だったが、一番大きな話

題になったのは情報伝達の話だった。例えば、自治体の方々か

ら、清掃現場でピットの中身を見ていると、紙とかが多いとい

うような話が出たが、そういう情報は市民の方にどう伝わって

いるかという話題になった。意外とそういう情報がごみを出す

市民の方に伝わっていない部分もあるのではないか。

・市町村によって状況が違う、施設が違う、関連する受け皿業者

も違うので、そういうことが起因して分別に違いが起こると、

必要な情報がなかなか市民に伝えてられていない。ホームペー

ジだけでは市民に伝わらない。生で伝えるのはなかなか難しい。

終着点があるようでないようだけども、非常に大事で大きな話

として時間を費やした。おかげさまで御参加の市町村はそれぞ

れ違いがあるということと、難しいということ、これはごみ処

理だけではなくて、行政の抱えているいろんな問題に差異があ

ること、難しいところにお金もかかるし、手間もかかる。費用

の問題も自治体はどうするか。普段とは違うというか、少しリ

サイクルや資源循環というよりは、市民の情報伝達に関心もあ

るし、貴重な話をいただいた。

・また、いろいろな話の中で環境配慮製品は高くても買うかとい

うお話が出て、市民の方も事業者も買わないという。現実的に

環境配慮と言っているが、やはり値段が一番優先するというこ

とを改めて感じた。これは毎日のように話しているが、どこ行っ

てもいい物が欲しいけど高い物を買わないというのはわかりや

すいが、そういったようなことも改めて感じた。それ以外にも

幾つかのことが話に出たが、時間の関係で割愛する。

・今日第 30 回の意見交換で、年３回取り組んで、そういう意味

では　10 年目の最後になる。資源循環は大きな転換期にある。

去年、石破総理が出席して循環経済に関する閣僚会議を開い

た。国全体が資源循環に大きく舵を切ろうとしている中での意

見交換会だったが、少しはそういう情報を伝えることができた

と思っている。

・またこれを１つのきっかけにして、来年度以降もしっかりこの

セミナーを進めて行きたい。今日は皆さん大変活発な議論をし

ていただいて大変ありがたいと思っている。

前
橋
会
場
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Ⅲ．意見交換のポイント

【高松会場】

＜分別について＞
・分別ができていない人をどうするかを考えると、プラスチック

は汚れた物もきれいな物も一緒に回収するように簡単にすれば

よい。

・PET ボトルとびんと缶を一緒に回収するのは良くないと思って

いる。分別しなくてそのまま回収したときに、PET ボトル中に

びんが入ったりして資源としての利用価値がなくなる。これは

どうにかできないのかと思う。

・分別基準は全国的に統一するような流れがないと進まない。

・昔はごみとして捨てていたが、その価値観が変わっていない方

がたくさんいるとごみの分別が徹底されない。ごみは資源とい

うように切り替えることが大事。

・自治体によって分け方がまるっきり違うので、日本全体で統一

してもらうと、分かりやすい。

・ボタン電池など危険物が間違って入ってしまうことがないよう

に、できるだけ分かりやすい表示、注意書きをお願いしたい。

・千葉市では、焼却ごみは結構高い有料袋で回収している。他の

資源ごみは分けて出しておけばただで持って行ってくれる。生

活者側が高い物を少しでも減らして分けて出そうという背中を

押すやり方はありだと思う。

・リチウム電池では、中国製などはコントロールできない。日本

メーカーが中国で作っている電池は安全検査をしているが、そ

うでない物がいっぱいある。それらは怖くて集められない。

・分別収集してリサイクルに繋げるために今容リ協ルートで回収

しているが、必要になる中間処理施設はスケールメリットがな

いとなかなか作れない。

・プラスチックの分別では、店舗に回収の容器を置いていて、一

定数の人はきちんと分けるが、分別できない人もいる。自動

販売機による PET ボトルの回収では下から入れるようにして、

コーヒーカップなどを入れないような工夫がされている。

・今ヨーロッパで行われているソーティングセンターに取り組ん

でいる。機械で大量の製品も容器もかなり高精度に分けられる

技術だが、機械で分けるのは費用がかかるので量がないと経済

的でない。四国に1カ所程度作るぐらいの規模であれば、ガラッ

とごみ収集体制が変わり、もっと効率が良くなる。

・私ども生協は高松市に本部があり、香川県に店舗が 20 カ所あ

る。生協としての独自のリサイクル活動をしていて、各市町村

のリサイクル活動とは違っているので、お客さんから私どもに

なぜ違うのかという質問がある。行政は税金を使って回収して

いるが、店舗は回収コストを商品に転嫁するわけにもいかない

ので、費用をかけられず、こういう分別に協力してくださいと

お願いしている。

＜分別の啓発について＞
・分別の市民への周知では、動画を作っている自治体が今多い。

ささっと洗うと言っても、文字では洗う程度が分からないが、

動画ならすぐ分かる。

・LINE とかで AI を使って、例えば捨てたいごみを言えば、AI が

破砕ごみとか燃えるごみとか教えてくれる。これも結構役に立

つ。

・主体性という言葉がすごく大事。ごみ袋を有料にするとか、こ

のようなことをしたらポイントが貯まるというインセンティブ

などが主体性を生むと思う。

・生活者の皆さんにリサイクル費用を払わせるのは反対。そんな

負担をかけてまでリサイクルするのは本末転倒。水も洗剤も使

うのは無駄でしかない。洗わずに集めて、選別工程できちんと

分けるか、あるいはメーカーが洗わなくてもいいような容器に

するか、どちらかにすべき。

＜プラ容器のリサイクルについて＞
・プラスチックは汚れた物とそうでない物が混在してしまう可能

性がある。できれば洗える物は簡単に洗っていただいて、きれ

いなプラスチックと洗ってもきれいにならないプラスチックに

分けるのがいいと思う。きれいな物だけをリサイクルに回し、

汚れた物は適正な処理をする。

・リサイクルの技術革新が起こると、プラ容器を洗わず出すとか

ミックスプラスチックをそのままリサイクルできるようにな

る。

・食品などで使えるプラリサイクルは PET ボトルから作った物し

かないと思う、世界的には義務化する話があって、日本もそう

なるかもしれない。特に EU では食品容器のリサイクルはまだ

30％だが、すでに 10％という基準ができつつある。PET フィル

ム以外で 30％は今のところできないが、義務化されたらどう

しようと思っている。

・全く同じ物に戻すということが今できているのは、プラスチッ

クでは PET ボトルだけ。PET ボトル以外のプラスチックは同じ

物に戻すのは極めて難しい。

・高松市は県の中では都市部なので、自治会加入率は平成の初期

は 70 ～ 80% あったが、今はもう 50％を割っている。残ってい

るのは島しょ部の 100 ～ 200 世帯のところだけ。そうなると本

当に分別するパワーがないし、そこに何回も回収に行くコスト

がかけられない。

＜資源循環の課題について＞
・わざわざ洗って回収して、またそこにエネルギーをかけて、元

に戻すリサイクルが、将来どんな効果があるのかが分からない。

自治体の人口も減ってきているので広域化に舵を切って、2100

年を見据えた計画を立てないといけないのではないか。

・洗剤のボトルなども PET ボトルと同じように、同じ容器にして

ほしい。鹿児島では焼酎は同じ容器にしている。

・ソーティングセンターとか高度な技術が増えれば、分別できな

い物が少なくなる。

・環境に配慮する物を買うと日本経済が活性化するとか、そうい

う目に見える形があると変わってくると思う。

・リサイクルのコストについては社会で応分の負担を考えるべ

き。環境配慮した再生プラスチックを使ったボトルは 250 ～

300 円になる。これを消費者に負担を求めるのか、メーカーが

負担するのか、何か税制優遇でも考えるのか、何か負担の方法

を考えないと広がらない。

・日本が、原油が入らない、食料が入らないというシャットダウ
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ンされると、今ある物でどこまで生活できるか。都市鉱山的な

物とかの資源循環を進め、プラスして環境に負荷が少なくて産

業革命以降の CO2 が減る方法を考えなければならない。

＜ケミカルリサイクルについて＞
・食品トレーやカップ麺の容器、透明の弁当のふたなどポリスチ

レンを集めて、ケミカルリサイクルをして、原料に戻してい

る。その原料からはきれいな製品ができる。当社では液体のモ

ノマーに戻すので、色柄も関係なく、石油から作った物と見分

けがつかない。

＜サーマルリカバリーについて＞
・サーマルリカバリーは、循環しないで行ったきりだからリサイ

クルではない。エネルギー利用だから一段低いカスケードに

入っている。ただし、処理という意味では有効な方法だから脱

炭素、カーボンニュートラルにつながるように考えなければい

けない。

・プラスチックのある部分は燃やさざるを得ない。例えば医療用

だとか、国際線の飛行機の中で使われたにプラスチックの使い

捨て容器のふた、どこかの研究所で使ったシャーレはカビが生

えたりするので、焼却するしかない。

＜識別マークについて＞
・プラの三角や四角のマークはリサイクルマークではなくて識別

マーク。三角マークは PET ボトルだけ。四角マークはそのその

ほかプラスチック。これは分別する場合の目安のマーク。

＜海ごみの問題について＞
・海上の漂着ごみは増やさないことで、時間がかかるが、まずプ

ラスチック量を減らすとか捨てない文化を作っていくことが大

事。捨てない方向にどうしていくかを考える必要がある。

＜環境配慮製品について＞
・日本人は節約志向が染み付いているから、値段が少しでも安い

物を買う。環境配慮が必要なことは分かっているが、実際買う

となると、値段の安い方を買う。

・リサイクル製品で売れているのは、自治体向けのごみ袋など。

販売しやすい製品としては農業用フィルムがある。

・フィルムでも食品と接触する用途に使う場合は要求レベルが高

い。それをリサイクル材で作ろうと思うと、何回も洗うとか、

人体への影響のテストをしなければならないなどでコストがか

かる。

・シャンプーは容器も含めてものすごく種類が多いが、パウチで

買っているのは、環境にいいからではなくて、ごみとして扱い

やすいこともある。ボトルではごみとしてボリュームが多すぎ

て、スペースを取りすぎる。

・環境配慮素材はそれだけでコストも上がる。もっとたくさん導

入して、どんどん環境配慮設計を進めたいが、購買行動につな

がらないという課題がある。

・市町は環境負荷を減らすための啓発の一つとして、消費者の立

場である市民に、環境負荷が少ないプロセスを通して作られた

製品を選ぶことを薦めている。役所でもグリーン購入の対象製

品を買わなければいけない。

・私の会社でアンケートを取ったが、その中で「環境に良くない

けど安い物」と、「環境に良くて高い物」のどちらを選ぶかと

聞いたら、７割弱が安い方を選んだ。また、「環境に良いが機

能性が低い物」と「環境に良くないが機能性が高い物」では、

８割が機能性を選んでいる。

＜レジ袋について＞
・今買い物の際に７～８割の人がレジ袋を断っている。スーパー

でもコンビニでも、紙製も含めてかなり有料化されていて、お

金を払って袋をもらう人は少ない。

・レジ袋はトン数では半分ぐらいに減っている。20 万トンあっ

たのが 8万トンという感じ。

＜PETボトルについて＞
・実施設計ガイドラインを守っていない製品は輸入業者など多い

が、PET ボトルの協会ではその輸入業者に対して、業界では実

施設計ガイドラインを作っているので、リサイクルのために改

善をお願いするという手紙を出すなど地道な取組もしている。

・PET はボトル to ボトルのリサイクルをしているが、プラスチッ

クはいろんな物質を吸着する性質があるので、PET ボトルをリ

サイクルして食品用途に使うと意図しない汚染がある。そこで、

洗浄をもっと厳しくして、アルカリ洗浄をした後に特殊な熱処

理の工程を真空・高温下で行って汚染物質を除去するという処

理をしている。

＜PETボトルのふたについて＞
・PET ボトルのふたは、相当リサイクルされている。とてもいい

材料だという評価する人が多い。

・私が知っている市町村は、ワクチンを海外に支援するため、

キャップを小学校で集めていたが、業者がやらなくなった。

＜プラスチックの一括回収について＞
・一括回収は容器包装と製品を一緒に集めるが、製品の分別基準

は市町村で決める。今年はかなり増えて、32 条スキームが 87

市町村、33 条が 14 市町村で、合わせて 100 市町村を超えた。

去年が 38 市町村だから、３倍になった。

・今後、容器包装もそれ以外の製品も、分別回収を実施する自治

体がどんどん増えてくる。その理由は、国から出ている自治体

のごみ処理施設の整備への補助金が、今後分別をしないと出な

くなるためだ。

・プラスチック製品は、廃棄されたときも含めて、2050 年まで

に CO2 をゼロにするようにリサイクルしなければいけない。そ

れが大きなトレンドになる。これはビジネスチャンスにもなる。

・一括回収は、町がそれを集めて対処するということで、容リは

32 条スキームで容リ協会へ行き、製品プラは 33 条で市町村が

独自に回収し、費用は自治体が負担する。

・プラの一括回収については、まだ市としての意思決定ができて

いない。これから収集体制などについても関係のセクションと

も協議を進めなければいけない。早ければ再来年から進めたい

と考えている。今年度と来年度ぐらいで市民への周知も含めて、

回収方法とかを最終決定していきたいと考えている。

・丸亀市は人口が 10 万人程度で小さく、ストックする場所がな

いため、33 条で行かなければいけないが、運搬には遠すぎ、

リサイクルする業者も少ない。

・一括回収にしたときの問題点は、いろんな物が入っていること。

怖いのがリチウムイオン電池の混入。そのため仙台市の実証実

験では 100％プラという形で、市町村に提案している。

＜ガラスびんの回収について＞
・丸亀市では、リターナルびんと、ワンウェイびんは３種に色分

けして、容リ協ルートで一部出している。ただ PET ボトルに比

べて、価格的には厳しい。

・ガラスびんの回収では、ビールびんとか一升びんぐらいしかな

い。ほとんどはワンウェイびん。
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・ガラスびんの量は減っていて、回収するときに缶、PET ボトル

と一緒に集めるケースが多い。そうすると、ガラスびんが割れ

て PET ボトルが傷つき、よくクレームがある。別々に集めるの

がいいが、手間とコストがかかる。

＜リユースについて＞
・給水器は、高松市ではもともとうどん屋さんで給水してくれる

ところがあって、それが広がったようだ。給水拠点は、県内で

300 ヵ所ほど。そのため、イベントが終わって主催者が片付け

なければいけないごみが本当に少ない。

・リユースはいいシステムだが、社会インフラが整ってないと回

収システムも成り立たないという難しいところがある。リユー

スびんを集めて洗びんしなければならない。だから、リユース

びんがうまく機能しているところは、ドメスティックなところ。

＜脱焼却への課題について＞
・市が回収する PET はきちんとベール化して買取られているが、

デメリットとして住民が PET を捨てる際にキャップやラベルを

剥がさずに出している物もあり、今最終ラインでは手選別で経

費をかけて除去している。そのリサイクルやサーマルリカバ

リーで高松市は何億もの収入を得ている。そういう実態につい

て、高松市としても市民あるいは県民に、なぜ高松市はそうい

う処理をしているのかという説明責任をきちんと果たす必要が

ある。

・高松市はモデル事業で燃やしているプラを燃やさずに、容器包

装と同じように廃プラスチックとして資源化してプラスチック

製品にすることを考えている。そうなると、回収ルートを変え

る必要があり、市民が出す曜日、出し方、回収の回数などを

変えると移送費だけで３倍になる。一方で 2050 年のカーボン

ニュートラルでは、脱焼却しなければ CO2 は下がらない。新た

な政策は脱焼却せざるを得ない。紙ごみやプラスチックを脱焼

却しないと、環境省は廃棄物処理施設の交付金を出さないので、

脱炭素に向けて資源化せざるを得ない。

＜リターナブル容器について＞
・高松市は市長が昨年 6 月 19 日に無料の給水スポットを設置し

て１年経った。市役所前だけで７万 5,000 本の PET ボトルを削

減した。町内や地域コミュニティでも進めている。小学生も毎

日マイボトルを持っている。携帯と同じようにマイボトルを持

とうと言っている。

・京都の祇園祭では、市民と一緒になってリターナブル容器を提

供している。そこに参画する業者は、それによって、屋台の店

主たちも容器を買う購入経費を落とせる。その祭りでこれだけ

のごみを減らすことができたという実証を数年前からやってい

る。

＜再資源化・再生事業者について＞
・地方では資源循環する事業者がいなくて、出口が地方にはない。

仮に高度化法で知事の許可なく全国の大手企業が一斉に取り組

んでも、例えば地方の事業者の抵抗にあって 32 条から 33 条に

進まないこともあると思う。

・今は地方に再生事業者がいないと言われているが、５年後を想

定した場合、今の状況は変わると思う。

＜紙の使用について＞
・民間の進んでいるところは、事業運営を 100％再生可能エネル

ギーで調達することを目標に掲げる RE100 でペーパーレスの会

社を宣言して、全てタブレットとかによる電子会議をしている。

高松市も全庁的な横断的な会議で局長級の会議はペーパーレス

が原則となり、必ずタブレットで行っている。

・ノートの紙などの上質紙が、今どんどん減って 100％を大きく

割った状態が毎年続いている。増えているのは、例えば通販な

んかで使う板紙。Amazon は板紙を使わずにシュリンクフィル

ムを使うなどしている。あるいは、大きな箱をコンパクトにす

るという動きも出ている。

【岐阜会場】

＜専ら物、有価物について＞
・プラスチックとアルミの複合材の場合、多くはプラスチックの

方を再生していてアルミは残渣。しかしアルミを取り出したい

という業者はプラを溶かしてアルミだけ取り出している。両方

を取り出すのは、今は難しい。

＜PETボトルの回収について＞
・PET ボトルで B to B（ボトル to ボトル）とかでいろんなとこ

ろからうちと協定結ばないかという話が来ている。囲い込みが

あるということは、どんどん PET ボトルが容リ協に流れていか

なくなっているということか。単純に業界ごとに集めているの

で、容リ協では苦しい状況になって、資源が手に入らなくなっ

ているのか。今後はどうなるのか。

・PET ボトルの場合は、独自処理の量が増えて、容リルートのパー

センテージは下がっている。ただ容リルートの中でも 99％ぐ

らいが有価で取引されている。容リ協の PET ボトルの買取価格

が高くなっているが、需給バランスが崩れていて、供給量が少

ないので値段は上がる。

・今後はどうなっていくのかは、それぞれの自治体が独自処理の

方に行くのかどうなのかだと思う。自治体からすると、容リルー

トなら適合物になれば引き取ってくれるメリットがある。独自

処理で急に引き取らないと言われたときは、容リ法の申し込み

が終わっていれば渡せないから、それはその自治体の費用で処

理をしなければならなくなる。

＜容器包装の出し方について＞
・容器包装を出す際は、固形物を落とすというところまでだと思

う。本当に汚れがひどい物は可燃物。市民が出したプラ容器で

臭いがあると、選別作業の際の労働環境の問題がある。納豆の

容器についてよく聞かれるが、可燃物に入れてもらうときがあ

る。

＜ケミカルリサイクルについて＞
・資源循環を優先するのであれば、ケミカルでないと PET ボトル

以外はほぼできないと思う。

・どんなリサイクルでも CO2 を排出する。バージンよりも CO2 が

多くなればやる意味がない。バージンよりも少なければそうい

うサイクル材を使った方が合理的。

＜民間回収と行政資源分別回収について＞
・岐阜市では、雑誌は民間回収ステーションの構成比が高い。市

の資源分別回収量との合計の推移はあまり変わらないが、民間

回収量が拡大している。

・民間のステーションは皆さんが来やすく、排出しやすいところ

にできている。大体がロードサイドの空き地、人が住まなくなっ

て空いたところが多い。ある程度人が寄りつきやすくて置きや
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すいところ、車を止めやすいところになる。需要のレベルは高

止まりをしている。

・市の資源分別回収はどんな所でも協力するし、ある程度市民が

歩いて行けるところで集めている。民間ステーションは、車で

行ける人しか利用できない。これから高齢化して車に乗れなく

なったら行けない。だから資源分別回収に奨励金を出したり借

り上げ料を出したり、そういう支援をしている。

・民間回収が集めているのは専ら物で、雑紙がほとんどない。う

ちは、雑紙、チラシ、新聞、雑誌などに結構細かく分けて出し

てもらっている。そういう細かい分類は民間ステーションでは

ないようだ。

・市町村の分別収集は、市町村によって施設が違うこと、もう一

つは協力してくれる人たちや地元のリサイクル業者の存在が

あって、市町村によって変わる。

・電池が入っている製品については、EU は既に電池を取れる製

品に変えている。必ず取れることが前提の商品しか売らせない

というルールを作っている。素材の議論も環境配慮設計も全部

そういうように製品を見直すように今なりつつある。

・全国で今、1,700 ぐらいの自治体があるが、その自治体の分別

の品目が全く統一されていない。そうなると事業者がせっかく

リサイクルに向けた取組をしようとしても、なかなかそれに

乗っかった取組が出てこないと思う。

・プラスチックのリサイクルを容リ協に申し込んでいる市町村は

1,100 ぐらいしかない。市町村数で言えば 65％しか申し込んで

いない。人口比率では 75％で大きな市町村が申し込んでいる。

申し込んでいない市町村のほとんどは生ごみと一緒に燃やして

いる。

・プラスチック資源循環促進法では２年前から製品プラスチック

も申し込めるが、それができた初年度に 35 市町村が申し込み、

今年２年目は 87 市町村。まだそんなレベルで、どうしたら増

えるかが大きな課題となっている。

＜識別マークについて＞
・紙マークは、紙を使っているという意味で、これがついていた

ら資源として出していいというわけではないと話している。

・アルミ缶やスチール缶のマークが小さい。前はもっと大きかっ

たが、今は６ミリ角近くになっている。もっと大きくならない

か。

・一つは法定表記が多くなり、書かなければならないことが多く

なったので、表記スペースの関係でどうしてもマークを小さく

しなければならない。

・紙パックの紙マークも昔は 20 ミリの大きさでつけるというこ

とだったが、どんどん小さくなってきて、雑紙の紙と紙パック

の紙の見分けがつかないという声が出ている。

・表示しなければならない物が増えてきている。表示はどこかで

見直すべきだ。本当にもう書く所がない。プラスチックでも紙

でも今は小さな容器が出てきていて、それでも表示義務があっ

て書き切れない。だからポイントを小さくしている。

・市民は識別マークで分別しているのではなくて、自治体が出し

ている分別の表を見て分別していると思う。識別マークは、消

費者とか市民になかなか浸透していない。

＜市民への意識啓発について＞
・リサイクルの入口は家庭で、市民が行政の排出ルール通りにき

ちんと分けて出すと、質の高いサイクルに繋がる。それをどう

やって理解してもらうか。

・若い方とか転入された方のために作っているのは３Ｒの冊子。

それとは別に、ごみ出しのルールという冊子を各世帯に渡して

いる。

・モチベーションはお金が一番わかりやすい。岐阜市は自治会に

対して還元するというスタンスで、雑紙とか資源化した物につ

いて自治会に支給している。

＜利便性追求とオーバースペックについて＞
・元々パッケージを作っていたので、袋を開けやすくするとか中

身を守るとか、パッケージに対していろいろ工夫をしてきたが、

それがリサイクルに対して良くないと言われる。

・お客が良ければ、それ以上オーバースペックにする必要はない。

オーバースペックすることによって原材料が多くかかったり、

売価が上がったり、リサイクル適性が下がったりする。

＜資源循環について＞
・ガラスの場合のリサイクルは国内で完結する。大体リサイクル

された物のうちの約８割程度がもう１回ガラスびんにリサイク

ルされている。

・容リ法のプラスチックの単価は毎年上がっている。特定事業者

が払う再商品化実施委託料が毎年上がって高い水準になってい

て、合計で 500 億円まで膨らんでいる。これは何とかならない

か。

・プラスチックの再生材のマーケットがきちっとできていない。

だからいくら集めても需給バランスが崩れているので、いくら

品質が良くても多分有価にならない。

＜水平リサイクルについて＞
・今 PET ボトルのボトル to ボトルが非常に盛んで、それは非常

によいことだと思っているが、あまりにも行き過ぎて、本来、

卵のパックとかワイシャツとかにもなっていた PET ボトルまで

全部集めてしまうと、コストが高くなってしまう。卵の容器と

かワイシャツを作っているメーカーは、原料を PET ボトルから

バージン原料に置き換えなければいけなくなるという状況が起

きている。

・水平リサイクルは、同じ物から同じ物になるというのが分かり

やすい。そういった意味では水平リサイクルはいいことだと思

う。水平リサイクルは経済原則にのっとった形で動いているわ

けではないということ。バージン材の方が安く、再生材のレー

トが高い。

・最近国が言っているようなサーキュラーエコノミーというと、

究極は水平リサイクル化というイメージは持っている。

・段ボールは 100％ではないが、ほぼ回っている。缶もほぼ回っ

ている。紙もそうだ。新聞紙が全部新聞紙になるわけではなく

て、新聞紙の半分が新聞紙になって、あとは違う物になる。

・水平リサイクルでは、トレーサビリティというか、どこから入っ

てきた物なのかが明確に分かっていないと難しい。食品や医薬

品には直接接する物に使えない物は水平リサイクルが難しい。

・紙製容器包装はほとんどが段ボールになる。段ボールも広い意

味で紙製容器包装だから水平リサイクルと言えばいいのではな

いかと思うが、要するに板紙には戻らない。だから水平リサイ

クル至上主義が本当にいいのかと思う。

・バージン材の導入はトータルとして変わらないと言われたが、

それでもボトルで回した方がトータルとしていいと思う。今ま

で使用済みの PET ボトルを使えていたが、それが手に入らなく

なるとバージン材を使うというのは経営的にやっていけない。

何か他の安い物を探そうとか、そういうインセンティブが働く

のではないか。
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＜資源物の回収コストについて＞
・プラスチック容器包装を週１回回収しているが、市民の方がよ

り近くに出せるようにしないといけないので、収集を考えると

コストがかかってしまう。

・プラスチック製容器包装の収集運搬コストがかかるのが課題。

車の燃料代の高騰とか、今までかからなかった費用がかかる。

・各戸回収は高齢化社会の中でニーズがある。それに対応しよう

と思うと、回る時間は同じでも収集量が少ない。そうするとコ

ストがかかる。

・複合品は難しいと思う。例えば、ポテトチップスをおいしく食

べるためには、やっぱり劣化しない容器を求める。それがプラ

スチックでできていると、単純なプラスチックではなく、おい

しくするためにコーティングしてあるし、いろんな素材がミッ

クスされている。見栄えをよくするためにパッケージも売れる

ように作ってある。実際にこれを自分がリサイクルしようと

思ったときに非常に難しいのではないかと思う。

・紙はなぜ分別できるかというと、見て分るからだ。プラスチッ

クは見て分からない。ここが問題。それを見れば分るように工

夫しないと無理。

・スウェーデンではソーティングセンターが 1カ所あり、全市町

村が持ってくる。狭い国だから。そうすると紙もプラスチック

も全部機械で選別するだけで、そういうことを今現実にやって

出た物を売っている。紙は幾つかに分けるということを現実に

やっている。

・分別する、しないは別として、一つはまとめることによる規模

の経済。例えば小さな市で新しい焼却炉を買うのを止めて、統

合していってコストダウンをするのという方策と、二つ目が分

別を県全体でルールを一定化して地元企業と決めたこのマーク

はこうだとか、スーパーの店頭をどう利用しようとか、何かそ

ういう仕組みを作って分別を徹底的にやる。

＜ごみに関する教育について＞
・分別をすることがどれぐらい重要で、地球環境の未来に対して

どれぐらいの貢献度があるかということをもっと周知すること

が大事。国も自治体もその周知が足らないと思う。

・汎用プラスチックぐらいはもう小学校で教えるべきだと思う。

PP とかポリエチレンとか塩ビだとかは、私はプラ関連の仕事

をしていたのでわかるが、一般の人は未だにビニール袋、ビニー

ル傘。ビニールではない。

・教育は大事で、PET ボトルはメーカーの方々の大変な努力があ

る。昔は色付きの PET ボトルがあったが、それはもう一部外国

製の物しかないという状況だとか、炭酸は普通のお茶と形が違

う。

・教育では、小学校からやっておくべきだと思うが、実体験とし

て、教科書で習ったことと自治体でやっていることが違うと、

自分ごととして捉えられないので、国内である程度統一されて、

同じ教育と同じ判断でやっていけることは、長期的に見たらす

ごく必要なことだと思っている。

・教育とシステムと実態が連動していることはすごく重要だと考

えている。

＜バイオマスプラスチックの普及について＞
・バイオマスプラについて、企業の方はすごく頑張っていると感

じているが、従来の物より値段が上がるとか、なかなか普及し

ない。もう少し国としてバイオマスプラをたくさん使うように

しないと広まっていかない。

・バイオプラの値段に影響しないように、１％とか３％バイオマ

スを全商品に配合して、認知を上げようとしている。

・石油プラが大体年間４億 t使われているのに対して、まだバイ

オプラは 200 万 t ぐらいしか作られていない。

・バイオプラは遺伝子組み換えのコーンをたくさんつくって、そ

れでアルコール作って燃料にしようとしても、人口が増えてい

く中でコーン畑をこれ以上増やせない。森林を破壊するなとい

うことで、実は環境省もバイオマスプラは 10 年後にすごくな

ると言うが、メーカーとして食べ物と競合しないかどうかが気

になる。

＜プラスチックリサイクルについて＞
・分別を止めればいいという話があるが、自治体には止められな

い事情がある。例えば焼却施設を建て替えるのに国の補助をも

らわなければできないという自治体が多いが、実はその補助金

をもらうためには、プラ新法に対応してその他製品プラスチッ

クの分別を実施しなければいけない。

・プラスチック製品は出される物全てが製品になっているわけで

はない。よくできても半分。素材の問題で、複合化すると回収

が難しくなる。単一素材で作った分だけ純度の高い製品を回

収することができる。ただ各業界でいろんな問題があるので、

100％対応が難しい。現状は 50 何％が原料として回収される。

・容器包装は今 70 万ｔと聞いているが、一生懸命集めて１年間

で１tぐらい。１ｔ本集めるのに数十倍のお金がかかっている。

今の材料リサイクルは疑問だが、化学的手法ならできるのでは

ないか。

・今のままでいくと、プラスチックの材料は外国から買わないと

使えないというぐらいひっ迫する。サウジアラビアのある石油

会社は、ヨーロッパ仕様の設計をしていて、廃プラスチックか

ら作って売り出している。今、割り当てで売っているが、日本

人には売らないと言っている。

・パレットリサイクルで作ったパレットをまたパレットに戻すこ

とにこだわらずに、カスケードで流れて何か使える物はあるの

ではないか。カスケードでできるところからやっていけばいい

と思う。それで駄目な物はケミカルで戻してやればいい。それ

はみんなで議論する必要がある。

＜環境配慮設計について＞
・レトルトパウチみたいなパウチ袋で、アルミ箔が中に一層入っ

ていてフィルムを貼り合わせてある製品で、今結構アルミ箔を

抜いている物が出てきている。アルミ箔がついていると、レン

ジでチンができないから、アルミ箔抜きでスタンディングパウ

チにしてそのままレンジで加熱できる物が結構増えている。単

一素材ではないが、リサイクルのしやすさへの一歩だと思う。

【前橋会場】

＜容器の出し方について＞
・プルタブは、メーカーの方で 20 年以上前に外れないようにし

たので、それを無理やり外すとけがをするため本体と一緒に回

収するようにお願いしている。

・ガラスびんとか PET ボトル、金属缶については中を軽くすすい

で出すというルールを作っている自治体が多いと思う。

・段ボールは、古紙再生促進センターが禁忌品というリサイクル

できない物を指定している。例えば金属のアルミがラミネート

されているような紙や線香の箱など臭いが付いた物は禁忌品に

なる。段ボールの油染みも著しく汚れた段ボールは避けてほし

い。
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・ガラスびんも基本的には内容物が残っていると困る。多少の有

機物が壁面にくっついていても問題はないが、とにかく異物は

入れないでほしいと言っている。

・プラスチックの方は、基本的に汚れを落とすように言っている。

プラスチックは素材がいろいろあるが、くくりとしてはプラス

チックで出すようにお願いしている。

・ウェブとかにいろいろ曖昧な情報が氾濫することによって正し

い判断ができないケースが多々あるのではないか。市民・消費

者が一番アクセスしやすいのは自治体のホームページなので、

自治体のページから協会などのホームページを案内できない

か。

・前橋市では大手のコンビニやスーパーと連携して、PET ボトル

などを持って行くとポイントがもらえ、ポイントが貯まると買

い物券がもらえるという仕組みを担っている。これによって、

市の資源物回収の負担も減り、環境省が毎年調査している１人

１日当たりのごみ排出量も減る。

＜容器包装のリサイクルと海外流出について＞
・ガラスびんはリサイクル劣化しないので、水平リサイクルが基

本的。無色と茶色はほぼ 100％、その他の色は約 45％がガラス

びんにリサイクルされている。ガラスびんにリサイクルされな

いその他の色の約半分はグラスウールの原料に、残りの半分は

路床・路盤・埋戻骨材などにリサイクルされており、一応国内

でリサイクルが完結していると思っている。

・プラスチックは、一つは物から物へ戻すマテリアルリサイクル

で、パレットとか擬木になっている。残りの半分近くはケミカ

ルリサイクルで、石油の状態に戻すという方法。残ったリサイ

クルできない物は、エネルギーリカバリーで燃やしている。

・プラスチックはこれから再資源化した物が家電とか自動車とか

いろんな分野にたくさん流れると、海外流出のリスクがある。

・スチール缶は 93％ぐらいがリサイクルされ、ほぼ国内での商

品になっている。

・アルミ缶は元の飲料缶に戻るので、海外からアルミのインゴッ

トを入れて製品を作るよりも国内で循環した方がいい。２割程

度は海外に出ているようだ。

・段ボールは基本的に国内で回っている。一部の古紙は海外輸出

されている。

・PET は容リ制度の中でも容リルートと独自処理の２種類があ

り、容リルートは基本的には国内でのリサイクル。

・段ボール古紙で輸出するか段ボール原紙で輸出するかという

と、段ボール原紙で輸出する方が日本は潤う。

・今日本酒は国税庁が海外への輸出を奨励しているので、一升び

んとか四合びんが帰って来なくなる。

＜紙の分別・回収・リサイクルについて＞
・ビール６缶入りのマルチパックの板紙は、パルプ主体の紙で、

破れにくく、ちぎれにくい紙で、10 年ほど前は、繊維がもの

すごく強いので溶けにくく、再生できない製紙会社がたくさん

あった。今はほとんどの製紙会社が段ボールに生まれ変わらせ

ることができる。

・紙の識別マークはリサイクルマークと混同されやすい。リサイ

クルマークと勘違いしている市民は、自治体から燃やせるごみ

で出すように言われると混乱すると思う。

・紙は今東南アジアとかにかなり行っている。日本は市民がきち

んと分別するので、すごく資源として良好で、それが海外にど

んどん持って行かれるのは悔しい。

・紙は、紙単体と紙複合があり、紙マークの横に単体、複合と付

けるとか、あるいはＡとかＢとか記号を付けて区分したいと環

境省や経産省に提言をしているが、10 年経ってもまだ進まな

い状況。複合品も自治体に回収してもらいたいので昨年末から

自治体を回りお願いしている。

・雑紙の定義は、紙箱、包装紙、紙製容器包装、カレンダー、コ

ピー紙などの紙・小物で紙にリサイクルしやすい物。その４割

ぐらいが紙製容器包装、あとの６割が紙・小物。基本は段ボー

ルリサイクルの増量材として使われている。

・紙とプラスチックの複合した物は、紙にリサイクルし難いので、

古紙再生促進センターで禁忌品とされている。複合品は、先進

的な設備が入っている所は受け入れているが、10 年 20 年先は

古紙不足が目に見えているので、先々はリサイクルされる方向

にある。

・容器包装で紙とプラが複合された物は、紙でもプラでもリサイ

クルに適さない。紙の固形燃料は容リルートでは認められてい

るが、プラでは基本的に認められていない（緊急補完的な対応

に限る）。同じような固形燃料が一方で認められていないのは

おかしい。

＜散乱ごみの回収について＞
・拾ったごみはどこにも捨てる所がないので、ごみステーション

に出す。自治体でシステムを作ってくれるとありがたい。

・知っているボランティアはごみ収集を始める前に、そこを管理

している市町村などの許可を取得してルートを作ってからやっ

ていた。

・飲料６団体で作っている食品容器美化協会では、自治体と連携

協定をしてボランティアのごみ拾いとか美化活動をしている所

をサポートしているが、県はごみ処理の設備も持っていないの

で県と連携した場合、集めたごみの処理が問題になっていた。

＜リターナルびんについて＞
・リターナブルびんは、生協ではいろんな用途の部分を統一して

何種類かに決めてやっている。つまりリターナブルにするため

に容器まで変えているケースが多い。規模的には小さいが、非

常に参考になる。

・リターナブルびんは、びん商というびんのブローカーの仕事を

している人が市町村に引き取りに行く契約をしている所もあれ

ば、大抵は酒販店とか業務店、レストランなどに取りに行って

普通のリサイクルに回している。R マークはリターナブルに適

したびんの表示だが、マークが付いてなくてもリターナブルさ

れているびんもある。

・前橋市はびんを全部回収されていて、市町村の人口で割った１

人当たりの全国平均が 4.98kg だが、前橋市は確か約 5.6kg と

全国平均より高い。

・スーパーなどでは保管場所の問題もあって、リターナルびんを

持って行っても受け取ってくれない。そのため、リターナブル

びんを集めている自治体は７割程度。

＜リサイクルしやすい容器包装について＞
・化粧箱のようにコーティングしている箱は、過度な装飾を止め

て、リサイクルしやすい箱にできないか。

・プラスチックは実は７～８割は食品分野で使われていてそこが

結構難しい。容器自体がレンチンできる容器とかになり始めて

いる。パウチスタイルとかは同じ仕様になってきているが、高

機能容器が出てきている。

＜高品質・高効率のリサイクルについて＞
・容器包装は業務用が３割、家庭用は７割で、業務用はクローズ

マーケットなのできちんとリユースもリサイクルもできる。家
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庭用はオープンマーケットで売られているので、家庭からス

テーションに出す場合がリサイクルの入口で、その品質を上げ

ることが重要かと思う。

・自治体によって分別基準とかの取組が違いすぎるのは問題。プ

ラスチックなどはどこの自治体でも同じ資源化方法でできるよ

うにしないとコスト削減はできない。

・容リ法のガイドラインでは大体 30 万人に選別センター１カ所

とあるが、はるかにオーバーしていて、その結果、コストが決

まっているので処理をした後、どれだけ高効率で選別処理でき

るかが優先されて質は落ちる。

・プラスチックは全部集めてソーティングセンターで分ければい

いというのは、それは違うと思う。今まで日本がやってきたこ

とはそれなりの効果が出ているので、それを残した上でどうす

るのかだと思う。複合素材はソーティングセンターみたいな形

が合理的という感じがする。

・市民の側から見ると、これだけやったらこれだけ効果があると

いうのを見える化することがすごく大事だと思う。分別をやっ

た効果とか、地球環境はどうなるかというのを見えるようにし

てもらえると、その気になる。

＜リサイクルの教育・広報について＞
・市民に再資源化とかリサイクルを呼びかける理由の一つは経済

的な理由で、ごみ処理にかかる負担を減らすことと、もう一つ

が日本は資源が少ない国なので資源を有効に使うこと。

・集団回収がどんどん減っていて、そのためにリサイクル全体と

しても下がっている。地域別にリサイクル率を調べると、非常

に多い所は、回収したお金が住んでいる区に入って、最終的に

は住んでいる人のお金として使われていた。そういうことを盛

んに地域として PR していた。

＜PETボトルのリサイクルについて＞
・市民レベルからすると、PET ボトルのラベルやキャップを外さ

ないで出せればその方がいい。

・PET ボトルに直接印刷することは、厚生労働省や消費者庁が定

めたガイドラインを見ると技術的にはなかなか難しいと思う。

・ヨーロッパでは最近、ラベルもキャップも外さない。外せなく

してあって、PET ボトル類として全部一緒に集めている。その

方が出しやすいし量が多く集まる。

・ボトルに直接印刷するのは、インクの安全性について PET ボト

ル本体よりも厳しいので、そこは相当ネックになっていてそう

簡単な話ではない。

・ヨーロッパでは、もうだいぶ減ってきたが、分厚い PET ボトル

で何度も繰り返し使っていて、結構傷がついたりしている。日

本でできない理由の一つは、リターナブルのボトルにすると普

通のボトルよりも分厚い丈夫なボトルにしなければならないと

いうこと、二つ目は回収率 90％以上で、かつ空ボトルの輸送

が 100km 以内という限定された所であれば、リターナブルのボ

トルがワンウェイのボトルよりも環境負荷が減るというデータ

がある。だが、100km 以内の県内で回すとなると県内で洗浄し

て、中身を充填に充填して、洗浄する会社が必要になり、あと

は店舗のバックヤードで保管できるかということがある。

＜プラスチック容器について＞
・前橋市はプラ容器を分別しているが、隣の中核市の高崎市はご

みの発電をしていて、プラスチックがよく燃えるので可燃ごみ

に回してプラ容器を分別していない。よく比較をされて、分別

する意味はあるのかと言われる。

・プラスチックはごみ発電するなら助燃材として必要。プラがな

いと、重油をまかなければならなくなる。

・プラ容器は複合素材をできるだけなくすか、製品側でリサイク

ルしやすい設計が必要。

・プラスチック容器の有用性やリサイクル技術の情報が生活する

人に正しく伝わっていない。複合素材もリサイクルできる方法

はある。しかし普及が進んでない。一方で、プラ容器を止める

という議論が世界で行われている。うまく処理して活用する仕

組みをどう考えるかだと思う。

・良質なリサイクルプラスチックを自動車で使いたいという話が

注目されている。自動車はとても高く売れるので、そちらへ皆

さんがプラを持って行くと、容器包装に使える再生プラが少な

くなってしまうことを懸念している。

・市町村で収集した容リ材をちゃんとした材料にしてパッケージ

などにも使えるようにするという法律ができるということを、

経産省がやっている。その主要分野は家電製品や自動車、パッ

ケージに絞るというもので、そうするともっと集めなければな

らないので、市町村に燃やすことから転換するようにという話

がすでに行っている。

・プラマークを付けているのは、容器包装リサイクル法でお金を

払っているという証。プラマークが付いていれば容リ協で集め

る。 

・クリーニング袋は中に製品ではなく自分の服が入っているの

で、容器包装ではなくてサービス（役務の提供）。スーパーで買っ

た肉とか魚がラップされているのは容器包装だが、サランラッ

プを店で買ってきても容器包装ではない。市民には分かりにく

い。

・製品の性能はよくすればするほど、資源を使わなければいけな

いし、それによってリサイクルができないならそんな性能は要

らないという判断もある。

・プラ容器はポリプロピレンだとかポリエチレンなどいろんな素

材を使っていて、それが１枚のフィルムに何層にも入っていて

パレットなどにしかリサイクルできない。

・マテリアルリサイクルの材料の残渣率は 50％。残りはリサイ

クルできないので燃やしている。ケミカルリサイクルの方では

リサイクル率が 80％ぐらい。

・分別は行き着く先が歳入の話で、分別すればするほど歳入が上

がるので、可燃ごみに回すのではなくて、資源物として分けて

もらえれば収益は上がる。

・資源物を分別して出す際に、どれだけきれいにするかという問

題と CO2 とコストの問題は切り離せない。

・何にリサイクルされているかは、ホームページをめくると出て

くる。容リ協のホームページでもある程度見られる。あまり見

ためはよくないが、バケツを作って市民に配って、市町村のご

みを出す日に使ってもらっているケースもある。

・ごみ袋になって戻ってくるというのもある。市民目線から見る

と分かりやすい。

＜プラの一括回収について＞
・鹿島コンビナートのケミカルリサイクル技術が発展していけ

ば、ごみを一括で入れてしまえる。材料リサイクルからケミカ

ルリサイクルに変わるとガラッと変わる。

・前橋市はプラの一括回収に向けて検討しているが、容器包装プ

ラスチックについては事業者負担が 99％で市の方は取り組み

やすいが、製品プラスチックは全額自治体負担でものすごい経

費がかかってしまう。

・富岡市は現段階では製品プラスチックの一括回収の検討はして

いない。富岡市は近くの甘楽町などの市町村と広域化を進めて

いて、もし製品プラスチックの一括回収を行うのであれば広域
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化をしてからの話になる。

・群馬県内の市町村で一括回収しているのは、令和６年度の頭時

点で、11 市町村で全体の３分の１ぐらいになり、全国で４位。

多くの市町村から声が上がっているのが、お金の問題。容リ

プラだと 99％ぐらいが補助されるが、一括回収では、再商品

化の費用に係る 50％の国の補助以外は全部市町村負担になり、

かなり財政的にきつい。

・一括回収の実施率の全国１位は東京都。東京都の場合は、最終

処分場が今後も確保しにくいという状況があるので、どんどん

リサイクルに回して廃棄物の量を減らすのが課題となってい

て、知事もかなり強い形で各市区町村に働きかけて実施が進ん

だ。

・今後プラスチックの一括回収だとか容器包装プラスチックを回

収しないと、国からの補助金がもらえなくなる可能性があるこ

とから、高崎市はそっちの方向にシフトすることを検討してい

ると聞いている。

＜アルミ缶について＞
・協会としては、ボトル缶は散乱防止のためにキャップをしたま

まで出すようお願いしている。しかし、それが混在するのを嫌

がる処理業者の場合は、外してもらっている。それは自治体や

回収業者個々の対応になっている。

・アルミ缶のタブは 10 年前に外れないようにした。散乱防止の

ために止めたが、そういう情報が伝わっていない。

＜資源循環の情報伝達について＞
・容器包装リサイクルの資源循環の情報は市民や中小企業に伝

わっていないことが多い。

・行政が事業を始めるときには当然事業者が絡むが、市民はそう

いうことが進んでいることをわかっていない。そういった情報

をつなぐための、群馬県が 30 年ぐらい前にアドバイザー協議

会を作ったが、このような団体が一般市民に知らせていくとい

う仕組みが作れるといい。

＜リチウムイオン電池について＞
・変形したリチウム電池は普通の乾電池の引き取り業者が引き

取ってくれない。今、10 年前はなかったようなイヤホンセイ

バーやハンディファンなどに使われている。破砕機の火災の話

もあるので、非常に頭を痛めている。

＜ケミカルリサイクルについて＞
・全体として高品質、大量、ローコストの仕組みをどう作るかと

いうチャレンジをしなければならない。多少ヨーロッパが先に

行っているように見えるが、技術的には日本の動きが上だと

思っている。ただ、10 年、15 年先の着地点はここというのを

示さなければならない。

＜環境配慮製品について＞
・容器を薄肉化したり、単一素材にしたり、小さくしたりという

努力はしているが、値段は変わらない。

・環境配慮にしてもリサイクルにしても新素材にしても、利用者

に必要とされる物を一生懸命作っているが、売り上げと環境が

うまい具合にバランスが取れていかない。

・環境配慮設計はどんどん進めていかなければいけないし、サー

キュラーエコノミーを考えたときに、みんなで考えていく必要

がある。

＜包装のあり方ついて＞
・個包装はある程度統一してもいいのではないか。いろんなメー

カーがあるが、コースは三つぐらい作っておいて統一したらど

うか。とりあえずできる所から始めて、やれる範囲を広げてい

けばいい。

・プラスチックは、リサイクルをするという前提に立てば、リサ

イクル技術に合わせてどういう物を作るかをメーカーに考えて

もらうというのが、サイクルエコノミーです。 

・個包装が必要かという議論の方がいいと思う。今個包装でない

と売れないので、個包装の商品設計になっている。
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Ⅳ．実施報告
１．参加者名簿

第 28 回 容器包装交流セミナー in 高松　参加者名簿

日　時 ： 令和６年７月２日 （火）　13:00 ～ 16:45

会　場 ： サンポートホール高松５階　54 会議室 （＆ 51 ・ 53 会議室）

チーム NO 区分 メンバー 所　　属　 ・ 　職　　名 備　　考

Ａ

1 自治体 宮本　早葵 香川県環境森林部循環型社会推進課 主任

2 自治体 岡田　光生 高松市環境局ゼロカーボンシティ推進課 課長補佐

3 自治体 長澤　克彦 綾川町住民生活課 副主幹

4 省　庁 朽網  道徳 環境省容器包装 ・ プラスチック資源循環室 室長補佐

5 省　庁 小川　奈奈 中国四国地方環境事務所四国事務所 資源循環課 主査

6 市　民 勝浦　敬子 NPO グリーンコンシューマー高松　代表 事例報告

7 市　民 上原  千鶴 お片付けの学び場 代表

8 事業者 岡野　知道 ライオン株式会社 執行役員

9 事業者 土岐　善彦 シーピー化成株式会社 CSR 推進課 マネージャー

10 事業者 端山　亮 段ボールリサイクル協議会 理事 ・ 事務局長 ファシリテーター

11 事業者 稲林　芳人 アルミ缶リサイクル協会　専務理事

12 事業者 野中　秀広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 専務理事

13 事務局 平　久 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 （３Ｒ ・ 資源循環推進フォーラム事務局）

Ｂ

1 自治体 長尾  勇輝 香川県 環境森林部循環型社会推進課 主任主事

2 自治体 森近　康秀 丸亀市産業生活部クリーン課 副課長

3 自治体 橋本　大輔 土庄町住民環境課　副主幹

4 省　庁 井上　雄佑 環境省容器包装 ・ プラスチック資源循環室 室長 挨拶

5 市　民 今村　潤哉 コープかがわ つながりつくり部 チーフ

6 市　民 井上　博夫 コスモ設計室 / コスモ環境教育ラボ 代表

7 市　民 生嶋　暹 香川県地球温暖化防止活動推進員

8 事業者 今井　麻美 株式会社富山環境整備イノベーション推進室 室長

9 事業者 前川　恵司 日本容器包装リサイクル協会 プラ容器事業部長

10 事業者 近藤　美穂 大倉工業株式会社　執行役員サスティナビリティ推進部長

11 事業者 大野　敏彦 PS ジャパン株式会社サステナビリティ推進部 課長

12 事業者 藤井　崇 TOPPAN 株式会社サーキュラー推進部 部長

13 事業者 久保　直紀 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 理事 会長補佐 事例報告 ・ ファシリテータ

14 事務局 栁澤　高志 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 （３Ｒ ・ 資源循環推進フォーラム事務局）

Ｃ

1 自治体 山本　和豊 高松市環境局ゼロカーボンシティ推進課 課長 事例報告

2 自治体 西山　雄輝 高松市環境局ゼロカーボンシティ推進課 資源循環係長

3 自治体 久保　慶太郎 丸亀市役所 産業生活部 クリーン課 主査

4 有識者 梶原　成元 （公財） 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 理事長

5 市　民 岩倉　宏典 コープかがわ つながりつくり部　

6 市　民 秋山　史郎 植田長春イキイキサロン 会長

7 市　民 木村　友香 NPO 法人アーキペラゴ 事務局

8 事業者 冨樫　英治 株式会社エフピコ サステナビリティ推進室 ジェネラルマネージャー

9 事業者 八十　徹也 大倉工業株式会社 執行役員 ベーシックマテリアル BU 長

10 事業者 戸部　智史 トベ商事株式会社 代表取締役社長

11 事業者 柴田　あゆみ 大日本印刷株式会社 Life デザイン事業部 リーダー

12 事業者 川村　節也 紙製容器包装リサイクル推進協議会 専務理事 ・ 事務局長

13 事業者 内山　謙一 全国段ボール工業組合連合会 事務局長

14 事業者 小松　郁夫 PET ボトルリサイクル推進協議会 専務理事 ファシリテーター

15 事務局 坂尾　優希 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 （３Ｒ ・ 資源循環推進フォーラム事務局）

Ｄ

1 自治体 籔根　浩司 香川県循環型社会推進課　課長補佐

2 自治体 藤田　晃三 高松市環境局 次長 

3 自治体 西　一隆 高松市環境局南部クリーンセンター 所長補佐

4 省　庁 福武　徹 環境省容器包装 ・ プラスチック資源循環室 環境専門員

5 市　民 三木　友太 NPO グリーンコンシューマー高松

6 市　民 矢本　賢 日本野鳥の会 香川県支部長

7 事業者 加戸　卓 大日本印刷株式会社 Life デザイン事業部長

8 事業者 佐藤　行伸 西日本段ボール工業組合 専務理事

9 事業者 遠藤　宗広 東洋製罐グループホールディングス サステナビリティ推進部 部長

10 事業者 藤波　博 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 アドバイザー

11 事業者 寺田　秀樹 大倉工業株式会社ベーシックマテリアル BU 課長

12 事業者 高橋　宏郁 スチール缶リサイクル協会 専務理事 ファシリテーター

13 事業者 外薗  典明 スチール缶リサイクル協会 事務局

14 事業者 伊藤　忍 飲料用紙容器リサイクル協議会 環境部 専務理事
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第 29 回 容器包装交流セミナー in 岐阜　参加者名簿

日　時 ： 令和６年１１月２１日 （木）　13:00 ～ 16:45

会　場 ： 岐阜市民会館 会議室 80 （＆多目的ルーム A）

チーム NO 区分 メンバー 所　　属　 ・ 　職　　名 備　　考

Ａ

1 自治体 野々村　聖子 岐阜市 環境部資源循環課長 事例報告

2 省　庁 岡林　正行 環境省容器包装 ・ プラスチック資源循環室 主査

3 市　民 橋本　辰夫 ＮＰＯ法人　いびがわミズみずエコステーション 理事

4 事業者 伊藤　忍 飲料用紙容器リサイクル協議会 専務理事

5 事業者 冨樫　英治 株式会社エフピコ サステナビリティ推進室 ジェネラルマネージャー

6 事業者 藤波　博 株式会社トベ商事 部長

7 事業者 後藤　聡幸 飲料用紙容器リサイクル協議会 事務局長

8 事業者 端山　亮 段ボールリサイクル協議会 理事 ・ 事務局長

9 事業者 高橋　宏郁 スチール缶リサイクル協会 専務理事

10 事業者 稲林　芳人 アルミ缶リサイクル協会　専務理事

11 事業者 野中　秀広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 専務理事

12 事業者 岡野　知道 ライオン株式会社 執行役員

13 事業者 田中　希幸 ガラスびん３Ｒ促進協議会 理事 ・ 事務局長 ファシリテーター

14 事務局 栁澤　高志 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 （３Ｒ ・ 資源循環推進フォーラム事務局）

Ｂ

1 自治体 筑本　貴郎 岐阜県 環境生活部 廃棄物対策課 一般廃棄物係長

2 自治体 森本　昌也 岐阜市 環境部資源循環課 ごみ減量 ・ 資源化係長

3 市　民 奥田　陽子 市民

4 市　民 多治見　昭典 市民

5 事業者 藤井　崇 TOPPAN 株式会社 生活 ・ 産業事業本部 SX 事業開発本部 ・ 部長

6 事業者 笠井　俊成 ㈱岐阜リサイクルセンター 取締役工場長

7 事業者 神山　靖規 グリーンリメイク株式会社 代表取締役

8 事業者 石川　喜一朗 全国製紙原料商工組合連合会 副理事長

9 事業者 中井　敏雄 日清食品ホールディングス株式会社　執行役員

10 事業者 岩淵　美香 大日本印刷株式会社 環境ビジネス推進部 第 1 グループ

11 事業者 大野　敏彦 ＰＳジャパン株式会社　サスティナビリティ推進部長

12 事業者 西永　英司 ライオン株式会社 研究開発本部　本部長

13 事業者 田口　雅也 リスパック株式会社 営業本部バイオ営業部営業課長

14 事業者 久保　直紀 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 理事 会長補佐 事例報告 ・ ファシリテータ

15 事務局 坂尾　優希 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 （３Ｒ ・ 資源循環推進フォーラム事務局）

Ｃ

1 自治体 箕浦　弘二 大垣市役所 クリーンセンター主幹

2 自治体 安田　学史 関市 市民環境部 環境課 課長補佐

3 有識者 梶原　成元 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 理事長

4 市　民 岩間　誠 ＮＰＯ法人　いびがわミズみずエコステーション 理事 ・ 事務局長 事例報告

5 市　民 青木　大地 日報ビジネス株式会社 環境編集部 （月刊 「廃棄物」） 係長

6 事業者 加納　竜一 丸硝株式会社 総務部 係長

7 事業者 佐藤　寛之 リスパック株式会社 総務部総務チーム　チームリーダー

8 事業者 神山　千郷 グリーンリメイク株式会社　代表取締役

9 事業者 前川　恵士 日本容器包装リサイクル協会  プラ容器事業部長

10 事業者 福浪　基文 ガラスびん３Ｒ促進協議会 事務局

11 事業者 外薗　典明 スチール缶リサイクル協会 部長

12 事業者 川村　節也 紙製容器包装リサイクル推進協議会 専務理事 ・ 事務局長

13 事業者 内山　謙一 全国段ボール工業組合連合会 事務局長

14 事業者 小松　郁夫 PET ボトルリサイクル推進協議会 専務理事 ファシリテーター

15 事業者 山田　道広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 事務局長

16 事務局 平　久 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 （３Ｒ ・ 資源循環推進フォーラム事務局）

意
見
交
換
会

参
加
者
名
簿

容器包装交流セミナー報告書_2024.indd   59 2025/05/16   15:44:55



第 30 回 容器包装交流セミナー in 前橋　参加者名簿

日　時 ： 令和７年２月１９日 （水）　12:45 ～ 16:15

会　場 ： ぐんま男女共同参画センター ４階大研修室 （＆小研修室）

チーム NO 区分 メンバー 所　　属　 ・ 　職　　名 備　　考

Ａ

1 自治体 宮川　剛史 群馬県環境森林部廃棄物 ・ リサイクル課　係長

2 自治体 高橋　竜斗 昭和村役場産業課産業振興係　主事

3 省　庁 岡林　正行 環境省容器包装 ・ プラスチック資源循環室 主査

4 市　民 井上　金治 群馬県環境アドバイサー連絡協議会　代表

5 市　民 吉澤　敏則 群馬県地球温暖化防止活動推進員

6 事業者 河原　幸朗 吉野工業所　環境室

7 事業者 端山　亮 段ボールリサイクル協議会 理事 ・ 事務局長

8 事業者 高橋　宏郁 スチール缶リサイクル協会 専務理事

9 事業者 柳田　康一 クリーン ・ オーシャン ・ マテリアル ・ アライアンス （CLOMA） 事務局 事務局次長

10 事業者 野中　秀広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 専務理事

11 事業者 田中　希幸 ガラスびん３Ｒ促進協議会 理事 ・ 事務局長 ファシリテーター

12 事業者 岡野　知道 ライオン株式会社 執行役員

13 事務局 栁澤　高志 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 （３Ｒ ・ 資源循環推進フォーラム事務局）

Ｂ

1 自治体 安藤　領 前橋市環境部ごみ政策課ごみ減量係　主任

2 自治体 佐藤　啓介 富岡市役所環境保全課環境施設係　係長

3 自治体 高橋　孝弘 甘楽町役場住民課環境係　課長補佐兼係長

4 省　庁 濱田　倫 環境省容器包装 ・ プラスチック資源循環室 主査

5 市　民 酒井　義明 群馬県環境アドバイサー連絡協議会　広報委員会委員長

6 市　民 本多　洋治 群馬県環境アドバイサー連絡協議会　温暖化 ・ エネルギー部会長

7 事業者 藤井　崇 TOPPAN 株式会社 生活 ・ 産業事業本部 SX 事業開発本部 ・ 部長

8 事業者 伊藤　忍 飲料用紙容器リサイクル協議会 専務理事

9 事業者 小林　孝男 中央化学株式会社　関東営業部担当部長

10 事業者 稲林　芳人 アルミ缶リサイクル協会　専務理事

11 事業者 西永　英司 ライオン株式会社 研究開発本部　本部長

12 事業者 佐々木　隆 ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会 事務局次長

13 事業者 久保　直紀 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 理事 会長補佐 事例報告 ・ ファシリテータ

14 事務局 坂尾　優希 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 （３Ｒ ・ 資源循環推進フォーラム事務局）

Ｃ

1 自治体 鵜之沢　敦志 群馬県環境森林部 廃棄物 ・ リサイクル課　主事

2 自治体 筑井　篤 前橋市環境部ごみ政策課 課長補佐

3 自治体 田所　徹平 前橋市環境部ごみ政策課　GX 戦略係 主任

4 自治体 齋藤　琉海 富岡市役所環境保全課環境施設係　主事

5 有識者 梶原　成元 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 理事長

6 市　民 奈賀　由香子 群馬県環境アドバイサー連絡協議会　ごみ部会長 事例報告

7 市　民 林　英男 群馬県環境アドバイサー連絡協議会　

8 市　民 遠藤　昌男 一般社団法人中央ライフ ・ サポートセンター

9 事業者 福浪　基文 ガラスびん３Ｒ促進協議会 事務局

10 事業者 外薗　典明 スチール缶リサイクル協会 部長

11 事業者 川村　節也 紙製容器包装リサイクル推進協議会 専務理事 ・ 事務局長

12 事業者 内山　謙一 全国段ボール工業組合連合会 事務局長

13 事業者 小松　郁夫 PET ボトルリサイクル推進協議会 専務理事 ファシリテーター

14 事業者 公文　正人 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 アドバイザー

15 事業者 山田　道広 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 事務局長

16 事務局 平　久 ( 公財 ) 廃棄物 ・ ３Ｒ研究財団 （３Ｒ ・ 資源循環推進フォーラム事務局）
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２．アンケート結果

1.事例報告および容器包装８素材の展示について

選択肢 人数

大変満足 4

満足 14

普通 5

不満 1

大変不満 0

無回答 0

選択肢 人数

大変満足 9

満足 13

普通 2

不満 0

大変不満 0

無回答 0

選択肢 人数

大変満足 9

満足 12

普通 3

不満 0

大変不満 0

無回答 0

4.今後、こうした意見交換への参加を希望について

選択肢 人数

大いに希望 6

希望 15

普通 3

希望せず 0

全く希望せず 0

無回答 0

第２８回 容器包装交流セミナーin高松
アンケート結果　（回答数 24名）

2.意見交換の進め方について

3.意見交換での話題、意見、情報について

大変満足

38%

満足

54%

0%0%
普通

8%

大変満足

17%

満足

58%

不満

4%
普通

21％

大いに希望

24%

希望

63%

普通

13%

大変満足

38%

満足

50%

0%0%
普通

1%
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・色々な角度からの見方があると感心しました。

・プラごみの量などについて話が聞けるのかなと思ったが、肩透かしでした。
　各素材の総生産量に対してどのくらいがリサイクルされているのか、わかりにくいと思う。
　意見交換会は面白く有意義でした。ありがとうございました。

・意見交換する事で、いろいろな業界の課題を確認する事ができました。ありがとうございました。

5.意見交換を通して連携、協力したいこと、容器包装へのご意見・ご要望等があれば
　自由にお書きください。

・一筋縄ではいかないと思いました。

・他のリサイクル法について知ることができました。それぞれの立場からの意見交換ができ、とても勉強になりました。
　また機会があれば参加したいです。

・市民・事業者・自治体 各立場からの意見を聞く機会、大変参考になった。
　メーカーがやるべきこと、リサイクラー、自治体、市民それぞれが何に取り組むべきか方向性が少し見えてきた。

・こういったものは分別に向いている、向いていない簡単なパンフがあれば、学校の環境学習などの住民周知ができるので、ご検
討をお願いします。
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1.事例報告および容器包装８素材の展示について

選択肢 人数

大変満足 7

満足 18

普通 6

不満 0

大変不満 0

無回答 0

選択肢 人数

大変満足 15

満足 11

普通 3

不満 2

大変不満 0

無回答 0

選択肢 人数

大変満足 14

満足 14

普通 3

不満 0

大変不満 0

無回答 0

4.今後、こうした意見交換への参加を希望について

選択肢 人数

大いに希望 7

希望 20

普通 4

希望せず 0

全く希望せず 0

無回答 0

第２９回 容器包装交流セミナーin岐阜
アンケート結果　（回答数 31名）

2.意見交換の進め方について

3.意見交換での話題、意見、情報について

大変満足

48%

満足

35%

不満

6％

0%

普通

10%

大変満足

23%

満足

58%

普通

19％

大いに希望

23%

希望

63%

普通

13%

大変満足

45%

満足

45%

普通

10%

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
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・ポリスチレンに特化した回収の話を持ち出すのは難しい状況だと思いました。

・紙中心の議論にはなったが、深く踏み込めたと感じました。事例紹介も様々な工夫があり、興味深く聞きました。

・意見交換は、３部屋別でお願いします。他グループの話が気にかかります。

・出口を意識して、分別について市民への情報発信を考えていきたい。

・素材ごとにグループ分けをした方が良いと思います。

・業者側の専門的な話が中心となり、行政、NPOの視点が抜け落ちていた。

5.意見交換を通して連携、協力したいこと、容器包装へのご意見・ご要望等があれば
　自由にお書きください。

・多様なご意見を伺えて大変有益でした。
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1.事例報告および容器包装８素材の展示について

選択肢 人数

大変満足 10

満足 11

普通 4

不満 0

大変不満 0

無回答 0

選択肢 人数

大変満足 12

満足 11

普通 2

不満 0

大変不満 0

無回答 0

選択肢 人数

大変満足 11

満足 12

普通 2

不満 0

大変不満 0

無回答 0

4.今後、こうした意見交換への参加を希望について

選択肢 人数

大いに希望 11

希望 10

普通 3

希望せず 0

全く希望せず 0

無回答 1

第３０回 容器包装交流セミナーin前橋
アンケート結果　（回答数 25名）

2.意見交換の進め方について

3.意見交換での話題、意見、情報について

大変満足

48%
満足

44%

0%
普通

8%

大変満足

40%

満足

44%

普通

16％

大変満足

44%

満足

48%

普通

8%

大いに希望

44%

希望

40%

普通

12%

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
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・参加者皆さんが積極的に発言され、発展していったように感じた。

・自治体・事業者・市民の皆様の現場の生の声を聴くことができて大変勉強になりました。
　何でも発言してOKということで、皆さん発言しやすい雰囲気になっていて素晴らしいと思いました。

・大変有意義なセミナーでした。規模を小さくして、継続的な開催を希望します。

5.意見交換を通して連携、協力したいこと、容器包装へのご意見・ご要望等があれば
　自由にお書きください。

・大変貴重なご意見をいただきました。今後の活動に活かしてまいります。

・ 消費者、自治体の生の声が聞けて大変良かった。容リ法関連の課題感がサーキュラーエコノミーの課題にどこまで通じるか
引き続き説明していただきたい。
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2024年度版2024年度版

3R推進団体連絡会・３R・資源循環推進フォーラム

容器包装の３Rに関する市民・自治体・事業者との意見交換会
令和7年３月

高松高松

前橋前橋

https://www.3r-suishin.jp

ガラスびん3R促進協議会
https://www.glass-3r.jp/
〒169-0073 東京都新宿区百人町3-21-16
 　　日本ガラス工業センター1階
TEL: 03-6279-2577　FAX: 03-3360-0377

PETボトルリサイクル推進協議会
https://www.petbottle-rec.gr.jp
〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町7-16
       ニッケイビル2階
TEL: 03-3662-7591　FAX: 03-5623-2885

紙製容器包装リサイクル推進協議会
http://www.kami-suisinkyo.org
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-1-21　
      新虎ノ門実業会館8階
TEL: 03-3501-6191　FAX: 03-3501-0203

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会
https://www.pprc.gr.jp
〒105-0003 東京都港区西新橋1-22-5　新橋ＴＳビル5階 
TEL: 03-3501-5893　FAX: 03-5521-9018

スチール缶リサイクル協会
https://www.steelcan.jp/
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-7-1　興和一橋ビル１階　
TEL: 03-5577-2241　FAX: 03-5577-2242

アルミ缶リサイクル協会
http://www.alumi-can.or.jp
〒170-0005 東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館2階
TEL: 03-6228-7764　FAX: 03-6228-7769

飲料用紙容器リサイクル協議会
https://www.yokankyo.jp/InKami
〒102-0073 東京都千代田区九段北1-14-19　乳業会館
TEL: 03-3264-3903　FAX: 03-3261-9176

段ボールリサイクル協議会
http://www.danrikyo.jp
〒104-8139 東京都中央区銀座3-9-11　紙パルプ会館
       全国段ボール工業組合連合会内　
TEL: 03-3248-4853　FAX: 03-5550-2101

〒130-0026 東京都墨田区両国3-25-5　JEI両国ビル8階
公益財団法人  廃棄物・3R研究財団内
TEL: 03-6908-7311　FAX: 03-5638-7164
Secretariat of the 3Rs Promotion Forum
3-25-5 Ryougoku, Sumida-ku, Tokyo, 130-0026
8th floor, JEI Ryougoku Building
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リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可
本冊子は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基準に従い、
印刷用の紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて作製しています。

この製品は、古紙パルプ配合率７0％の再生紙を使用して
います。このマークは、３R・資源循環推進フォーラムが
定めた表示方法に則って自主的に表示しています。

3R・資源循環推進フォーラム
～ごみゼロ・循環型社会めざして～

https://3r-forum.jp/
岐阜岐阜
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